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    　　　一章　人狼と王子様の遊戯ゲーム


    



    



    「うぅー、ビビッとついてないのです。うにゃー？　どうして私ばっか……？」


    　えらく感覚的なことを呟つぶやきながら、百ゆ合り原はらヒツジは廃校舎内の、リノリウムでできた長い廊下を陸上選手でもとうてい太た刀ち打うちできない速度で、疾しつ走そうしていた。


    　腰まで伸びたさらさらの黒髪を大胆になびかせ、彼女は今この時、戦場のただ中にいた。


    　廊下に、たたたたたたっ、というヒツジの軽快な足音が響いている。けれど、その足音に、かちっと不自然な音が紛まぎれ込む。


    「──っ！」


    　瞬間、息を呑のむ。しかしもう遅い。


    　気付いた時にはすでに閃せん光こうが廊下を呑み込み、一瞬後には熱と風圧と爆音、そして粉ふん砕さいされた廊下の破片が、マシンガンの掃そう射しやのようにまき散らされていた。


    　廊下に仕込まれていた爆弾が作動したのだ。ヒツジはこれと同じトラップを今夜だけでもすでに一〇回以上は味わっている。その結果、着ていた服は爆風によってすっかり様よう相そうを変え、今やベストのボタンは飛び、ブラウスは裾すそが焼け焦げ、おへそは丸見え。スカートに至っては過激なスリットに見えてしまうくらい、サイド部分が引き破られ、細く白い太ももや、ともすれば下着すらちらちらと見えてしまうという、きわどい状態になっていた。
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    「うむむむー。なんです、これ。新あら手てのいじめですか」


    　廊下の曲がり角へと前転しながら飛び込んだおかげで、なんとか爆発を避けきったヒツジは、むくりと体を起こし再び走り始める。真っ先にやるべきことは、一刻も早く安全地帯を見つけ出すことだ。


    　今夜、この廃校舎にヒツジがいることを知っているのは、ヒツジをここに誘い込み、爆弾によって追い詰めている人物以外、誰もいない。故ゆえに誰かに助けを求めるのは無意味だ。


    　ヒツジは爆弾を避け、あるともわからない安全地帯を探しているうちに、自然と──もしくは誘導されるように階段を駆け上がり、ある場所に向かっていた。


    　ばごん、と勢いよく鉄の扉とびらを蹴け破やぶりヒツジが飛び出した先。


    　その場所は──。


    



    　　　　　◆


    



    　百ゆ合り原はらヒツジの身に苦難が降りかかる、ほんの数時間前。


    



    　場所は、日本国内にある大型都市、ザイトシティ。


    　東西南北で分かれるザイトの東エリア。そこにひっそりと建つ廃校となった小学校から、物語は動き出す。


    　小学校の運動場グラウンド。一周一〇〇メートルのトラックのど真ん中に、一人の少年の姿があった。


    　黒い詰め襟えりの学生服に身を包んだ小柄な少年は、運動場の中心点あたりで立ち止まり、周囲に広がる不ふ穏おんな気配を感じ取っていた。


    　すでに日没の時間は過ぎており、運動場は暗くら闇やみに包まれている。雲一つない夜空には真っ赤な月が浮かび、運動場をぐるりと囲む、深緑の葉を茂らせた木々が、風によってざわざわと揺れていた。


    「…………」


    　少年はポケットに突っ込んでいた両手を抜き出し、夜の闇が支配している運動場をぐるりと見渡す。すると、運動場の右端と左端から、中心点にいる少年に向かって、疾しつ走そう──いや、激走とも言える速度で迫ってくる二つの影が見えた。


    『ウシャシャシャシャシャシャ──！』


    　左右両側からステレオで響いてくる奇声。奇声を出している本人たちは弾丸のような速度で地を駆けてくる。


    　少年がはっ、と息を呑のんでいる間に、二つの影が疾しつ風ぷうのように少年の目の前に登場した。


    　二つの影──少年の前に立ちふさがったのは、二人組みの青年だった。どちらも二メートルはある高身長だが、体格はひょろりとしていて頼りない。その体格を隠すように、だぼだぼの黒いパーカとカーキ色のカーゴパンツを、揃そろいで身につけていた。


    　そして何より目に付くのは、その顔。


    　二人とも毛髪はなく、顔全体が灰色の鱗うろこに覆おおわれていた。銀色の瞳ひとみはビー玉のように丸い。口からちろちろと見え隠れする細長い舌は、先が二ふた股またに分かれていた。首から上は、まるでトカゲだった。


    （なんかの漫画で見た恐竜人間ってこんな感じだったよな……ま、実物で見るとキモさ二倍増しだけど）


    　なんて感想を心の中で呟つぶやいて、少年は二人組みの顔を見上げた。


    　人じん外がいと呼ぶべき存在を前にして、少年は怯ひるむどころか、顔色一つ変えない。


    「あら、あらら。兄あに者じや？　こんなところに人間の少年がいますわよ」


    「まぁまぁ、弟。ほんとじゃないこと？　坊や、迷子かしら？」


    　トカゲ人間たちは、二人してぽんぽん、と少年の頭を撫なでていく。声こわ色いろは野の太ぶといが、オネェ口調で、どこか緊張感に欠ける。


    「どうしましょ、兄者。私たちの縄張りに紛まぎれ込んじゃったみたいだわね」


    「どうもこうもないでしょ？　こんなに可愛かわいい顔した坊やだもの──生きて帰すわけないじゃない？」


    　しゃー、と威い嚇かくの声を上げ、兄者と呼ばれた方が、少年の顔に急接近する。少年の淡あわ雪ゆきのように白い頰ほおを、二股に分かれた真っ赤な舌がちろちろと舐なめた。


    「ごめんなさぁい、こんなに月が綺き麗れいな夜だもの。溢あふれる野性が抑えられないわ。坊やの真っ赤な血が見たくて仕方ないの」


    「兄者！　まずは私にやらせてちょうだいよ。最近ご無ぶ沙さ汰たで溜たまってるの！」


    　少年の頭に、弟の方が手を置いた。


    　その時だった。


    「──っ」


    　聞き取れないくらいの小声で少年が何か呟いた。


    「何かしら？　助けてママ！　とでも言ったのかしらね？　おほほほほっ」


    　少年の頭の上に置いた手に力が込められる。人成ならざる者である彼らの握力なら、少年の頭をまるでトマトのように握り潰つぶすことが可能だった。けれどもそんな残虐スプラツタなシーンは、少年にではなく、弟の方に対して訪れることとなる。


    　ばちばちっ、と少年の全身から火花が飛び散る──次の瞬間、少年の頭に手を載のせていた弟の体が、車に衝突されたかのように、五メートル以上後方へと吹っ飛んだ。


    　一瞬のうちに巻き起こる電裂スパーク。


    　どさり、とその体が地面に落下する頃には、ぷすぷすと煙を上げる焦げた肉にく塊かいと成なり果てていた。


    　まるで、一〇〇万ボルトの高電圧で全身をくまなく焼かれたかのように即死していた。


    「聞こえなかったか？　あんたそのままじゃ死ぬぜ、って忠告したんだけどな」


    　焼け焦げた死体を見つめ、少年はぽつりと呟つぶやく。


    　その途端、兄あに者じやの方がぶん、と右手を伸ばし少年の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。小柄な少年の体は二メートルの大男によって簡単に宙に持ち上げられ、ぷらぷらと、少年は足を揺らした。


    「なっ……！　何したのよぉ！　私の大切な大切な弟がぁぁぁ……」


    「苦しいな。放せよ……」


    「放すはずないでしょっ！　弟は！　最近ようやくＢ．Ｌｖ．ビーストレベルも５になって……これからって時だったのにぃぃっ！」


    「Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベルって……あれか。お前らの世界で流は行やってる、強さの基準だっけ……？　でもさ、Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベル５って、それ普通に雑ざ魚こって言わないか？　ＲＰＧなら旅立ちの街の周辺に出る敵キャラっていうか……」


    「キィィィィィッ！　お黙りなさいよっ！　もうあんたの声なんて聞きたくないの！　引っ潰つぶしてやるっっっ！」


    　兄者は、少年の胸倉を摑んだまま、もう一方の腕を振り上げた。その途端、兄者の腕が、一〇倍以上の太さに膨ふくれ、みちみちっ、と筋肉が異常に盛り上がる。


    「ふぅん、それがあんたの能力？　あんまりカッコよくないね」


    「ふんっ、言ってなさい！」


    　兄者が握った拳こぶしを振り下ろせば、アリを潰すように造ぞう作さなく、少年の体はぺしゃんこになって地面に叩たたき付けられる。けれど、少年は不敵な表情を崩さない。


    「甘いんだよ、兄弟揃そろってさ。お前ら程度の人狼ビーストなら、僕一人でも充分だ」


    　軽い調子で呟いて、少年は自分の胸倉を摑み上げている兄者の手を、ぐっと摑んだ。途端、ばちばちっ、と再び少年の体から火花が散る。


    「──ひっ！」


    　なにをされたのか、結局、最後まで理解できないまま、兄者は弟同様に全身が電裂スパークして丸焼けとなった。


    　運動場グラウンドに生きて残ったのは少年ただ一人。


    　少年は、ふぅ、と事もなげに息を吐いてから、再度歩き始めた。


    　向かうは、廃校舎の中。


    　今夜、少年がここに来たのは、怪物めいた兄弟と戦う為ためではない。


    　むしろこれは余よ興きよう──これから始まる壮絶なゲームの準備運動。


    　あるいはチュートリアルのような、一場面だった。


    



    　　　　　◆


    



    　そんな少年と兄弟との戦いがあったことなど、ちっとも知らないヒツジがやってきたのは──屋上だった。


    　闇やみ色いろの空には雲一つなく、赤く染まった満月が夜空の真ん中に輝いている。


    　息せき切って駆け上がってきたヒツジは、軽く呼吸を整えながら顔を上げた。


    　するとヒツジから六、七メートルほど離れた場所、サッカーでもできそうな程ほどの広さの屋上の丁ちよう度ど真ん中あたりに、詰め襟えりの黒い学生服を着た少年が一人、立っていた。


    　離れていてもわかるくらい、少年の背せ丈たけは小さかった。きっとヒツジと並んでもそう大差はなさそうな、一五〇センチあるかないかくらいの小柄な体に、あどけない顔つき。ふんわりとウェーブがかった髪はショートボブにまとめている為ため、男物の学生服を着ていなければ女の子に見間違えそうな容姿だ。


    　そんなひ弱そうな少年の手元は、淡く光っていた。ヒツジが目を凝こらすと、少年が手元で最新の携帯ゲーム機を操作しているのだとわかった。かちゃかちゃとゲーム機のボタンを押す音も聞こえてくる。


    　屋上に現れたヒツジには目もくれず、ひたすら携帯ゲーム機とにらめっこしている少年の姿を見ると、ヒツジは目を丸くして。


    「……姫ひめ草くさ、先輩？」


    　少年、姫草メロウの名を呼んだ。その途端、メロウは手を止め、顔を上げた。


    「ん……？　なんで僕の名前を知っている？」


    　高圧的なメロウの声に、ヒツジはわずかに肩を震わせた後、なぜだかほんのちょっと顔を赤らめ、もじもじし始めた。その態度に、メロウの顔が曇くもる。


    「あの、えっと……姫草先輩とは、小学校が同じでした。それで、その……」


    「ふぅん。けど、僕の方が一学年上だったよね？　他学年の生徒の顔なんて、よっぽどのことがないかぎり覚えないはずだけど」


    「だから、よっぽど、というかなんというか……。先輩は校内でも有名だったから」


    　あぁ、とメロウは目を細めた。思い当たる節ふしはひとつだけ、姫草メロウの名を有名にしていたその理由とは、メロウの父親にあった。


    　メロウの父親は日本経済の中心地であるザイトシティにおいても三本の指に入る資産家であり、姫草製薬会社、姫草総合病院等、医療関係を手広く取り仕切る一大企業の社長だったのだ。


    「……まぁいい。僕のことを知っているのなら自己紹介する手間が省けた」


    　不意に頭の隅をちらついた、家族との思い出を振り払い、メロウは手元の携帯ゲーム機を動かした。画面に映っているのはヒツジの姿だ。


    「僕もお前のことは調査済み。身長、体重、血液型、現在の住すみ処か、そして能力も」


    「なんでそんなこと……いや、それよりっ。体重のとこだけでも今すぐ消去してください！　それは乙おと女めのタブーです！」


    「やだよ。折せつ角かく、高い金払って手に入れた情報だ。どんな情報だって粗末にしたくない。……それと、お前を調べた理由はな──」


    　真まっ直すぐに射るような視線がメロウからヒツジに向けられる。


    　そしてメロウは、口の片端を、吊つり上げた。


    「汝なんじは人じん狼ろうなりや？　なんてな。古典的カードゲームの台詞せりふを使わなくたって自覚してるんだろ？　お前が人狼ビーストで、僕は人狼ビーストを狩る狩人かりゆうどさ。だから調べたし、こうして出会うのも必然」


    　ぴっ、と手を拳けん銃じゆうの形にして、メロウはヒツジに突きつけた。


    　びゅう、と春先とはいえ冷たい夜風がヒツジの頭上を通り過ぎる。さらりと揺れる黒髪、ぱっつんと真っ直ぐに切り揃そろえられたヒツジの前髪から目線を上げると、頭の左右、耳の上あたりに、異質な白い巻き角づのが二つ、付いていた。まん丸のソフトボールくらいの大きさで、石せつ膏こうのような材質のそれは、まるで羊の角のように見える。ヘアアクセサリーの類たぐいではなく、正しよう真しん正しよう銘めい、ヒツジの頭から生はえている体の一部であり──三年前に彼女の体に起こった、変化の一端だ。


    「あうっ、これはその違くって！　こういう趣味なんですっ」


    　必死に二つの角を隠しながら、ヒツジは首を横に振る。そんなヒツジの姿に、メロウは失笑を漏もらした。


    「そんな言葉じゃ誤ご魔ま化かされないよ。人間以外の生物、動物とか昆虫の特徴が体のどこかに現れる、それが人狼ビーストの証あかし。僕にとっては、狩るべき獲え物ものの証だ」


    「狩、る……？　先輩は人狼ビーストがなんなのかわかってないんですか？　狩るなんて無理ですっ」


    「無理なんかじゃないさ。人狼ビーストなんて、たかが怪物だろ？　僕の敵じゃない」


    　人狼ビースト──それはザイトシティを震え上がらせている怪物の名。


    　夜になると姿を現し、人を襲い、殺し、群れとなってはびこる暴力の化身。


    　人狼ビーストの正体はわからない。けれど、ザイトシティに住む者なら、人狼ビースト誕生の瞬間を誰もが知っている。


    



    　それは今から三年前の春。ザイトシティ全土に血のように赤く染まった春しゆん雷らいの群れが降り注いだ。原因不明のその不気味な雷かみなりは人を狙ねらうように落ち、雷に身を貫つらぬかれた人々は、人成ならざるもの、人狼ビーストへと変へん貌ぼうを遂げてしまった。


    　人狼ビーストには怪物と呼ぶに相応ふさわしい特徴が備わっている。メロウが言ったような、人以外の生物の特徴が体に現れることもその一つだが、そんなものはちょっとしたおまけに過ぎない。


    　真に恐怖すべき特徴とは、コンクリートをも砕き、時速七〇キロ以上の速度で疾しつ走そうし、拳銃から放たれた弾丸をあっけなく避けきってしまう程ほどの異常発達した身体能力と、そしてもう一つ──超能力。人狼ビースト一人一人に、それぞれ違った形で芽め生ばえる、超常の力。


    「ははっ、馬ば鹿かげてるよな。超能力なんてさ。スプーン曲げじゃないんだぜ？　マジで手から火の玉出すような奴やつがいるんだからな、ゲームキャラかって。現実リアルに理不尽フアンタジー持ち込んでくんなよな」


    「だから、そんな相手に勝てるはずないって言ってるんです！　意味わかんないですっ。ここに呼び出したのも、先輩なんでしょ？」


    「当たり前だろ。他ほかに誰がいるんだ、お前にあんな手紙を出す奴がさ」


    　ちらり、とヒツジはシャツの胸ポケットに目線を落とす。そこには一枚の簡素な手紙が。


    　手紙の文面には──『今夜、東ザイト四番区に建つ廃校舎にて待つ。一人で来ること。そうすれば人間に戻る手段を授ける』と記され、宛あて先さきは書かれていなかった。ヒツジは怪しいと思いつつも、人間へと戻る可能性が少しでもあるのなら、と約束通りにここを訪れたのだ。


    　結果、数々の爆弾トラップに右う往おう左さ往おうし、ぼろぼろになりながら屋上へと辿たどり着き、ヒツジはこうしてメロウと対たい峙じしている。


    「……まさか、人間に戻れるってのも私を呼び出す口実？」


    「はっ、こんな状況になっても信じてたのか？　もちろん、噓うそだよ。お前のことを調べてるうちに、どうもお前の行動目的が人間になる方法を探しているみたいだって気がしたからさ、利用させてもらった」


    「…………」


    　沈黙するヒツジ。そして、ぶちり、と彼女の中で何かが切れた。


    「──許せない！。先輩が私にそんなことするなんて……酷ひどい酷い酷い酷い酷い酷い酷い。──先輩が酷いことするなら、暴れちゃいますっ」


    　ヒツジの中で残ざん酷こくな獣けもののスイッチが入る。瞬間、地を蹴けって飛び出していた。べきっ、とヒツジの足あし下もとのコンクリートが音を立てて砕け、大砲から撃ち出された弾たまのような速さで一直線にメロウへと突っ込む。本能が暴力を求め、理性を打ち壊していく。


    「しゃぁぁぁぁ──っ！」


    　さっきまでおどおどしていた少女とは思えない、人狼ビーストの名に相応ふさわしい獣の咆ほう吼こう。


    　七メートルの距離だろうと、人狼ビーストの身体能力を使えば一秒もかからず詰められる。


    　しかし、その一秒の間に、メロウも対策を繰り出していた。


    「ぽちっとね」


    　ヒツジが全身で突っ込むのに対し、メロウは指先一つ。手にした携帯ゲーム機のボタンを、押す。それだけで──。


    　だだだだだだんっ、とメロウの目の前、屋上の地面に仕込まれていた爆弾が連続して爆はぜ、爆風とコンクリート片が二人を隔てる壁のように巻き上がった。


    「！」


    　まさかメロウ自身が巻き込まれるような位置で爆弾を起爆させるとは、ヒツジも予想だにしていなかった。無警戒に全力で突っ込んでいたせいで急停止することもできず、ヒツジはそのまま爆発の威力をまき散らす爆心地へと突っ込んでしまった。


    「くっ──！」


    　ボロ切れみたいだったが辛かろうじて残っていた服が、爆風によってヒツジの体から剝はぎ取られていく。ヒツジは、無数の針を刺すように皮ひ膚ふをちりちりと焦がす熱も、見えない壁が全身にぶち当たるかのような衝撃をものともせず、爆発のまっただ中に立ち止まる。


    「ぬるいんですよっ、こんな爆も風の！」


    　一いつ喝かつし、ヒツジは、太ももに装着していたホルスターから、銃身に薔ば薇らの模様が描かれた装飾銃を引き抜くと──銃口を夜空へと向け、引き金を引いた。


    　その途端、銃口からビー玉サイズの黒い塊が発射される。


    　それは、極マイ小クロブラックホールの弾丸。あらゆるものを呑のみ込む超重力の魔弾が、爆風や熱を吸い込み、夜空に向かって打ち上がっていく。


    　そしてきっかり三秒経たつと、廃校舎の遙はるか上空で、ブラックホールの弾丸はかき消えていった。


    　能力名、『凶銃デツドバロツク』。極マイ小クロブラックホールを弾丸として発射できる、ヒツジの能力だ。


    「けほっ……」


    　黒いオーバーニーソックスにレースのあしらわれた薄ピンクの下着姿となったヒツジは、咳せき込みつつも、体についたすすを払う。驚くべきは、彼女の体に火傷やけどの一つもないことだ。いや、正確には火傷を負った先から回復している為ため、無傷に見えるだけなのだ。身体能力の異常発達は、同時に治ち癒ゆ能力すら強化している。


    「いい格好だぜ。ギャルゲーだったらイベントＣＧになっててもいいくらいだ。っつっても、沸ふつ点てん低いぷっつん女なんて攻略してやんないけどな」


    　すっ、とヒツジの死角からメロウの腕が伸びる。反射的に声のした方を振り返ると、ヒツジのおでこから数ミリという距離に、メロウの伸ばされた右手が迫っていた。右手は頭を摑つかむように開かれたまま、ぴたりと動きを止める。


    「なんで、無事なの……？」


    　驚きよう愕がくするヒツジに、メロウはあっさりと答える。


    「もちろん防御したんだよ。僕の着てる制服は、軍事目的で作られた万能型防護繊せん維いでできてんだ。手しゆ榴りゆう弾だん程度の爆発なら軽く防げるし、五トンの鉄球がぶち当たっても骨にヒビすら入らない代しろ物ものでね。最先端科学の産物ってやつさ──と、そんなことより、今の状況、理解してるか？」


    　メロウは差し伸べている右手に力を込める。途端、ヒツジは自らの目の前に死が迫っていると実感した。


    「あ、うぁ……」


    　瞬時に喉のどが干ひ上あがっていく。たとえ高層ビルの屋上から飛び降りたってヒツジは何の恐怖も覚えない。しかし、目の前の小柄な少年に手を差し向けられただけで、理由はわからないが、無意識に足ががくがくと震える程ほどに、怖かった。


    　メロウはヒツジのそんな反応に、満足げに口の端を吊つり上げる。


    「はっ。いいな、その顔。人狼じぶんたちだけが特別な強者っていう自信がぶち壊れたかよ？」


    　メロウが力を込めると、掲かかげた右の手のひらから、ばちっ、と青白い火花が散った。


    「ひっ！」


    　ヒツジは悲鳴を上げ、びくりと震えた。心臓がどくどくと、太鼓を連打するかのように高鳴っていた。


    「そう怯おびえないでくれ。なにもお前を殺そうってわけじゃない。ちょっとしたパフォーマンスだ。僕の能力のな」


    　すっ、とメロウの右手がヒツジの頭から外れ、下ろされていく。ようやくヒツジは強こわばっていた肩の力を抜いて、間近に迫ったメロウの顔を丸い瞳ひとみで覗のぞき込んだ。


    「能力って、なんで先輩……？」


    「あぁ、僕はひ弱な一般人だ。けどただ一つだけ、人狼ビーストに復ふく讐しゆうを誓うに相応ふさわしい力が、この体には宿ってる」


    　ばちばちっ、とメロウの全身から青白い火花が散った。線香花火のような小さな火花は散ると同時にかき消えていく。


    「『浄化の切り札ラストジヨーカー』──僕の身に流れる、人狼ビースト殺しの電撃の名だ。ちなみに命名したのは僕自身さ」


    　それはスタンガンにも及ばない、微び弱じやくな生体電流。メロウはそれを体の一部に意図的に集中させ、電撃として扱うことができる。といっても、人相手にはまったく意味を成なさないし、コンクリートを粉ふん砕さいできるわけでもなく、弾丸を止められるわけでもない。


    　効きくのは、人狼ビーストのみ。


    「信じられない……です」


    「ほんとうに？」


    　問われたヒツジは、頷うなずくことはできなかった。理性では信じられなくても、本能がメロウの体に宿る力を危険だと知らせていた。


    「それでいいよ。危険なものを感じ取る力ってのは大切だ。信じることだな。僕の能力をその身に試して、全身焼け焦げてからじゃ遅いんだから」


    「ってことは……先輩の目的は私を殺すことじゃなくて……？」


    「その逆だ……って、うわわわわわっっ！」


    　突然のメロウの奇声に、ヒツジはきょとん、と首を傾かしげる。メロウはずっと左手に持っていた携帯ゲーム機を情けない顔で覗のぞき込んだ。


    「──ああぁぁっ、またやっちゃった。くっそ、貴重なセーブデータが……！」


    　さっきまで光っていた液晶画面は黒く染まり、何も映し出されていない。どうやら永眠されたご様子だった。


    「あのぉ……壊れちゃいました、それ？」


    「う、うん。電撃浴びるとさすがにデータ飛ぶっていうか、機体そのものが壊れるんだ。だからいっつも注意してたのに……」


    「それは……ご愁しゆう傷しよう様さまです」


    　なむなむ、とヒツジが携帯ゲーム機に向かって手を合わせる。


    「ともかくだ！　こんなことで落ち込んでる場合じゃなくて！　僕の話の本題はだな！」


    「は、はい。どうぞ……」


    「お前を呼び出したその理由は──人狼を全滅させる人狼狩りゲームに、協力してもらう為だ」


    　真っ正面から、ヒツジの両肩に手を置いてメロウは言い放った。


    　そして、ヒツジはといえば、ぱちくりと、大きな瞳ひとみでしきりに瞬まばたきをした後、当然のように困惑した。


    「え？　え？　私が、先輩に協力？　でもゲームって……？」


    「先に理不尽フアンタジー持ち込んできたのは人狼そつちだろ？　しかも僕には人狼ビースト殺しの電撃が宿ってる。だったら僕だって現実リアルで狩りゲームを始めたいのさ。仮想バーチヤルの遊びよりもずっとスリルがあって面白そうだからな」


    　紅ぐ蓮れんの炎が宿っているような強い眼差まなざしを浮かべたメロウは、真剣だった。真剣に、人狼ビーストを狩る、という危険なゲームを始めようとしている。


    「そんな理由で……しかも全滅って」


    「だって全滅させた方が面白そうじゃん。わかりやすいクリア目的になるし」


    　にかっ、と笑って、メロウは熱く思いのたけをぶちまける。


    「思わないか？　日常はなんて退屈なんだって！　この街には、人狼ビーストがいる！　しかもゲームみたいな超能力持ってんだぜ？　そんな面白そうなもん放っておけるわけないじゃん！　僕はゲームが好き、スリルが好き、日常なんてぶっ壊れればいいと思ってる！　だからさ──人狼ビースト狩りゲームはどんなゲームよりスリルとリアリティがある。人生をゲームに捧げてる僕としちゃ、絶対に逃のがせないゲームだ。命懸かけたってかまわないさ」


    　正気を疑われても仕方ない発言。たった一つしかない命を、少年は人狼ビーストという怪物に立ち向かうゲームに、懸けようとしていた。


    「でも私も、人狼ビーストですよ……？　狩ろうとしている相手を、仲間にするんですか……？」


    「お前は他ほかの人狼ビーストみたいなクズじゃないんだろ？　ザイトの裏社会牛ぎゆう耳じってでかい顔してるか？　自分たちは人間より優すぐれた種族とかいって人間ぶっ殺したりもしてない。──ヒツジ、お前まだ人の心、持ってんだろ？　だからお前は人狼殺しなんかするんだろ？」


    　姫ひめ草くさメロウは『浄化の切り札ラストジヨーカー』という人狼ビースト殺しの電撃を使う特別な力を持った少年だが、ヒツジもまた特別な人狼ビーストだった。


    「……先輩は、どこまで私のこと知ってるんですか？　もしかして私がしてきたことも……」


    「もちろんだよ。聞いたんだ、お前と同じ人狼ビーストにな。『観測機構ライブラ』って組織の名、お前だって聞いたことあるだろ。あいつら、人狼ビーストの組織のくせに人間相手にも商売してるのさ。金を渡せば、情報を売ってくれる。ま、かなりぼったくられるけどな」


    『観測機構ライブラ』とはザイト中に情報網を張り、あらゆる人狼ビーストの情報を収集している人狼ビースト組織だ。人間に対して暴力的な人狼ビーストの中でも『観測機構ライブラ』は格段に穏おん健けんな組織として知られている。


    「だからちゃんと知ってる。お前がやってきた人狼ビースト殺しのこと。同族千人殺し、だってな」


    「あ、う……」


    　ばつが悪そうに顔を伏せ、ヒツジは何も言い返せない。それは紛まぎれもない事実だから。


    「人狼ビースト殺しの記録保持者。千人殺しサウザンドキラー。いや二つ名で言ったらこっちの方が有名か──『惨殺オーバーキルプリンセス』百ゆ合り原はらヒツジ。『観測機構ライブラ』の奴やつらも言ってたぜ、お前だけは測定不能だって。ある意味、人狼ビーストにとって、最も危険な人狼ビーストってわけだ」


    　──それが人狼ビースト化してから三年の間に、ヒツジがやってきたこと。同族である人狼ビーストを千名以上も殺した異端児。それだけの実力があれば、多くの人狼ビーストを配下に置いた大きな群れを作り、裏社会に名を轟とどろかせることも可能だが、ヒツジはどの人狼ビーストとも馴なれ合わない。


    　同族意識を持たない、人狼ビースト殺しの人狼ビースト。


    　それこそが、メロウがヒツジを選んだ理由。


    「仕方なくだもん……襲ってくるから、殺しちゃってもいいと思って……」


    　ヒツジは人狼ビーストを躊ちゆう躇ちよなく殺す。人狼ビーストの血で染まった己おのれの手を見て、嬉き々きとした笑みさえ浮かべる。仕方なく、と言いつつも、人狼ビースト殺しをしている時、ヒツジは得も言われぬ高こう揚よう感を抱いだき、同時にそれが人狼ビースト特有の残ざん虐ぎやく性なのかもしれないと落ち込んだりもする。


    「人の心を持った人狼ビーストなんて、異端中の異端。知ってるか？　野生動物はさ、群れの中に時折生まれてしまう、自分たちとは違う個体を排除しようとするんだぜ？　色やサイズが他とは違う奴ってのを寄ってたかって殺すんだよ」


    「だから、私は人狼ビーストに狙ねらわれるの……？　なんにもしてないのに、向こうから襲ってきて」


    　ザイトシティに潜ひそむ人狼ビーストの数は約二万。ヒツジは、人としても認められず、二万の人狼ビーストからもあぶれた存在というわけだ。


    「理り不ふ尽じんです……私、悪くないのに。気付いたら人狼ビースト殺し、なんて呼ばれちゃってるし」


    「そんな風に落ち込むな。っていうか喜べよ。お前のこと必要としてる人間がやっと現れたんだ」


    「それが……先輩？」


    「そう。僕はお前がどうしても必要なんだ。僕はひ弱だから、人狼ビースト相手に一人じゃキツイ。だから、僕のパートナーになってくれ。お前の実力を試す為ために、色々仕掛けたことも謝る──ごめん、悪かった」


    　メロウはヒツジの前に右手を差し出した。さっきとは違い、人狼ビースト殺しの電撃は宿っていない。それはザイトシティという巨大な街で三年間、一人っきりで生き抜いてきたヒツジに、初めて差し出された、救いの手。


    「お前のこれまでの生活が、どんなだったかは想像もできないし、辛つらい思いを忘れさせるなんてことも、僕にはできない。ただ、僕の手を取ってくれたなら、ヒツジ、お前はもう孤独じゃなくなる。お前の傍そばには、僕がいる」


    　人狼ビーストにもなりきれず、人でもないヒツジが、必要とされている。しかもこれまで後ろめたく思っていた人狼ビースト殺しを、メロウが望んでいたから、という理由で肯定できるようにもなるのだ。ヒツジが手を取らない理由は、どこにもなかった。


    （先輩の手助けをしてあげる親切な存在……私はそれに選ばれた。先輩の為に、できることがあるんだ……！）


    　メロウが望むのなら、ヒツジはいくらでも殺さつ戮りくの限りが尽くせる。ヒツジの脳内から、興奮物質アドレナリンが溢あふれ出そうだった。


    「そ、そういうことなら、パートナーになってあげてもいいですよ？　でも一つだけ条件があります」


    「なんだよ？　言ってみてよ。考えてやるから」


    「一緒に人狼ビーストを狩ってほしいっていう先輩のお願いを聞いてあげる代わりに、私のお願いも叶かなえてください。そういうのを対等な取引って言うんですっ」


    「……まぁ、そうだよな。でもお前の願いって……」


    　人の心を残した人狼ビーストの願いなんて、想像するのも簡単だ。心が人なら、体も人に戻りたい。そう考えるのが普通だ。けれど、人狼ビーストから人に戻るなんて話、聞いたこともない。


    「言っておくが、僕にだって無理なことはあるからな」


    「でも先輩は人狼ビーストを全滅させるなんて壮大な目的に私を協力させようとしてますよね？　だったら私だって壮大な願いを叶えてもらいますっ」


    「おいっ、だから！」


    　反論する暇ひまも与えず、ヒツジは差し出されていたメロウの手を取った。


    　固く握手を重ね、その手をぶんぶんと振りながら、ヒツジはにっこりと微ほほ笑えむ。


    



    「私の運命の王子様を見つけてください。それが私の叶えてほしいお願いです」


    



    　一瞬、ぽかんとした顔になったメロウだが、すぐに顔が曇くもっていく。


    「──は？　おうじさま？　なに、それ？」


    「ふふん。秘密です。自分で考えてください。難易度高くないと、面白くないでしょ？」


    「そう言われても……難易度っていうか、まず意味がわかんないし。王子様ってアレだろ？　白馬に乗ってて、王冠被かぶってて、で、下半身は白タイツ？　いるかな、そんな人……」


    「そーゆー童話に出てくる王子様じゃなくてっ。私が言ってるのは……って、駄目です。これ以上はヒントになっちゃいます」


    「ヒントくらい、いいだろ？　これじゃ、なにすればいいのかさっぱりわかんないよ」


    「やです。それを教えたら台無しです……あ、でも！」


    　きらりん、と、いいこと思いついたっていう顔で、ヒツジはメロウをじっと見詰めた。


    「運命の王子様を見つけてもらうまでは、暫ざん定ていってことで先輩が私の王子様になってくださいね！」


    「なんだよ、それ……。てっきりヒントくれるのかと思っちゃっただろっ」


    「はい、決定っ！　先輩は今日から私の暫定王子様ってことで、よろしくなのですっ」


    「勝手に決めてるし……もう少し人の話を聞いてくれ……」


    　がっくりとメロウは肩を落とす。けれど、世の中ギブ＆テイク。


    　面倒くさそうなことになりそうだ、と思いつつも、メロウは腹をくくった。全すべては人狼ビースト狩りゲームを攻略する為ためだ。


    「わかったよ、ヒツジにだけ協力させよう、なんて都合のいいことは言わない。僕だって、きっちりヒツジの願いを叶かなえてやる！　王子様探しゲームってとこか。言っておくが、僕は攻略できなかったゲームはないのが誇りなんだ」


    「えへへー。頼もしいですね。さすがは暫定王子様」


    　そう言って、ヒツジはメロウから離れ、そしてメロウの前に自分の右手を差し出した。


    　メロウは差し出された手をじっと見詰める。


    「……なんだ？」


    「なんだ、じゃありません。私の王子様になったんだったら、やることがあるのですっ」


    「ん……？　カボチャの馬車を出す、とか？」


    「それは魔法使いのお仕事！　そうじゃなくて、えっと……誓ちかいのキス、とかそういう感じの……」


    　ごにょごにょと語尾はよく聞き取れず、ヒツジの体は恥ずかしそうに小刻みに震えていた。


    「っ……！　言い出した本人が恥ずかしがってどうすんだよ……こっちも、恥ずかしくなるだろ……！」


    「だって、こんなことするの初めてだし……って、いいから早くしてくださいっ。じゃないと、私、先輩に協力しませんよっ!?」


    「くっ……」


    　メロウは顔を赤らめ、ヒツジの顔を直視できず俯うつむいたまま、差し出された手を取った。


    　そして、スポットライトのように月光が小さな二人の姿を照らす中、メロウはヒツジの前に跪ひざまずく。


    「誓ちかうよ、僕はお前の王子様を必ず見つける。だからお前も誓え、僕と共に戦うと」


    「──はい、誓います」


    　メロウはヒツジの手の甲へと、唇くちびるを落とす。一秒か二秒、唇を優しく押し当て、そしてメロウは顔を上げた。


    　そこには、目に涙を浮かべながら、わなわなと震えるヒツジの姿があった。


    「あれ……僕、何か間違えた？」


    「ちっ……違いますっ、恥ずかしいんですっ。先輩、本物の王子様みたいだったし……って、あわわっ、私は何を言って……!?」


    「いや、僕も充分恥ずかしかったけど、お前の様子見てたらどうでもよくなったわ……ってかさ、恥ずかしがるとこ間違えてない？　今のお前の格好はどうなのさ」


    　上から下まで、メロウはゆっくりとヒツジの姿を眺めた。


    　さっきからずっと、ヒツジは下着とニーソックス姿のままだ。そのことに、はっ、とヒツジが気付くと、みるみる顔を赤く染め、胸を隠すように両腕を交差させその場にしゃがみ込んだ。


    「わわわわっ。……せ、先輩のえっち……なにじっと見てるんですか！」


    「……ごめん、そんな反応されても。お前の未発達な体になんて、ちっとも興奮しないから」


    「う、うるさいですっ。これでも女の子ですよっ、もっと気を使ってください！　もうあっち向いてください！　それから着替え！　はーやーく！」


    「うるさいのはそっちの方だろ。あー、わかったよ。メンドクさいな」


    　甲かん高だかい非難の声に頭を痛めながら、メロウはヒツジに背を向けた。


    （ちっ、やっぱり一人っきりソロプレイの方が楽だったか……？）


    　と内心ぼやきつつも、メロウはヒツジの着替えを取りに小走りで駆け出した。


    



    　ザイトシティ──そこは夜ごと、人狼ビーストが跋ばつ扈こする罪の都。悲劇の苗なえ床どこ。


    　そしてこの夜。この時。月光の下。


    　少年と少女は手を取り合い──ザイトシティの運命すらも動かすゲームが始まった。

  


  
    



    



    　　　二章　金狼は最強を冠し不敵に笑う


    



    



    　東ザイトの中心部に存在する、上流階級家庭の子息子女ばかりが集つどう小中高一貫の私立校、ユリウス学園中等部──の、昼休み。


    　女子生徒二人による日常会話。


    「昨日さ、うちの親おや父じがさぁ。グロック？　っていうの？　拳けん銃じゆう買ってきてて。人狼ビーストが家に上がり込んできたらこれで相手してやるんだ、とかビール飲みながら言ってんの。マジウケない？　メタボ親父じゃ無理だっての」


    「あはっ、ウケんね。でもさ、アヤのとこってこの間も新しいホームセキュリティー設置してなかった？　なんか力入れてんね」


    「あぁ、あれ？　夜七時になると防人狼アンチビーストシャッターが扉とびらと全部の窓に下りてくるやつね。おかげで風通し悪くてあっちいんだよね……でもさ、去年、二軒隣の家で人狼ビーストに一家惨ざん殺さつされてるからさ。怖いじゃん、やっぱ」


    「でもさぁ、市長が宣言しちゃってたじゃん。『私たち人間は人狼ビーストを前にしてあまりに無力な存在だ』って。人狼ビーストが本気出せばさ、セキュリティも拳銃も意味ないよ。結局、私たちは人狼ビーストの気まぐれで殺されて、こーやって生きてるのもきっと奇跡なんじゃん？」


    　悲観というよりは諦あきらめたように漏もらし、女子生徒たちは、昨日見たテレビの話題へと移っていく。


    　人狼ビーストという名の凶暴な怪物が、ザイトシティの住民に牙きばを剝むいてから、三年め。日本犯罪史を軽々と覆くつがえす猟りよう奇き犯罪の数々が、人狼ビーストの手によって行おこなわれてきた。


    　窃せつ盗とう、強盗、誘ゆう拐かい、暴行、テロ、薬物流通──そして最も多いのが無差別殺人。


    　政府は人狼ビーストを『天災』──つまりは人の手に負えない、未み曾ぞ有うの災害と認定していた。


    　人狼ビーストは昼間は静かにねぐらに籠こもり、夜の気配を感じると凶暴な本性を取り戻す。


    　一晩で多い日には三〇名以上、年間でいえば五千人にも及ぶ市民が、人狼ビーストの犠ぎ牲せいになっている。


    　ザイトシティの市民は当然、他ほかのシティへの引っ越しを望んでいるのだが、しかし政府はそれを認めなかった。


    　人狼ビースト化した理由が特定できない現状において、ザイトの市民全員に未いまだに人狼ビースト化する可能性が残されている、というのが政府の言い分だ。要するに移り住んだ先で人狼ビースト化されたら被害が拡大するので誰も街から出さない、という話だ。


    　政府の判断によりザイトシティの市民は街へと閉じ込められた。その代だい償しようとして発展したのが、防人狼アンチビースト対策の数々だ。


    　例えば、市の条約によって、ザイトシティ内に限り、人狼ビーストへの防衛の為ために、成人すれば拳けん銃じゆうの所持が認められることとなった。デパートには今や一般人でも使いやすい拳銃が並べられている。拳銃程度で人狼ビーストを撃退できるわけではないが、威い嚇かくくらいには使えるので、もしもの時の為に所持している人は多い。


    　それだけではなく、人狼ビーストが活動を開始する夜には、殆ほとんどの家々には防人狼アンチビースト用の頑がん強きようなシャッターが下り、敷地内への侵入を防いでいる。熱感知システムや高圧電流によるトラップなども珍しくはない。高度な人狼ビースト用セキュリティーに市民は惜おしみなく金を投じている。


    　夜になれば血を求める怪物が闊かつ歩ぽする。そんな街に閉じ込められた人々は、身を守り、やり


    過ごす術すべだけを頼りに、背せ筋すじを震わせ、悲観と諦あきらめが入り交じる日々を過ごしていた。


    



    　　　　　◆


    



    「退屈だ……」


    　はぁ、とメロウは教室の自分の机に片肘ひじをついて、誰に言うわけでもなく呟つぶやいた。


    　ユリウス学園中等部、二年三組の教室でのことだ。


    　隣では二人の女子が向かい合って、昨日のテレビの話題で盛り上がっている。


    　今は昼休みの最中。重度のゲーム中毒者ジヤンキーであるメロウは、昼休みともなれば、クラスの誰とも交流することなく、携帯ゲームに没頭するのが習慣となっていた。たった今も、手元ではプレイヤーがハンターとなって大型モンスターを狩る、という最近人気のゲームを進めていたのだが──難易度最上級のモンスターをあっさりソロプレイで倒しきった直後、思わず出た言葉が、退屈、の二文字だった。


    　ゲーム機の電源を切り、メロウはそのままくてん、と机にうつぶせになる。するとすかさず前の席の茶髪に上着だけジャージを着た同級生の男子生徒が振り向いてきた。


    「あにゃー？　姫ひめちゃん。ゲーム止やめちゃうアルカ？　珍しいネ。まだ休み時間残てるアルヨ？」


    　妙にカタコトな言葉を使う同級生、ジャージ君（メロウ命名）は、にやにやと軽薄そうな表情でメロウに話しかけてくる。それに対しメロウは。


    「黙れよ、こっち向くな。話しかけんな鬱うつ陶とうしい」


    　非常にシビアな態度だった。


    　それでもジャージ君はそれがメロウのいつもの態度だと知っているのでまったく怯ひるまない。


    「ははん。さてはあれアルネ。ゲームよりも夢中になることができちゃったネ？　だからゲームつまんなくなっちゃったデショ？」


    「だっ……」


    　二度目の黙れ、を言おうとしたけれど、メロウは言葉を飲み込み、代わりにむすっとしてジャージ君から目線を逸そらした。


    　なぜならジャージ君の言葉はあまりにも図ず星ぼしだったからだ。


    　今やメロウはゲーム世界でモンスターを狩るよりももっとスリリングな、現実リアルでの人狼ビースト狩りゲームに夢中なのだ。


    　人狼ビースト狩りゲーム、そして、王子様探しゲーム。現在、メロウは現実においてこの二つのゲームのクリアに心しん血けつを注いでいる。ゲーム感覚、とあなどるなかれ。ゲームを心の支えとしてきたメロウにとって、ゲームクリアこそ生きる目的。命を懸かけるに値あたいする目標だ。


    　そんなメロウがヒツジをパートナーにし、人狼ビースト狩りを始めてから二週間が過ぎていた。その間、狩った人狼ビーストの数はすでに一〇匹に及ぶ。順調なスタートと言えるだろう。


    　そろそろ、メロウとヒツジの存在が、人狼ビーストの世界に広まってもいい頃だ。人狼ビースト狩りの名が広まれば、同族想おもいの人狼ビーストたちが敵を討ちにメロウたちの元に集まってくる。獲え物ものが自分からしっぽを振って命を差し出しにきてくれるというわけだ。


    「……それに比べて、なんて退屈な日常。……あぁ、そうだ。狩りゲーなんてやるからだ。先週発売の牧場経営ゲームにすれば……」


    「姫ひめちゃんぶつぶつ怖いヨー。そんなやる気ない顔でゲームしてたら、ユリウス一のゲーム中毒者ジヤンキー、遊ゆう戯ぎ姫ひめの名が廃すたるアルヨ？」


    「なんだよその二つ名は！　初めて聞いたぞ。ってか、姫ちゃんって呼び方もやめろ。女子じゃないんだし……」


    「いいじゃんかネ。姫ちゃん、そこいらの女子より断然可愛かわいい顔してるネ。それに、姫ちゃんも遊戯姫も中等部全域で浸透しちゃってるあだ名アルヨ。今さら、嫌だって言っても遅いネ」


    「マジか……最悪だ。お前ら、悪趣味にも程ほどがあるぞ……」


    　本気で凹へこむメロウのつむじを見下ろしながら、ジャージ君はにやついていた顔を引き締め、ちょっとだけ真剣な表情を浮かべる。


    「いや、でもマジな話ナ。姫ちゃんがゲーム機手放すとか異常事態アル。なんか悩みがあるなら言うヨロシ。お兄さんが聞いちゃるネ」


    「余計なお世話なんだよ。お前には関係ないだろ」


    「いやぁ、なかなかデレない子アルネ。人間不信の捨て猫デスかって感じでアルヨ」


    　なんて言うジャージ君の言葉を無視して、メロウは携帯ゲーム機のスイッチをオンにした。メロウはゲームのロード画面に目を落としつつ、ゲーム画面を覗のぞき込んでくるジャージ君を意識した。


    （こいつとは……いや、のほほんと日常生活送ってる中学生どもこいつらと、僕は住んでる世界が違うんだ。ぬるい日常に生きてる退屈な奴やつらとなんか馴なれ合うつもりなんてない！）


    　それが、メロウの学校生活におけるスタンスだった。テレビ番組や好きな異性の話にきゃーきゃー騒いで、家に帰れば家族揃そろって温かな夕食。命を懸かけるなんてこと一度だってせずに柔らかな布ふ団とんの中で明日を楽しみに夢を見る。そんなクラスメイトたちと自分とを同等の存在だと認めたくはなかった。だから、ジャージ君のように喋しやべりかけてくれば一応、反応はするけれど、基本的にメロウからクラスメイトに話しかけることは皆かい無むだった。


    （日常は退屈だ。だから僕は、現実リアルをゲームに作り替えることにしたんだ）


    　スタートボタンを押す指に、メロウは思わず力を込める。するとその時。


    「おっ、見ルヨー、姫ひめちゃん。もう一人のお姫様が通ってくアル」


    　やっとゲームを始められたというのに、ジャージ君がいきなり肩を叩たたいてきて、メロウは苛いら立だちをおもいっきり表情に出して顔を上げた。


    「あん？　お姫様がなんだって？」


    「ほら、廊下ネ。今日も下僕ペツトを引き連れ散歩アルネ」


    　ジャージ君が指差した方、扉とびらに付けられたガラス窓越しに見える廊下には、一〇人以上もの男子生徒に囲まれて歩く一人の女子生徒の姿が見えた。


    　先頭の女子生徒は、一目見ただけではっ、と息を呑のむような美少女だった。染めているのかそれとも地なのか、白みがかった金髪を頭の左右で結んだツインテール。背はすらりと高く、当然メロウよりも高身長。吊つり上がった大きな目がややキツめの印象を与えるものの、その顔立ちはアイドルのように整っていておまけにスタイルも抜群、という非の打ち所のない容姿をしている。
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    　男子軍団を引き連れた美少女は、うっすらと笑みを浮かべつつも、つんと澄すました態度で廊下の真ん中を堂々と歩いて行く。まるで学園の支配者であるかのようだ。美少女の姿はガラス窓からではあっという間に見えなくなった。


    「くぅ、今日もお美しいネ！　さすがカガミ様！」


    　ジャージ君は名な残ごり惜しそうにガラス窓を眺めつつ、なぜだか敬礼のポーズを取っている。


    「何がカガミ様だよ。あいつ僕らと同じ学年だろ」


    「だけどネ。静しず森もりカガミっていったら、二年生にしてすでに中等部のアイドル。身長一五八センチ、体重四二キロ。しかも中学生なのに推定Ｅカップなんていうとんでもない兵器まで搭とう載さいしてるアルヨ。おまけに成績優秀、運動神経抜群。ありゃ、誰だって特別扱いして、少しでもお近づきになりたいと思うネ。そりゃ俺だって下僕ペツト軍団は嫌だけど」


    「やけに詳しいじゃねぇか。……下僕ペツト軍団って、あのぞろぞろ後付いてた連中のこと？　はっ、あんなんで悦えつに入いってるとかバカみたいだな」


    「姫ひめちゃん、ちょいと口慎つつしむアルヨ。カガミ様に心しん酔すいしてる生徒はこのクラスにもいるアル。滅めつ多たなこと言うと、目、付けられちゃうネ！」


    「ふぅん、そんなことになってんだ……ま、心酔してる連中がいるなら、嫌ってる連中も多そうだけど……」


    　廊下を見ていたのはなにもメロウとジャージ君だけでなく、クラスにいた生徒の殆ほとんどが、うっとりとした視線を送っていたが、なかには棘とげのある視線をカガミに向けている者もいた。主にそれは女子で、視線の意味を翻ほん訳やくするなら「ちょっとくらい可愛かわいいからって、ちやほやされちゃってむかつく！」という感じだ。


    「そういや、女子の友達と仲良くしてるとこ見たことないネ。可愛いってのは大変アルネー。いやー、それにしても可愛かったネ」


    　ジャージ君はカガミの姿で思い出したのか、でへっ、と嫌らしい笑いを漏もらした。


    「静森カガミねぇ……退屈そうな奴やつ。僕はちっとも魅力的に感じないけどな」


    「じゃあさ。姫ちゃんの好みのタイプってどんなんアルカ？」


    「第一条件として、二次元以外は認めねぇ──」


    　キメ顔と共に、漢おとこらしく言い切るメロウ。


    「どんびきアル」


    　顔は可愛いけど、発言がイタくてキモい。それがクラスのメロウに対する評価だった。


    



    　　　　　◆


    



    　学園中にチャイムが鳴り響き、下校時刻を迎えると、メロウは鞄かばんを手に取りさっさと教室を後にした。


    　部活にも入らず、放課後につるむ友達もいないメロウにとって、授業が終わってしまえば学園なんて無意味な場所となってしまう。


    　メロウは生徒たちが行き交う廊下を、人込みをかき分け歩いて行く。


    （そういや、昨日またうっかりゲーム機壊しちゃったんだよな。興奮して電撃のうりよくだしちゃって……。仕方ないから買いに行くか）


    　買い物といえば、南ザイトの商業街が定番だ。学園から市電で五駅も行けば、南ザイトへ到着する。南ザイトの一角にはゲームやパソコン関連の専門店が建ち並ぶ電気街があるから、そこに寄っていこう。


    　と、下校後の計画をまとめながら、メロウは外そと履ばき用の靴くつをしまっているロッカーの近くまでやってきた。


    　すると、二年生全員分のロッカーが立ち並ぶ玄関フロアの、丁ちよう度どメロウの分が設置されている場所の前に、見覚えのある人物が立っていた。


    （こいつ……昼間の）


    　昼間に見たばかりなので、メロウもはっきりと覚えていた。


    　白みがかった金髪をツインテールにした派手な髪型、そして後ろ姿すらほれぼれするすらりとしたスタイル。


    　メロウがその人物の背後に一メートルくらい距離をあけた所で思わず立ち止まると、気配でもしたのか、向こうから振り返ってきた。


    「うん……？」


    　メロウのロッカーの前に立っていた人物──静しず森もりカガミは、廊下で見た時と同じ、つん、と澄ました表情を浮かべ、メロウの姿を上から下までじろりと見た後、視線を移した。


    　目の前のロッカーのネームタグには『姫ひめ草くさ』と記されている。


    「ふぅん……君か。写真で見るより童顔ね」


    「ん……？　なんの話？」


    「なんでもないわ。こっちの話よ。別に今日は君に用があるってわけでもないから」


    「……？　意味不明な奴やつ。なぁ、用がないならどいてくれ。そこにいられちゃ、靴が取り出せないだろ」


    「あっそう。……なんだか生意気な態度ね。チビのくせに」


    「あん？　今なんて？」


    　ぴくっ、とメロウのこめかみに血管の筋すじが浮かぶ。思春期まっただ中の男子中学生にチビって単語はわりかしタブーだ。毎朝牛乳三杯、欠かさず飲んでるのに成果が出ないメロウなんかには特に。


    　頭に来たメロウは鞄かばんの取っ手を握る手にぎゅっ、と力を込めた。その際、ばちばちっ、と拳こぶしから電撃の火花が散る。


    「ちょっと、なに、今の？」


    　目ざとく火花に気付いたカガミだったが、次の瞬間。


    「おおっ、カガミ様こんなところにおいででしたか！」


    「教室にはせ参じましたところ、お姿が見当たりませんでしたので心配しておりました！」


    「ささっ、鞄かばんをお持ちいたします！」


    　どどっ、と例の下僕ペツト軍団がカガミの周りを囲み、あっと言う間にメロウから離れていく。


    「おいっ、一言謝れよ！　静しず森もり！」


    　と、呼び止めてみたもののメロウの声はカガミに届くことはなく、その代わりに取り巻きの下僕ペツト軍団の一人が、カガミに向けているのとは正反対の険しい表情でメロウの元へと寄ってきた。


    「お前、気安くカガミ様の名を呼び捨てにするな！　まったく、なんて礼儀をわきまえない奴やつだ！　大目に見てやるのも一度だけだぞ。ほらっ、さっさと去れ！」


    　しっしっ、と野良犬でも追っぱらうかのようにメロウを払いのける下僕ペツト軍団構成員。けれど、メロウは食い下がる。


    「用があんのはお前じゃないっ。そこの吊つり目のファッキン金髪女に謝って……って、えーと？　なんだろ、気のせいか増えてない？」


    　気のせいなんかじゃなく、メロウを取り囲む下僕ペツト軍団構成員は明らかに増えていた。具体的には一〇人ほどに。しかもどこから取り出したのか、バットや木ぼく刀とうのオプション付きだ。


    　カガミ様を貶けなす者、ちょいと屋上まで面つら貸せや。それが彼らの総意だった。


    「ひぃぃぃぃ！」


    　メロウはロッカーから急いで靴くつを取り出し、全力ダッシュで下僕ペツト軍団から逃走を図る。


    「ゴルァァァァァッ、待てっつってんだろがぁぁぁぁっ！」


    　背後からほんとに知的生物？　って疑いたくなる怒号が聞こえてくる中、メロウは目に一杯涙を浮かべて校門を走り抜けた。


    　人狼ビースト殺しを宿す少年といえど、人間相手じゃこんなもの。ぶっちゃけ、小学生と喧けん嘩かしても負ける自信がある。体力測定最下位常連のチビっこ少年は、全速力で校門を駆け抜けたのだった。


    



    　　　　　◆


    



    「だいたい、チビじゃないんだよな。まだ成長期迎えてないだけで……」


    　下僕ペツト軍団を何とか振り切った後、コンビニで買ったパックの牛乳をちるちる吸いながら、メロウは市電を降りて南ザイトの電気街へと到着した。


    　さてここで、ザイトシティの詳しい地理の補足を。


    　ザイトシティは、人口一九〇万人、面積はおおよそ首都・東京の約半分という日本屈指の経済発展都市で、東西南北四つのエリアに一三区の街区を設け成立している。


    　四つのエリアにはそれぞれ特色があり、北ザイトは銀行や商社が建ち並ぶ金融街、南ザイトは商店、専門店、大手デパートまで揃そろっている大型商業街、西ザイトは大小様々な工場が建ち並ぶ工場地帯。そして東ザイトは市役所や裁判所、それに学校施設が集中している行政と文化の街。


    　さらに、ザイトシティの中央には北と南のエリアを分断する形で大きな川が通っており、川の水が、水質の関係で紅べに褐かつ色しよくをしている為ため、紅こう茶ちや川がわと呼ばれている。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。


    （さてと、ゲームショップ寄るついでに新作をチェックして。あれ、今週なんか発売してたっけか。そうだ、どーせならゲーセン寄って、憂うさ晴らしでもするかな）


    　メロウが歩いているのは、駅から真まっ直すぐに四車線道路が延びている大通り。そこはゲームショップにゲーセンに、マニア向けのレトロゲー専門店、なんてものまで建ち並ぶ電気街の表玄関。メロウにとって聖地と言っていい。


    　目移りするような魅力的な店が建ち並ぶこの街に来れば、放課後のひと時なんてあっという間に過ぎてしまう。ざっと二時間近く聖地を堪たん能のうし、満足度一二〇パーセントの笑みと戦利品の入った紙袋を両手に提さげ、メロウは駅前通りに帰ってきた。


    （やべ、時間かかりすぎ……暗くなっちゃった……）


    　見上げれば、オレンジ色に染まっていた夕方の空が、いつの間にか月が昇る夜空へと変わっていた。


    　夜──それは人狼ビーストが動き出す時間。


    　日の光を浴びると灰になり、月の光を浴びて怪物に変身する。そんな特徴を人狼ビーストが有しているわけではない。しかし、人狼ビーストは決まって夜を好み、凶暴な本性をさらけ出す。


    　ヒツジ曰いわく、人狼ビーストは日が沈むと同時に、徐々に気分が興奮状態へと変化し、活動的、あるいは暴力的になるそうだ。さらにその身に備わる超能力も大幅に威力を増す。


    「脳みそが、ぎゅるんぎゅるん興奮アツパーするのですっ」


    　とはヒツジの談。


    　ザイト市民にとって、夜は人狼ビーストが現れる危険な時間帯、というのはもはや常識になっている。逆に言えば、人狼ビーストといえど、昼間は理性もそれなりにあり、姿以外は人と変わりがないということだ。大抵の人狼ビーストは極度に力が弱まる昼間は眠っているか、ねぐらに籠こもっている。けれどまれに昼間でも外を出歩く場合もある。夜に比べて凶暴性も戦闘能力も低いのであまり注目はされないだけだ。


    　ヒツジもメロウに合わせ、日が出ていても夕方頃になると眠りから目覚めることはできる。


    （だから夜は人狼ビースト狩りに最適な時間でもあるんだけどね。活発に動いてくれれば見つけやすいし……と、そんなこと今はどうでもいいや）


    　メロウは歩道の脇わきに寄って、ポケットから携帯を取り出した。


    （六時半か……危ね、終電逃のがすとこだった）


    　ザイトシティの終電は早い。人狼ビーストが徘はい徊かいする夜に外を出歩く人もいないので、夜の七時を過ぎれば交通機関は営業を終了する。


    　そして七時丁ちよう度どの時刻には、街中に人狼ビースト警報という名のサイレンが響き渡る。それを合図に、店も民家もみな、防人狼用アンチビーストシャッターを下ろし始める。


    　ザイトシティの市民は、夜の時間を完全に人狼ビーストへと譲ってしまっているのだ。


    　携帯電話で市電の終電時刻を検索していると、メロウはふと、視線を感じて顔を上げた。


    （ん……？）


    　視界に映ったのは、真正面から歩いてくる、電気街には異質な風ふう貌ぼうの少年。


    　一八〇センチはありそうな高身長。短くも長くもない金髪をさらりと横に流した髪型。流線型を描く赤いレンズのサングラスをしているから正確には判断できないものの、年は一六、七歳くらいだろうか。そして素肌の上に直じかに羽は織おった革のライダースジャケット。首からは親指ほどの大きさの牙きばを模したシルバーアクセサリーをじゃらりとぶら下げ、それだけではなく、手首や指にも沢たく山さんのシルバーアクセサリーをつけていた。


    　そして右手には、開いた本。左手にクレープを持っていた。


    　電気街には似合わないアナーキーな姿、それに本とクレープがちぐはぐな印象を与えている。


    　青年はメロウの目の前で立ち止まると、クレープをばくばく勢いよく口へと運び、三口くらいで食べきってしまった。


    「あれだよなぁ、トッピング全部載のせ注文したんだけどよぉ。やっぱ駄目だわ。味、殺し合っちゃってて。いつものストロベリーチョコにしときゃよかった」


    　そう言って、ぺろり、と指についたクリームを舐なめる青年。今の言葉は恐らく目の前のメロウに向けて言ったのだろうが、メロウは青年に見覚えもないし、話しかけられる道理もない。


    　故ゆえに。


    「…………？」


    　メロウは警戒の籠こもった視線を青年へと向けた。


    「……あれぇ？　もしかして俺の面つらにも辿たどり着いてなかったってか？　ギャハハハハ。しっかりしろよな、挑戦者チヤレンジヤー！」


    　青年はメロウを見て、にかっ、と口を裂いて笑い──その瞬間、メロウの全身に、ビビッ、と電流が走った。猛獣を前にしたかのような、危機感。


    「誰だ……？　僕になんか用かよ？」


    「用があんのはそっちじゃねぇの？　俺のこと嗅かぎ回ってたって聞いたぜ？　だからちょろっと喧けん嘩か買いに来てやったぜ。このツヴァイ様がよ」


    　ツヴァイと名乗った青年は、ぱたん、と右手の本を閉じた。


    　その瞬間、本は灰となり、風に吹かれて消えていく。


    「な、んで……？」


    　メロウの顔から、さぁ、と血の気が失うせていく。


    　それもそのはず、ツヴァイという名に聞き覚えがあったからだ。それも最悪な方面で。


    　メロウがここ二週間にわたって標的としていた人狼。それこそがツヴァイだ。しかし、二週間経たった今でも、居場所どころか、顔写真すら手に入っていない。


    （知ってるのは凄すさまじく凶悪な人狼ビーストってことと、その能力くらい……にしても、偶然ばったり出会ったわけじゃないよな。なら、どういうことだ？）


    　メロウが知る限り、ツヴァイは最強最悪と呼ばれる人狼ビーストで、そして謎なぞに包まれた存在でもある。


    　だから、目の前にツヴァイを名乗る人物が現れても、にわかには信じられなかった。


    「だって、人狼ビーストって姿してないし。しかも日没してすぐに出歩いてるのも変だ……」


    　疑いに満ちたメロウの視線を浴びて、ツヴァイは周囲の目など気にせずに、大口を裂いて哄こう笑しようした。


    「ギャハハハハ──！　なに疑ってるか知らねぇが、俺を普通の人狼ビーストと一緒にすんじゃねぇよ！　獣けもの耳だかしっぽだか生はやしてる連中と違って、俺は特別でな。昼だろうが夜だろうが頭ん中は興奮しっぱなし、凶暴じゃねぇ時がねぇのさ！　──と、そんなことはどうだっていいか。そんじゃ、始めようぜ」
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    　やたらとハイテンションかつ大声でまくしたてた後、ツヴァイはジャケットの内側から一冊の本を取り出した。


    　あらかじめメロウが入手していた数少ない情報によれば、ツヴァイが手にしている本こそ、ツヴァイの能力の本体。


    　──能力名『悪魔の読者ビブロス』。手にした本に出てくる主人公と同等の力を得られる能力。ただし、一度能力を引き出した本は使用後には灰となり二度と効果を発揮しない。


    　幻想フアンタジーを極めたかのような力。人狼ビーストの中でも、特異であり万能。


    「一応聞くけどさ……あんた本物、なのか？　それともツヴァイ名乗ってるだけの偽にせ物ものだったら、早いとこ白状しろよな？」


    「はっ、俺みてぇなクソかっこいい奴やつがそう何人もいるかよ。本物に決まってんだろが！　信じないってんなら、いいぜ。自己紹介代わりに見せてやんよ」


    　さっき取り出した一冊の本を右手に握り、ツヴァイは大きく目を見開いた。途端、攻撃されると警戒したメロウだったが、予想は外れる。


    「あれじゃん？　やっぱテンション上がるのって、炎じゃね？」


    　その言葉と共に、ツヴァイの手から赤い閃せん光こうが走った。


    　その一瞬後、ごぉっ、と凄すさまじい炎に包まれたのは、ツヴァイの斜め後ろに立っていた大型電気店だった。


    　八階建ての巨大ビル全体が炎に包まれ、一瞬にして燃え盛る活火山のような風景と化す。夜が訪れたばかりの電気街が紅ぐ蓮れんの炎に照らされる。


    　当然、巨大ビルの中にはまだ買い物客もいただろうが、炎はビル全域を丸々包んでいて到とう底てい脱出できそうにない。


    　メロウは攻撃の規模の大きさに、戦せん慄りつする。


    「……！　なっ……!?　ちょっ、け、消せって。すぐに！」


    「無理無理。だってこの本の主人公、燃やすの得意ってだけだからさ。別にいいだろ、こんだけビル沢たく山さんあんだから、一つくらいなくなったって」


    　メロウはツヴァイの右手に目をやる。右手に持たれた本のタイトルに目をやると、辛かろうじて『北欧の神話・伝説』という文字が読み取れた。どうやらツヴァイは北欧神話の神様になりきって、ビルを炎で呑のみ込んだようだ。


    「何してんだよ、いきなり！　こんな騒ぎにしたら、警察だってすっ飛んでくるぞ！」


    「だからどうしたよ？　警察が来たからって俺を止められるとでも思ってんのか？　ギャハハハハ──！」


    　攻撃は唐とう突とつ、笑いながら無む造ぞう作さに、ツヴァイは左手の拳こぶしを突き出した。


    　プロボクサーのパンチを遙はるかに凌しのぐ、時速三〇〇キロ以上の超速ストレート。当然、メロウでは反応すらできない。巨大な杭打ち機パイルバンカーに貫つらぬかれたかのような衝撃が胸に走り、攻撃されたのだと認識した時には、一〇メートル以上後方へと吹っ飛ばされていた。目にも止まらない、結果だけがダメージとして残る、桁けた違いの実力差を痛感させる一撃だった。


    「……っ、ぁがっ！」


    　びきびきっ、と肋ろつ骨こつが軋きしみ、呻うめき声が漏もれる。メロウの制服が、ダンプカーが突っ込んでも平気なショック吸収素材でできていなければ、今頃、胸に穴が穿あいたかもしれない。


    　木の葉みたいに軽々しく飛ばされたメロウの視界には、片腕を突き出しているツヴァイの姿が映っていた。ツヴァイは突き出した手を見つめながら、片手でぽりぽりと頭を搔かいている。


    「ギャハハハハ、力抜きすぎちまったか!?」


    （笑いごとじゃないっ──やばいって。本物なら僕なんかマジで瞬殺もんだろ!!）


    　空中に投げ出されていたのはわずか三秒程度。その間にメロウの脳裏にはツヴァイの伝説が過よぎっていた。


    　ツヴァイ──人狼ビーストの世界で頂点に君臨する孤こ高こうの王者。


    　三年前、人狼ビーストが誕生したばかりの頃。ザイトシティの裏社会は、七人の強大な力を持った人ビー狼ストと、その人狼ビーストが統率している七つの巨大な群れによって支配されていた。群れの長おさである七人の人狼ビーストはそれぞれ王の名を名乗り、ザイトシティを七つの縄張りに分けて統治した。その時期のことは、七しち王おう統治の時代と呼ばれているが、彼らの時代はわずか三か月しか保もたなかった。


    　ツヴァイが、七王統治の時代に終しゆう焉えんをもたらしたからだ。ツヴァイはたった一人で、当時最強と目されていた七王全すべてを相手取り、圧倒的な力の差を見せつけ葬り去ってしまったのだ。当然、七王の群れに属していた人狼ビーストたちも王の仇あだ討うちのため、ツヴァイに挑戦したが、悉ことごとく返り討ちにあっている。


    　しかもツヴァイには群れの長ちようになり人狼ビーストを率いる、といった目的もなく、強い奴やつを倒したかった、という単純な理由だけで安定しかけていた人狼ビーストの社会を根こそぎ破壊してしまった。ツヴァイがなにもしなければ、人狼ビーストは今よりももっと繁栄していたとさえ言われている。


    　その一件以来、ツヴァイは最強の人狼ビーストの名と共に、人狼ビーストに厄やく災さいをもたらす者として、同族からも敵視されるようになった。


    （ようするにデタラメに強くて、デタラメに馬ば鹿かな奴なんだろうな！　こうやってのこのこ現れるとこ見てもさ！）


    　そして、最強の人狼ビーストだからこそ、メロウには倒す理由があった。


    （二番ツヴアイ、なんて名乗ってるけど、こいつは間違いなく人狼最強ナンバーワン！　こいつを倒せば、人狼ビーストの世界に名が売れる！　僕を狙ねらう人狼ビーストが増えれば、獲え物ものが向こうからやってきてくれるはずっ！）


    　メロウは、ぐっと胸から背中に抜けていく痛みを堪こらえ、ごろごろっ、とコンクリートの歩道に転がるように受け身を取って着地した。胸にじんと痛みは残るものの、高性能な学生服のおかげで無傷で済んでいた。


    　呼吸を整え、メロウはツヴァイと一〇メートルほど距離を取りながら向かい合った。ツヴァイは平然と立ち上がったメロウを見て首を傾かしげている。


    「あっれぇ。意外と頑丈みてーじゃん。普通なら今のでいけると思ったんだけどなぁ」


    「悪いけどてめぇらみたいな化け物相手に、普通でいてやる義理はないんだよ……にしても、襲ってくるなら場所と時間をわきまえろ。こんなとこで勝手に始めるな」


    　巨大ビルが炎上したせいで、メロウたちの周囲にいた群衆は、わっ、と蜘く蛛もの子を散らすように逃げ惑まどっていた。


    　火事場を見ようなんていう野や次じ馬うま根性を持つ人間なんて、ザイトシティには存在しない。そんなことしていれば、人狼ビーストの餌え食じきになるからだ。


    　人狼ビーストの出現に、駅前大通りに人狼ビースト警報のサイレンが鳴り響く。


    　サイレンと連動して駅前の建物は次々とシャッターが下り、人々は緊急避難用の地下道へと逃げていく。その地下道の入り口も、すぐにシャッターが閉まり、安全なシェルターが完成する。


    　駅前大通りは、あっという間にメロウとツヴァイ、二人っきりの空間となった。


    「おぉ、うまいこと人払いできてラッキー。俺さ、人込み苦手なんだよねぇ。うぜぇからすぐ殺したくなんだよなぁ──っつーわけで、さくっと始めようじゃん。殺し合い！」


    　言ってる割りには、拳こぶしも握らず、だらんと両手を下ろしてリラックスポーズを取っているツヴァイに向かって、メロウはふんっ、と鼻を鳴らした。


    「いいね、心地いいよ最高に！　これが僕の求めてたスリルってやつだ。いきなりラスボス級にレベルぶっ飛んでる奴やつが目の前に現れるとかさ。なにこの絶望感──やっぱ人生ゲームはこうじゃなくちゃな、退屈しなくて済みそうだ！」


    「ラスボスにゲームか、ガキはいいよな。何でもかんでも楽しそうでよ。でも、ラスボスレベルってのなら当たってるぜ。他人に値踏みされてるみてーで気に入らねぇが。『観測機構ライブラ』が測った俺のＢ．Ｌｖ．ビーストレベルは１２０。この数字の意味、ガキにわかるか？」


    「あぁ、わかってるさ。一国を相手に個人で戦争できる程ほどの戦力をお前は有してるってことだろ？」


    　言いながらメロウの頰ほおが、わずかにひくついた。言葉にしてみると、やはり相手の戦力が途方もなく感じる。


    　Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベルとは、人狼ビーストの強さを数値にして表わしたものだ。


    　数値を決めているのは、人狼ビースト情報集団『観測機構ライブラ』。彼らは、所属する群れの規模、個人の持つ能力、戦果などから、人狼ビーストの強さをＢ．Ｌｖ．ビーストレベルに換算している。Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベルが高い程、人狼ビーストとしての実力が上だ。Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベルの数値は概おおむね正確とされている。人狼ビーストの群れ同士の縄張り争いの際にも、相手のＢ．Ｌｖ．ビーストレベル情報は重宝されているほどだ。そして『観測機構ライブラ』も情報を売ることで、利益を得るという仕組みだ。


    （……だいたいＢ．Ｌｖ．ビーストレベル15前後の戦力が戦車一台と同等、ヒツジで１００前後って話だから、１２０っていったら核ミサイル持ってても勝てなくね？）


    　そして、メロウの戦力はただの中学生並み。Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベル０．００１くらいだろうか。小数点以下のレベルなんかないけれど。


    「でも、どんな相手だろうと僕は勝つけどね。人狼ビーストを皆殺しにするのがクリア目的だし、僕の生き甲が斐いなんでな！　Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベル１２０！　お前の命は僕が狩る！」


    　ばちばちっ、とメロウの右手から電撃が走る。ツヴァイがどれほど強くても、人狼ビーストである限り、メロウに触れられれば即死する。


    　一瞬の隙すきをついて一撃を入れられれば、メロウの勝ちだ。


    「ぐだぐだ話してる時間ももったいないっ。さぁ──拝おがませてやるよ、僕の切り札ジヨーカーを」


    　言いながらメロウは拳こぶしを握り真正面からツヴァイへと駆け込んだ。その拳に宿る電撃の意味をツヴァイは知らない。


    　けれど、人狼ビーストの本能が危険を察知してはいるはずだった。


    「妙な力がありそうだが、そんなんで俺を仕留められんのか？　なんせ俺は人狼ビーストを超えた存在。完璧パーフエクトで超絶スペシヤルな──最強の暴君バツドブラツドだからな！　ギャハハハハ！」


    「言ってろよ、馬ば鹿かが！」


    　メロウは身をかがめ、握った拳に意識を集中し、真正面からツヴァイの元へと飛び込んでいく。一〇メートルという間合いを三秒ほどで駆け抜け、メロウはツヴァイの鳩みぞ尾おちに向かって拳を突き上げた。


    「ふぁぁぁっ！」


    　気合いというよりも、情けない声を上げての攻撃。これでもメロウは一生懸命だ。


    　けれど、その動きに俊敏さはない。小柄で運動も得意ではない中学生がいくら頑張ったところで、ツヴァイから見れば止まっているかのような動きだ。


    　メロウ自身、それは自覚している。だけどあえてここは、相手の攻撃を誘うため、わざと突っ込んでいく。


    （少しでも触れれば僕の勝ち……来い、ツヴァイ！）


    　もしツヴァイが全力で攻撃してくれば、メロウの制服の防御力をもってしても、骨の一、二本は折れるかもしれない。しかし、その代償を払えば、接近しているツヴァイに確実に触れることができる。それが、狙ねらいだった。


    「ふぅん、お前に触れたらゲームオーバーなわけか……なんだ、つまんねぇ力」


    　メロウが振り上げた拳を身を捻ひねって軽く避けると、ツヴァイはメロウに攻撃を入れることもなくそのまま後方へと飛び退のいた。瞬まばたき一つしている間に五メートル以上も飛ぶなんて、メロウの目にはツヴァイが瞬間移動でもしているかのように見える。


    　どうやっても補えない身体能力の差。これこそ、メロウが人狼ビーストに対し最強の力を持っているけれど、一人では人狼ビーストと戦えない理由だ。


    「しかも、こっちの狙ねらいもバレてるし……」


    　深追いせず、メロウは拳こぶしを振り抜いて崩れそうになった体勢を立て直す。ツヴァイは、うーん、と背伸びをして体をほぐしていた。準備運動にもならないぜ、とアピールしているらしい。


    「あんな見え見えの誘い、誰が乗るかよ。っていうか珍しいガキんちょ挑戦者チヤレンジヤーが俺のこと探ってるって聞いたから、わざわざ会いにきてやったのによ。なにその動き？　トーシロにも程ほどがある。肩すかし感がパネェんだけど、なんか腹立ってきたわ！」


    「これでも一応、体術くらいは囓かじってるんだけどな。どうも素質がないみたいで弱るよね──でもさ。得意なことだってあるんだぜ？　こっそり罠わなを仕掛けることとかね」


    「あん？」


    　ツヴァイが眉まゆをひそめた途端、かっ、と足あし下もとから閃せん光こうが瞬またたいた。直後、ツヴァイの体を呑のみ込む爆発が巻き起こった──が、そんな中でもツヴァイは自分の真後ろで爆はぜた物の正体を、凄すさまじい動体視力によって把握していた。


    「ボタン型の爆弾か……はっ、くだんねぇ！」


    　言葉は爆音に呑み込まれ、ツヴァイの背後から爆風が押し寄せる。


    　ツヴァイの言う通り、爆ぜたのはメロウの制服の第一ボタンに仕込まれた小型爆弾。ツヴァイに攻撃を避けられたその後に、体勢を立て直しながらも、制服からむしり取り、指で弾はじいてツヴァイの足下に仕掛けたのだ。


    「手しゆ榴りゆう弾だんにも及ばない低スペックの爆弾だが、爆風でお前をこっちに引き寄せることくらいはできるんだぜ？」


    　メロウの狙い通り、ツヴァイの体は爆風に押され、宙に吹き飛ばされる。メロウとの五メートルの間合いは一気に詰まった。


    「へっ……」


    　笑みを漏もらし、メロウは拳を握る。的まとは真まっ直すぐメロウの元へと飛んでくる。それを叩たたき落とせば死し合あい終了だ。


    　だが。


    「もう一度言うぜ、くだらねぇ！　調子くれてっと、速攻で冥めい土どに向かわせんぞ、ガキぃぃぃ!!」


    　爆風に押されたツヴァイの体が、ぐるん、と空中で捻ひねられ、ツヴァイは爆風に向かって、鋭い蹴けりを叩き付ける。


    　すると、ツヴァイの蹴りによって生じた衝撃波が、爆風と相そう殺さいし合い、一気にかき消えてしまった。


    「あ……？　爆弾に匹ひつ敵てきする、衝撃波……？　そんなことできんのかよ……」


    　思わずぽかんと口を開けるメロウ。目の前には、風一つない穏やかな光景が広がっている。


    　ツヴァイは、すたり、と地面に降り立つ。同時に、赤いレンズの嵌はめられた流線型のサングラスを乱暴にむしり取り、地面へ投げ捨てるとぐしゃりとそれを踏み潰つぶした。サングラスの下から現れたのは、金色に光る二つの目。しかも鋭く吊つり上がり、焼けるような視線でメロウを睨にらみ付けている。


    「なぁ、今の小細工が策ってんなら、もうお前に見切りつけっからな！　どうあがいたって面白ぇバトルになりそうにねぇわ。無駄足踏ませた責任取ってくれんだよな？」


    　ぶわっ、とツヴァイの金髪が、つんつんに逆立っていく。


    　それだけじゃない。瞳ひとみは満月のように輝く黄金色に。大きく開けた口から覗のぞく歯は、鋭く尖とがった乱らん杭ぐい歯ばへと変わっていく。


    「お前、その姿──？　なんだよ、それ！」


    「あぁ！　まずそこだよな？　さっき俺、宣言したよな。人狼ビーストを超えた存在──最強の暴君バツドブラツドだって。普通、そこ気になんだろ、詳しくさ。なのに、へなちょこパンチとクソみてぇな爆弾でうやむやにしやがって！　あぁぁぁぁぁぁ！　折せつ角かくの俺様の名乗りが無駄になっちまったじゃねぇか！」


    　ツヴァイが声を張り上げて咆ほう吼こうするだけで、辺りの空気がびりびりと振動する。鼓膜に突き刺さるような大声に、メロウは思わず両耳を塞ふさいだ。


    「くっそ！　馬ば鹿かがキレやがった……!?」


    「ごちゃごちゃうるせぇ！　聞いてこねぇならこっちから言わせて貰もらうぜ！　赤い雷かみなりに打たれた俺は、興奮するとこうなっちまうんだ。超スーパーツヴァイ様って感じよ？　これは、人以外の生物的特徴じゃねぇよ？　俺だけの特徴！　唯一無二オンリーワン！　だから俺様は人狼ビーストを超えた、最強の暴君バツドブラツドなんだよ、ギャハハハハ！」


    「そんなことどうだっていいんだよ！　人狼ビーストを超えた存在だろうが最強の暴君バツドブラツドだろうが、お前は僕らに倒されるって決まってんだ！」


    「ははっ、テンパり過ぎて日本語おかしくなってんぞ。僕らじゃねぇだろ、お前は独りぼっちで俺にぶっ殺されるんだよ！」


    　金髪黄金眼、凶悪なる牙きばを有する人狼ビーストが、大だい腿たい筋きんを絞しぼり上げ、みしっ、と地を蹴けって飛び出した。その速さは時速に換算すると一二〇〇キロ。弾丸の比ひではない。


    　たったの一蹴りで五メートルはあったメロウとの距離を瞬時に詰める。ツヴァイが狙ねらうはメロウの胸元、心臓に向けて一直線に手しゆ刀とうが向けられる。防御も反撃カウンターも追いつかない。


    　けれど、メロウの顔には焦りはない。余裕すら窺うかがえ、その視線は上空を漂ただよっていた。


    　正確には──空から落下してきた、パートナーの姿を捉とらえていたのだ。


    



    「僕らでいいのさ。二人揃そろえば、最強だって凌りよう駕ができる。そうだろ、ヒツジ？」


    「もちろんっ。誰にも負けないのですっ──！」


    



    　メロウの言葉に、上空からヒツジの言葉が応こたえる。


    　重力に身を任せ風を切って落下してくるヒツジは、両手でリボルバータイプの、銃身に薔ば薇らの模様が描かれた派手な装飾銃を握りしめ、狙ねらいを定めて引き金を引く。


    　能力名『凶銃デツドバロツク』。撃ち出されるのは、全すべてを呑のみ込む、暗黒なる歪わい曲きよくの魔弾。すなわち極マイ小クロブラックホールを弾丸として生成する。


    「たぁぁぁぁっ！」


    　ヒツジの叫び声に反応するかのに、銃口からジジッ、と歪いびつな音が漏もれる。そして次の瞬間──ゴォッという轟ごう音おんと共に、ビー玉サイズの極マイ小クロブラックホールの弾丸がツヴァイめがけて発射された。


    　暗黒の弾丸は、一直線にツヴァイの元へと向かい、竜巻よりも激しい吸引力をもって、暗き闇やみの中へと引きずり込もうとする。


    「ざけんなっ！」


    　一直線にメロウに突っ込んでいたツヴァイは、上空からの予期せぬ狙そ撃げきに俊敏に反応していた。ざりざりっ、と両足でコンクリートの地面を抉えぐりながらも制動をかけ、勢いを完全に殺しきる前に、弾はじかれたバネのように真横に飛んでいた。


    　紙一ひと重えの差で、ツヴァイは極マイ小クロブラックホールの弾丸を避ける、が、ツヴァイの真横の地面へと着弾した弾丸は、消滅することなくそのままの勢いで手当たり次第に周囲の物質を吸引している。当然、ツヴァイの体も強引に引き戻されていく。


    「くぅあっ……！」


    　バランスを崩し、背後のブラックホールに吸い寄せられるツヴァイに向かって、メロウは全速力で走り込んでいた。一秒もあればツヴァイの眼前に到達する距離だ。もちろん、握った拳こぶしは人狼ビースト殺しの電撃を帯びている。ヒツジの攻撃で吸い寄せ、メロウがトドメを刺す。メロウたちの必殺のコンボ技。


    「そのブラックホールは発射後三秒ほど、この世界に存在し続ける。お前の隙すきをつくには充分な時間だろ？」


    　飛び込んでいくメロウはそんな言葉を口にして、にぃ、と悪魔のような笑みを浮かべ、叫んだ。


    「さぁ、痺しびれろよ！　とっておきの切り札ジヨーカーをくれてやる！」


    『浄化の切り札ラストジヨーカー』と名付けられた文字通りの詰みチエツクメイトの一手を右の拳に集中させ、メロウはツヴァイの真っ正面に迫り、引き攣つるツヴァイの頰ほおを渾こん身しんの一撃で貫つらぬこうとした──が。


    「ギャハッッッッ！　無理だぜっ、こんなもんじゃよぉっっ！」


    　ツヴァイは大きく裂けた口を全開にして野獣めいた咆ほう吼こうを上げると、全身の筋肉を鋼はがねのように締め上げ、両足で地面に踏みとどまった。そして間かん髪はつをいれずに、腕を振って地面をがむしゃらにぶん殴なぐる。


    　ツヴァイの狙ねらいは、地面を殴りつけ、その反動で自分の体を飛ばすこと。反動は極マイ小クロブラックホールの凄すさまじい吸引力すら凌りよう駕がして、ツヴァイの体をブラックホールの吸引力の圏外へとはじき飛ばす。


    「っ……！　力尽くで……回避……！」


    　苦々しく顔を歪ゆがませ、メロウは虚むなしくから振った拳こぶしを見つめる。同時に、極小マイクロブラックホールはこの世から消滅していった。


    　あと一秒でも長くツヴァイがブラックホールに吸い寄せられていたなら、確実にメロウの拳はツヴァイの顔面へと到達していたはずだった。


    「惜しかったです……せっかく、人狼ビーストの丸焼きが見られるとこだったのに」


    　たんっ、メロウの横へと着地したヒツジは悔くやしそうにそう言った。


    　そしてツヴァイもまた、メロウたちと距離をあけ、着地していた。


    「ギャハハハハ。惜しかねぇぜ。あんな不意打ち、何度だって切り抜けられんだよ。そうじゃなきゃ、最強なんて名乗ってねぇ！　──で、だ。空から降ってきたそこの嬢ちゃん、随分そそる格好してんじゃねぇか。サービス精神旺おう盛せいなお年頃ってかぁ？」


    　顎あごに手を当て、ツヴァイはじっくりと上から下までヒツジの姿を、眺め回す。そんなツヴァイにつられて、メロウも隣にいるヒツジへと改めて視線を移し。


    「……おまっ、な、なんでそんな格好？」


    　くらり、と頭が揺れる思いのメロウだった。


    　戦闘に集中していた時は目に入らなかったが──どういうわけだかヒツジは、濃紺のスクール水着姿で銃を握りしめる、というありえない格好をしていた。


    「そういうの流は行やってるなんて、聞いたことないし……シュ、シュール、なのか？」


    　？マークを頭の上に無数に浮かべたメロウがそう訊たずねると、ヒツジはぶんぶんっ、と頭を横へ振った。


    「あのっ、そういうんじゃなくて。これはその。シャワー浴びてる時に、姫ひめ先輩から緊急の呼び出しが来ちゃって……お風ふ呂ろ場から飛び出して慌あわてて摑つかんだのがたまたま、この水着だっただけで……」


    「そもそもどうして風呂場にスク水が……って、あぁ、そうだよな。お前、風呂場で泳ぐの趣味だもんな……」


    　現在、ヒツジはメロウの屋敷に居い候そうろうしているのだが、屋敷に備わっていた特大のお風ふ呂ろを見た途端、ヒツジは真っ先にスクール水着を買ってきたのだ。目的はもちろん、温水プール感覚で泳ぎまくるためだ。満面の笑みで風呂場でバタ足するヒツジの姿を、屋敷のメイドたちが何度も目撃している。


    「うぅん、急いで駆けつけてくれたのはありがたいんだけどなぁ……いや、でも呼び出しから一〇分足らずで到着って。上出来だよな」


    「やった！　褒ほめられちゃいました。えへへへー」


    　ぴょんぴょんとその場で跳はねながら、ヒツジは満面の笑みを浮かべている。


    　ちなみに、メロウがヒツジへと緊急連絡を入れたのは、ツヴァイに出会った直後。袖そでの裏に隠してあるＧＰＳのボタンを押すと、現在のメロウの居場所がヒツジへと転送されるという仕組みだ。


    　スクール水着姿で喜ぶヒツジを前にして、メロウは脱力し、心の中でため息をついた。特に小学生と見間違うくらいの虚むなしい胸むな板いたとそれを覆おおい隠す「百ゆ合り原はらヒツジ」と手書きで書かれた白いゼッケンが、絶望的に戦場に不似合いだ。


    　しかし、そんなヒツジの登場が、ツヴァイの心を大きく揺さぶっていた。


    　それは、風になびいていた長髪を、ヒツジが押さえ、ツヴァイにもはっきりとヒツジの表情が見えるようになったその瞬間に起こった。


    「…………ア」


    　ツヴァイの顔から、にやにやとした笑みが一瞬でかき消えた。代わりに幽霊でも見たかのような驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


    「ア、ア、ア……」


    　同じ母音を連呼して、ツヴァイは一歩また一歩とメロウたちに近づく。メロウもヒツジも、ツヴァイの反応の意味がわからず、たじろぐこともできなかった。


    　そうしているうちに、ツヴァイはヒツジの目の前までやってくると。


    「アイン……!!」


    　ヒツジの両手を握り締め、叫ぶように呼んだ。ヒツジではない誰かの名を。


    「……？」


    　とっさに、人違いですよ、と言おうとしたヒツジだったが、それよりも先にツヴァイが堰せきを切っていた。


    「アイン!!　どうしてここに？　いや、違う。その前にどうやってその体を？　あれか生まれ変わりってやつか？　マジでスピリチュアルな再会、果たしちまったのかよ、俺ら！　うわ、やべぇ。ほんとにアインだ。体も顔も全部本物だよな？　ん？　その角つのなんだよ？　ま、いっか。イメチェンっつーの。そういうの好きだぜ。あの頃は全然好きな格好とかできなかったよな。いや、実を言うと俺も大胆にイメチェンしてみたんだぜ？　お前に見せるとなると恥ずかしいけどよ。どうよ？　パンクでロックで最高にイカしてんだろ？　あと、髪型もよぉ。興奮するとバシバシッ、と立っちまうんだよな。ギャハハハハハ。って、そんなことどうだっていいよな。久しぶりに会ったんだ。ちょっと待てよ。なに話していいかわかんねぇ。すっげぇ、嬉うれしいんだぜ。でも、あぁ、なんて言おうかな。おかえり？　ひさしぶり？　よぉ、元気だった？　ちげぇな、しっくりこねぇ。ここで会ったが一〇〇年目って、そんなに生きてねぇか。ギャハハ。そうだ、んな再会の挨あい拶さつよりも真っ先に言おうと思ってたことがあったんだわ。なぁ、アイン──」


    　すぅ、と深呼吸して、両目を一度閉じてから、ツヴァイは真剣な表情を浮かべて、宣言した。


    「俺の花嫁になれ！　今度こそ、二人で幸せになろうぜ？」


    「…………やだ」


    　ぱしぃぃぃぃんっ、とヒツジはツヴァイに握られていた手を思いっきりはたき落とした。


    　隣で見ていたメロウは、言葉も出なかった。圧倒的な勢いでまくし立てたツヴァイも意味不明だし、それに対してばっさり切り捨てたヒツジも容よう赦しやがない。


    　メロウは徹てつ頭とう徹てつ尾び、ついていけてなかった。


    　それに比べてツヴァイは、弾はじかれた手にじっと目を向けた後。


    「俺の花嫁になれ！」


    　何事もなく、腰に両手を当てた姿で自信満々のポーズを作って、再チャレンジ。


    　しかし、今度のヒツジは手をはたく程度では済まなかった。


    「いっっっっっっやだ！　意味わかんないですっ。怖いっキモいっ無理っ！　なんで私があんたの花嫁に？　絶対に嫌！　私は姫ひめ先輩と一緒にいるんですっ！」


    「意味わかんねぇのはこっちだぜ。なんでそんなガキの傍そばにいんだよ？　あぁん？　おい、クソガキ！　早くアインの傍から離れろ。ぶち殺すぞ！　アイン、お前は俺の傍に来い！」


    「変な名前で呼ばないでっ！　私には、百ゆ合り原はらヒツジって名前があるんだから!!」


    　怒りと共に、どんっ、と、ヒツジがツヴァイの胸を突き飛ばした時──スイッチが入った。


    　抑えられていた人狼ビーストの本能がヒツジの中で目覚め、目の前で電波な台詞せりふを吐き続ける人狼ビーストを殺せと渇かつ望ぼうする。


    「しゃぁぁぁぁっ──！」


    　一撃、二撃、三撃。ヒツジはツヴァイの胸に、次々と拳こぶしを叩たたき込む。その度たび、みしみしと肋ろつ骨こつが軋きしむ音がして、最後の一撃を放った時には、ツヴァイの体は四車線の駅前大通りの中央を、一五メートル以上吹っ飛ばされた。


    「ギャ、ハハハ──すげぇ！　強くなってんじゃん。アイン！」


    　それでもまだツヴァイはうわごとのように呟つぶやき続ける。


    「まだぁぁぁっ！」


    　地を蹴けって飛び出したヒツジは、即座に自分で吹っ飛ばしたツヴァイに追いつく。そして宙に投げ出されたツヴァイの腕を摑つかむと、べきっ、とコンクリートの地面が割れる程ほど踏みしめて、ぐるん、と一周、遠心力を加えて、ツヴァイの体をぶん投げた。


    　丁ちよう度ど、駅前大通りを挟むように建てられていた一〇階建てのゲームショップの五階部分へとツヴァイの体が激突し、窓ガラスが一いつ斉せいに割れて、粉こな雪ゆきのように降り注ぐ。


    　びきびきっ、とビル全体に激しい亀き裂れつが入り、ツヴァイの体が、ゲームショップの内部へとのめり込んで消える。


    　ヒツジは相手の生死を確かめることもせず、がちゃっ、と装飾銃の照しよう準じゆんをビルの五階に合わせた。


    「消えてくださいっ！」


    　ヒツジが引き金に力を込めるのと同時──。


    　ゲームショップの五階部分から、紅ぐ蓮れんの炎が巻き起こった。


    　ごおぉぉっっ、と渦を巻いて一〇〇〇度以上ある炎が凄すさまじい勢いでうねり、タンクローリーに引火したかのような、大爆発が引き起こされる。


    　ビルから吹き出た炎は、駅前大通り二〇メートル四方を炎の海へと変える。


    「ヒツジ！」


    　辛かろうじて爆発に巻き込まれない位置にいたメロウは、炎に向かって叫ぶ。


    　すると、大爆発に巻き込まれた道路の真ん中から、ごぉっ、と炎を切り裂き、ヒツジが飛び出してきた。


    　咄とつ嗟さに撃ち放った極マイ小クロブラックホールによって自分の周りの炎を吸収したおかげで、ヒツジは凄せい惨さんな大爆発からも、無傷で脱出していた。


    「ううう……酷ひどい目に遭あいました……」


    　煙が目に染しみて涙目になっているヒツジは、小走りにメロウの元へと走り寄ってくる。


    「それよりツヴァイは？　仕留めたのか？」


    「ごめんなさい……あいつが握ってた本から凄すごい炎が出てきて。ゴリ押しじゃ無理でした……」


    「そっか……あいつの姿も見失っちゃったし。どうしたもんかな」


    　炎の海うな原ばらを眺めるメロウの隣へと、ヒツジが到着した、その途端。


    「あ……攻撃、来ちゃう！」


    　ヒツジはメロウの体を抱きかかえると、一いち目もく散さんに後方へと跳躍した。


    「なっ……ヒツジ？」


    「駄目です。逃げないと、巻き込まれます！」


    　一足のうちに、メロウを抱えたままビルの三階程ほどの高さへ飛び上がったヒツジ。メロウは未いまだ状況が理解できないままにツヴァイの姿を捜していると。


    　とんでもない光景が、視界に映り込んだ。


    　炎に囲まれた通りの真ん中に悠々と立つツヴァイ。


    　そのツヴァイの前方へと、なんと六発ものロケット弾が飛来していた。しかも、弾たまは生なま半はん可かなサイズではない。一一〇ミリ対戦車弾パ　ン　ツ　ア　ー　フ　ア　ウ　ス　ト。ロケットブースター搭とう載さいの弾頭によって、戦車や要よう塞さいの強固な壁を打ち抜く破壊兵器。


    　そんなものを、一個人に向けて六発も打ち込むなど正気の沙さ汰たではないが、逆に言えばそれがツヴァイの危険度を表わしているとも言える。


    「ちっ、動いたのは警察じゃなくて新造体バーストの方かよ。めんどくせぇな」


    　迫り来る弾頭に向かって、ツヴァイはかったるそうな調子でぼやいた。その直後、六発の弾は次々にツヴァイに直撃し、凄すさまじい爆音と共に炎が広がった。


    　ツヴァイの攻撃によってすでに炎の海うな原ばらと化していた駅前大通りが、さらに大爆発に巻き込まれ、さながら焼しよう夷い弾だんによる空襲爆撃でも受けたのかというような光景に成り果てた。


    「なっ……！　自衛隊……？」


    　駅前大通りから五〇メートル以上も離れた場所へと退避したメロウは、目の前に広がる地獄の景色にただただ呆ぼう然ぜんとしていた。全身に吹きつける熱風が、これは作り物の景色ではなく現実だと実感させる。


    「自衛隊？　私には女の子の集団に見えましたよ？　赤あか頭ず巾きんの女の子たちが、ロケラン構えて、ツヴァイに立ち向かってました……」


    　見たままを口にするヒツジだったが、その発言はあまりにも不可解だった。しかし、事実、ヒツジは飛び退のく際に、ツヴァイから一〇〇メートル以上離れた車道に立つ、ロケットランチャーを装備した数人の赤頭巾の姿を目にしていた。


    「そんな奴やつらがいたなら確かめてみたい気はするけど……でも」


    　炎の海原の向こうで、ゆらゆらと何人もの人影が揺れていた。そして夜空高く轟とどろくのは、あの笑い声。


    「ギャハハハハハハハ──！」


    　姿は見えないが、確実にツヴァイは生きて、地獄のただ中に君臨していた。


    　笑い声は、けたたましく鳴り響くパトカーと消防車のサイレンによって、しだいにかき消えていく。


    「くそっ……わけわかんね。とりあえず、さくっと逃げとくか」


    「えっ？　……ツヴァイ生きてますよ！　ぶち殺さなくていいんですか？」


    「放っとけ。生きてりゃそのうち襲ってくるだろ。それより警察に見つかるとやっかいだ」


    　メロウは学校では普通の中学生で通っている。それにただでさえ、ヒツジはスク水姿という社会的にアレな姿もしている。メロウはさっ、とヒツジの手を取った。


    「あ、姫ひめ先輩……手……」


    「ん？　手、怪け我がでもしたか？」


    「い、いいいえ。別に。なんでもないです……っ」


    （ふ、ふつーに手、握られた。ふにゃーっ！）


    　と、色めき立つヒツジになんて、メロウは気付きもしない。


    　メロウは、ヒツジの手を引いて、駅の裏手へと走り出そうとした、が──何かを思い出したかのように足を止めた。


    「そういえばさ……ツヴァイと戦い始まっちゃって、言い出せなかったことなんだけど」


    　手を握り、メロウは真剣な表情を浮かべる。


    「ふぇ？　なんですか？」


    「僕だって、お前がツヴァイの花嫁になるなんて、嫌だから……お前は僕のパートナーで、それに僕は暫ざん定てい王子様なんだし。お前は何があっても、僕の傍そばにいろよな。わかったか？」


    　ヒツジは自分の手て駒ごまなのだと、メロウは再確認させるつもりで言ったのだけれど、しかしヒツジはそうとは思わなかったようで。


    　ぽわわわん、と頰ほおを上気させ、俯うつむくヒツジ。その様子を不思議に思いつつも、メロウは人が集まってくる前にヒツジを連れて足早にその場を後にした。


    「僕の傍にいろ、だって……はわわ」


    　溶けてしまいそうな程ほどに照れているヒツジとは違い、メロウの頭を過よぎっていたのは。


    （新造体バースト……？　それに、アインとか言ってたよな。なんのことだ？）


    　それはツヴァイの言葉。


    　人狼ビースト、新造体バースト──そして切り札ジヨーカーを手にした少年。


    　メロウはまだ気付いていない。この日、僅わずかだが確実に、運命の糸が繋つながったことを。
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    　ツヴァイから襲撃を受けた後、メロウたちはなんとか警察の目に付くこともなく、自宅まで帰り着いた。


    　ニュースでは南ザイト電気街での人狼ビーストによる大規模火災夜が大々的に報道されていたが、当然メロウたちのことや、ヒツジが目撃したという赤あか頭ず巾きんの集団には触れられていなかった。


    　けれど、パトカーのサイレンの音でザイト中がざわついているこんな夜には、さすがに日課の人狼ビースト狩りも控えた方がいい。


    「ま、大人しく予習しとくかな」


    　といっても、学校の宿題ではなくて。


    　メロウは自室のパソコンを立ち上げる。


    　雰囲気作りの為ために部屋の電気は消して、暗い室内をパソコンの光だけで照らし、ターンッ、と勢いよくエンターキーを押すメロウ。


    　そこまでキメてやっていることといえば、検索エンジンに「人狼ビースト」だの「ツヴァイ」だのを入力して調べているだけなので、別に大したことでもないのだが。


    　しかも、当然のことながら誰にでも見られるネット上に、人狼ビーストの情報が事細かに載のっている、なんてことはありえない。政府は人狼ビーストに関する情報の規制に余念がないのだ。


    「当然だよな、だったらいつも通りに……」


    　お遊びはやめて、メロウはブラウザのブックマークから、『観ラ察イ機ブ構ラ』のＨホームＰページを選びクリックした。


    「今どき情報屋もネットが主流だよなぁ……」


    　独りごちながら、パスワードを打ち込む。『観察機構ライブラ』のＨＰは、トップページのアドレスとパスワードを入手するだけで一〇〇万円ほどの金がかかり、閲えつ覧らん料、情報入手料はそれ以上の金額が必要となる。『観ラ察イ機ブ構ラ』は人間にも情報を渡してくれるが、あくまで金さえあれば、というのが前提だ。


    「金積んだとしても、出てこない情報はあるけどな……」


    　ツヴァイのねぐらがわからないのがその証拠だ。


    『観ラ察イ機ブ構ラ』は自称・罪ざい都とデータバンクを名乗っている。建前では、金を払えば人狼ビーストのことを何でも調べると謳うたっているが、その情報は必ずしも正確ではなく、時にはガセネタもあるし、本当にヤバいことには手を出さない主義らしい。


    　というわけで『観察機構ライブラ』の情報を絶対的に信じるのも危険なのだ。


    「さてと……」


    　メロウはまず、ＨＰのトップに載っている『有名人狼ビーストトップ一〇〇』というリストに目を通す。一位はもちろんツヴァイだ。そして一〇位にはヒツジの名もある。


    「ふん……」


    　ぺろり、と舌なめずりして、メロウはじっくりとリストを眺める。


    「コンプリートしないと気が済まないよな。待ってろよ、お前ら。ソッコー始末してやるから！」


    　野望を胸に、メロウは本題である、キーワードを調べ始めた。


    　が、翌朝のメロウの様子はといえば。


    「ふぁあ……ねみぃ。くっそ、『観測機構ライブラ』でも何もわかんなかった……」


    　眠い目をこすりながらの登校となっていた。


    　通学に使っている市電の中で熟睡したおかげでだいぶ眠気は飛んでいたが、それでも朝四時までの調べ物はかなり応こたえる。


    　まだ半分夢心地な頭のまま、メロウは上うわ履ばきが入っているロッカーに手を伸ばし、鍵かぎを開けたところで、かさり、と扉とびらの隙すき間まから何かが落下した。


    　視線を足あし下もとへと移す。するとそこには、ピンク色の封筒が落ちていた。


    　さて問題。ロッカーから出てきた見知らぬ封筒を見つけると、男子中学生はどうなるでしょう？


    「うぉぉぉぉっ!!」


    　正解は、眠気が吹っ飛ぶ。でした。
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    　昼休み、二年三組の教室にて。


    「なぁ、姫ひめちゃん？　朝からなんか浮かれてないアルカ？」


    　前の席のジャージ君は、わざわざ椅い子すの向きを一八〇度回転させて、携帯ゲーム機を黙々とプレイするメロウの顔を覗のぞき込む。


    　その途端、びくっ、とメロウは肩を震わせ、かぁ、と頰ほおを赤く染めた。


    「いいいい、いや、別に。なんもねぇよ？　なんだよその疑りの目は？　潰つぶすぞ、両目とも」


    「その反応、絶対怪しいアル。何か隠し事かにゃー？」


    「語尾を変えるな、タダでさえブレてるキャラが一層ブレるぞ……それと僕はゲームで忙しいんだ。放っといてくれ」


    　メロウの手元の携帯ゲーム機では、ギャルゲーの告白パートが進行中だった。メロウがそわそわしつつ、何度も何度もギャルゲーの告白パートのみを繰り返しているのにはわけがある。


    　それは、メロウの学生服のポケットに大切にしまわれている封筒。


    　差出人不明の封筒にはこう記されてあった。


    『姫ひめ草くさメロウ君へ


    　放課後、校舎裏で待ってて。話したいことがあるから』


    　ベタすぎるほどベタな、告白フラグだった。


    「いやまぁ、でもあれだよな」


    　放っとけ、と言ったばかりの口でメロウはジャージ君に話しかける。あまりの珍しさに、ジャージ君も喰くい気味にメロウの話に耳を傾けている。


    「ちゅ、中二っつたら、その。彼氏とか彼女を作るようなお年頃っていうのかな？」


    「？？　唐とう突とつアルネ。まぁネ。知ってる限りじゃ、二組の藤ふじ宮みやとウチのクラスの竹たけ田だとかアルカ。デートしてるとこ見たアルネ」


    「やっぱデートとかしちゃうんだ……手なんか繋つないじゃったりして？」


    「当たり前アルヨ。むしろそれ以上もネ、するっきゃないアル」


    「ごうぇっっ!!」


    　盛大にむせ返るメロウ。


    「な、なななに言ってんだよ。それ以上って！　そこまでするのか!?　駄目だろ、不健全過ぎる！」


    「なに言ってるカ、俺ら思春期アルヨ。むしろヤらない方が不健全っていうか」


    「ばっ、馬ば鹿か！　えっち！　この爛ただれた童貞め！」


    「ちょ、俺が童貞だって暴露することないアル！」


    「暴露もなにも、みんな知ってるだろ？　お前みたいな痛い奴やつに彼女なんてできるわけないし」


    「痛い子全国選抜みたいな姫ひめちゃんに言われたくないアル！　……で、なんでこんな話題？　彼女でもできたカ？　むしろ二次元の壁は突破できたアルカ？」


    「そこなんだよ、僕は今でも二次元至上主義なんだ！　でもさ……もしすっごい可愛かわいい現実リアルの女子に言い寄られたら……いや、もしもの話でさ……」


    「全然もしもの話に聞こえないアルヨ？　もしや運命の王子様でも現れたアルカ？」


    「……それはあれか？　僕が姫ちゃんなどと呼ばれているから、姫の相手は王子、みたいな安易でくだらない考えのもと言ってるんだな。あはははは、実に人の神経を逆さか撫なでする冗談だ」


    　メロウの体から放たれる絶対零れい度どの怒気に、ジャージ君の背せ筋すじが震える。


    　まぁ、実際、メロウは運命の王子様を探してる最中だけどね。ヒツジの運命の王子様を。


    「あはははは、はは……あれアルネ。もしもの話の続きをするアル。えっと、その場のノリでいいと思うアルヨ。可愛かったらそれで。俺なんか、いついかなる時でも吸ったり揉もんだり挟んだりしたいアルヨ」


    「す、吸ったり揉んだり挟んだりって、なにを？」


    「いやまぁ、ナニを」


    　などという馬鹿会話を昼休み中、続けたメロウとジャージ君。


    　この二人に対し、二年三組痛い奴コンビ、という認識が学年で浸透していることなど、知るよしもなかった。


    



    　　　　　◆


    



    　というわけで、あっという間に放課後。


    　下校のチャイムが鳴り響く教室。メロウは誰よりも早く立ち上がり、いざ校舎裏へと向かおうとしたけれど、空気を読まずにジャージ君が引き留める。


    「姫ちゃん、クリアできねーゲームがアルネ。教えてほしいアル」


    「黙れ、ゴミクズ。邪魔だ！」


    「え……うぁ……」


    　さすがのジャージ君も傷ついてみたり。それでもメロウは、じんわり泣きそうな顔になっているジャージ君なんて無視して廊下に出る。


    （冷静に冷静に……まだ相手が誰かもわかんないしな。というか、僕には人狼ビースト狩りっていう使命があるんだ。恋愛なんかしてる場合じゃ……）


    　そう思いつつも、うきうきした足取りでロッカーに向かってしまう。思ってることとやってることがちぐはぐだ。


    　そして喜び勇んで向かった校舎裏には──誰もいなかった。


    　理由は簡単、メロウの行動が早すぎるから。下校のチャイムが鳴ってから、実はまだ二分も経たっていない。


    「そうだよな、色々心の準備もあるだろうし……」


    　さっきまで心の中で呟つぶやいていたのが、緊張のあまりぶつぶつ声に出てしまっている。


    　シリウス学園中等部の校舎裏は、面積だけで考えると、ちょっとした公園くらいの広さはある。が、実際に行ってみると狭苦しく感じるという変わった場所だ。備品を入れておく簡易倉庫が三個ほど並び、その横には持ち主不明の半なかば壊れかけた自転車十数台、さらに噂うわさでは樹齢一〇〇年、という立派な桜の木が一本、でんと生はえているのが狭く感じる原因だ。


    　そんな校舎裏を、メロウは未いまだ来ない手紙の主を待ちながら、落ち着かない様子でうろうろと歩き回っていた。


    　そんな一分一秒が普段の何十倍にも長く感じられる待ち時間を過ごすメロウの耳に、こちらに近づいてくるぱたぱたという足音が、聞こえてきた。


    　メロウは足を止めて、努めて冷静な表情を浮かべると、そのタイミングで校舎の角を曲がって姿を現したのは──学生鞄かばんを手にした静森カガミだった。


    「…………は？」


    　鳩はとが豆鉄砲くらった、という表現がしっくりくる顔で、メロウは近づいてくるカガミの姿を見詰めた。


    　昨日と変わらない、金髪ツインテールに生意気そうな大きな瞳ひとみ。セーラー服の上からでもわかる、膨ふくらんだ胸。すらりと伸びる背せ丈たけ。ただ一つ違うのは、こんなシチュエーションだからだろうか、メロウの目にはカガミの姿が昨日よりも可愛かわいく映っていた。


    「あ、もう来てたんだ。待たせちゃった？　男子まくのに手間取っちゃってさ」


    　カガミはそう言って、たたっ、と小走りでメロウの至近距離まで寄ってこようとして──こつん、とメロウの手前に落ちていた小石につまずいた。


    「──きゃっ！」


    　可愛らしい悲鳴と共に、すってーんと見事に転ぶカガミ。そしてそのままメロウの真正面で尻しり餅もちをついた。


    　しかも、短いスカートは僅わずかにめくれ、水色の下着が、メロウの目の前にさらけだされていた。


    （あ、あるんだ……！　こんなギャルゲーみたいなイベント！　現実リアルで！）


    　メロウは、はだけたスカートの辺りを凝ぎよう視しする。こんな状況で目の前の下着から目を逸そらせる男子がいるだろうか、いやいない。


    「痛いったいな、もう！　なんなのよ……って、えっ、イヤっ!!」


    　メロウの視線に気付いたカガミは、ばっ、とスカートを手で押さえ、顔を真っ赤に染めて恥ずかしそうな表情を浮かべたが、その表情はすぐに怒りへと変化する。


    　そこでようやく目を逸そらして、空なんか見上げてみたメロウは。


    「あ、えーと、別に見てないよ？　なんにも……」


    　などという白しら々じらしい台詞せりふを吐いてみた。


    　カガミは恥ずかしさと怒りで肩を震わせながら立ち上がり、きっ、とキツい視線でメロウを睨にらみ付ける。


    「うぐっ。やられたわ、わざわざ私を転ばせる為ために小石を用意しておくなんてね。策を練るのが好きなようね」


    「……いや、単に君が不注意ですっ転んだだけだけど？」


    「…………うぅっ！」


    　恥ずかしさ二乗倍。カガミの顔が林りん檎ごのように赤くなる。目にはみるみる涙が浮かび、むぅ、とほっぺたを膨ふくらませ、ついには黙り込んでしまった。


    「うぁ……えと、ご、ごめんっ。僕が小石を置きましたっ。いたずらしたい盛りなんですっ！　もうしないので許してください！」


    「……そ、そうよね？　誤ご魔ま化かそうと思ったってそうはいかないわよ。ま、今回は許しておいてあげるけど、次にやったらただじゃおかないからね！」


    　涙を拭ぬぐって、なんとか機嫌を取り戻すカガミと、釈然としないメロウだった。


    「あ、そうだ。君、ここに来たってことは手紙読んでくれたのよね？　話したいことっていうのは……」


    「ちょっと待って、その前に確認なんだけど、あの手紙って君が出したので間違いないよね？」


    「うん、そうだけど……あれ？　私、名前書かなかったかしら？」


    「書いてない！　誰に呼び出されたかと、どきどきしたよ」


    「そっか。……あぁ、私またうっかりしちゃった……」


    　完かん璧ぺき美少女と呼ばれる静しず森もりカガミだが、さっきの転倒といい名前書き忘れといい、どうやら抜けているところもあるらしい。


    「あ、でも君みたいな子だったらむしろハッピーサプライズ的みたいな？」


    　中等部のアイドル、とカガミを指してそう言ったジャージ君の言葉が頭に蘇よみがえった。


    　つまりメロウはそんなアイドルから呼び出しをされて、これから告白されようとしているのだ。こんなおいしいイベント、にやけずにはいられない。


    　昨日の不ふ愉ゆ快かいな出来事なんて、すでにメロウの中からは綺き麗れいさっぱり忘れられていた。


    「いやいやいや。人生に三度は来るっていうモテ期ってやつを僕は今この瞬間から信じることにする！　あと、君ちょっと現実離れした容姿してるし、考えようによっちゃ二・五次元くらいの存在かもしれないから、ぎりストライクってことで」


    「あのさ、そのよく回る口を閉じてもらえないかな。雑音だだ漏もれてて聞くに堪たえないんだけど」


    「ん？」


    「あぁまったくもう！　どうして私が君なんかと接触を持たないといけないわけ？　私みたいな美少女と会話したら、会話の内容がどんなに酷ひどくても一生の宝物的思い出になっちゃうじゃない。私の存在がどれだけの人の生きる希望になってることかしらね。可愛かわいいは正義でもあり罪でもあるわね」


    「えーと」


    「そうそう君はこれから私がする忠告にただ黙って従えばいいの。反論？　拒否権？　そんなものあるはずないわ。人権与えられてるだけでも幸運だと思いなさい、ギおーたクく君」


    「…………」


    　ここまで言われれば、浮かれたメロウの頭もようやく事実を把握した。


    「……ははん」


    　頭に浮かぶのは、騙だまされた、の四文字。正確にはメロウの勘違いなのだけれど。


    　ロッカーに入れられていた手紙に、ラブレター、だとか、好きです、などという言葉は一いつ切さいなく、当然、カガミもそんなつもりはまったくなかった。というか、中等部のアイドルと呼ばれるカガミが、殆ほとんど会話も交わしたことのない（しかも交わした会話はとてもじゃないが好意的なものじゃない）メロウ相手に、いきなり告白するなんていう、ラブコメちっくな展開が現実に存在するはずはない。


    　──ということで、メロウのカガミに対する感情は猛烈な勢いで一八〇度回転。憎さ余って敵意一〇〇倍。


    「う、ぐぐぐ……やってくれたな、このアマ。僕のときめきを！　純情を！　弄もてあそんだな！　なにが目的だ？　どっきりなんだろ、今日一日カメラで隠し撮りしてたんだろ！」


    「はぁ、意味わかんないわよ。勝手に興奮しないでくれる、気持ち悪い」


    「ぐぬぬ……なんだその人を見み下くだしたような態度！　性格最悪だな、友達いないだろ！」


    「い、いるもんっ！　君と一緒にしないでよね！」


    「馬ば鹿か言うな、僕は友達多いんだ、この中にたくさん詰まってるからな！」


    　高らかに携帯ゲーム機を掲かかげるメロウに向かって、カガミは心底侮ぶ蔑べつに満ちた表情を浮かべる。


    「うっわ、キモ。なにそれ、ゲーム？　データが僕の友達ですとか言うつもり？　虚むなしくないの、そういうの」


    「ふんっ、セーブデータに込められた僕の友情は本物だ！　質量がなくとも、住む世界が違っても、そんな些さ細さいなことで揺るがないものを真の友情って呼ぶんだよ!!」


    「もういい、わかったから喋しやべんないでくれる？　頭痛くなってきた……とりあえず、喋るよりも先に、やっておきたいことがあったのよね」


    　瞬間、場の空気が変わった。鋭く重いものへと。


    　うっすらと笑みを浮かべたカガミの瞳ひとみが、赤く染まっていく。そして完全に、瞳の中の黒目が赤いルビーのような色に変わりきった、次の瞬間。


    　──メロウの体はうつぶせになって地に伏し、その背中はカガミのローファーを履はいた片足によって踏みつけられていた。


    「……な？　え？」


    　一瞬の出来事。メロウは自分の置かれている状況が理解できなかった。まるで、時間が飛んでしまったかのような感覚。目の前でカガミが笑ってから、自分が地に伏せるまでの記憶が、一いつ切さいないのだ。気付いたら、こんな屈辱的な状況に陥おちいってしまっていた。


    「驚いた？　別に時間をすっ飛ばしたりなんてしてないわよ？　ただ、私が速く動いただけ。スーパーダッシュ！　みたいな？　それじゃあ、歯ぁ食いしばりなさい！」


    　加か虐ぎやく的に瞳をぎらつかせ、カガミは握った拳こぶしをメロウの背中に振り落とす。


    　女子とは思えない鈍どん器きめいた重たい拳が背中を抉えぐり、みしっ、と骨が軋きしんだ。


    「……かはっ」


    　一瞬、呼吸が止まった。メロウは痛みを堪こらえ、地面を這はいずろうとするが、カガミが足で押さえつけているので身動きがとれない。カガミは無ぶ様ざまに這いつくばるメロウの姿を恍こう惚こつの表情で見下ろした。


    「一一〇ミリ対戦車弾パ　ン　ツ　ア　ー　フ　アウ　ス　ト計一八発の消耗、特殊装そう甲こう車三台の大破、対人狼ビースト用合成鋼はがねを使用した刀剣一二本の破損、そしてウチの隊員二名の負傷。これが何かわかるかしら？」


    　ぐりぐり、と背中を踏みにじり、カガミは頰ほおをひくつかせる。


    「……お前、なんでそんなこと？」


    「私が当事者だからよ。君が力もないくせに突っつくから。ツヴァイなんて大物が出てきちゃったんじゃない。さっき言ったのはね、私たちが昨日出した損害よ。それでもツヴァイを一いつ旦たん退しりぞかせることくらいしかできなかった！　君が手を出したのは、そういう相手なのよ！」


    「退かせた、ね。よかった狙ねらった獲え物ものを横取りされなくって。あ、できなかったんだっけ？」


    「ふっざけないでよね！」


    　どごっ、とメロウの脇わき腹ばらにロウキックが炸さく裂れつした。


    「ぐえっ！」


    　潰つぶれたカエルみたいな声を出して、メロウの体が転がっていく。そして、どがっ、と簡易倉庫の扉とびらにぶつかって動きを止めた。


    「なにすんだよ……っていうかお前何者だよ。ヒツジの言ってた、赤あか頭ず巾きんの集団の一員……？」


    　脇わきを押さえてメロウはよろよろと立ち上がった。口を切ってしまったらしく、口の端からつう、と血が流れている。


    「懇こん切せつ丁てい寧ねいに正体を明かす義理はないわ。謎なぞの組織から送られてきた改造人間、とでも思っておきなさい」


    「なんだその子どもっぽい設定は。ベルトが回転して変身でもしてくれんのか……くそっ、口の中が血の味で気持ち悪い」


    　ぺっ、とメロウが口から血を吐き出し、視線をカガミへと戻した、その時だった。


    　ぱちり、と瞬まばたきした一秒ほどの間に、カガミは三メートルは離れていたメロウとの距離を詰めていた。


    　カガミの瞳ひとみは、未いまだ真っ赤に染まっている。


    「軽口叩たたくのはその辺にしといたら？　舌、嚙かむわよ？」


    　カガミの体が動いたが、メロウの目には映らない──刹せつ那なの連撃。


    　まずは鳩みぞ尾おちへの膝ひざ蹴げり。メロウの体はくの字に折れ曲がって宙へと浮く。そこへカガミは、背中に向かって容よう赦しやなく肘ひじ鉄てつを振り落とした。さらに体を螺ら旋せんに一回転させ後ろ回し蹴りをメロウの肩へ炸さく裂れつさせる。


    　攻撃を開始してからわずか一秒あまり。カガミが、ふぅと息を吐つくと同時に、スローモーションが解除されたかのように、メロウの全身に激痛が走った。まるでサンドバッグ同然に痛めつけられ、体はスーパーボールのように軽々と吹っ飛んでいた。


    　さっきは倉庫、今度は、桜の木に激突するメロウ。もはや頭がくらくらして、まともに立っているのも限界だった。


    （ちっ……ギャルゲー風告白イベントかと思ったら、フルボッコかよ。無む双そうもほどほどにしとけっつの……）


    　校舎裏に呼び出されて、女子にいいように袋ふくろ叩だたきにされている自分の姿を客観的に想像し、メロウは情けなさのあまり苦笑いを浮かべた。


    「そんなにされて、なに笑ってるのよ。君は自分の非ひ力りきさを自覚しなさい。人狼狩りおあそびが過ぎると、本当に命を落とすわよ？　──君みたいな、か弱い一般市民の代わりに、命張るのが私たちの務めなの。素しろ人うとは引っ込んでてよね」


    　何気なく言い放ったカガミの言葉に、ぶちり、とメロウの感情が弾はじけた。


    「……ちっ。好き勝手ほざいてくれるね」


    　ふらつく足でなんとか地を踏みしめ、メロウはカガミを睨にらみ付ける。その視線の強烈さに、カガミは一歩、後退してしまった。


    「人狼ビースト狩りは遊びじゃないんだよ！　僕の人生を懸かけた使命だ！」


    「知ってるわよ、君、人狼ビースト狩りをゲームとか言ってるらしいわね。ゲームが使命なんて、ほんと、くだらないっ！」


    「お前になんてわかられたくないね、僕のゲームの本質を。僕が本当にしたいのは……」


    　メロウの脳裏を過よぎる、悲劇の記憶。そして心の奥底から燃え上がる憎しみの炎。


    「一度始めたゲームはクリアするまで止やめない、それが僕の流儀だ。僕の生きてる意味は、人狼ビーストを皆殺しにする、それだけだ！　僕が邪魔だったら止めてみろ。言っとくが、諦あきらめの悪さだけじゃ誰にも負けないからな！」


    「そう……じゃあ、本格的に痛めつけてあげるわ。次に目を覚ますのは病院のベッドの上だから、準備はオッケー？」


    　またも瞬時に間合いを詰めて、カガミはさっきよりも拳こぶしに力を込め、メロウへと殴なぐりかかる。もちろん、攻撃の瞬間をメロウは捉とらえられない。


    　メロウはぐっ、と歯を食いしばったが、けれどもただ殴られてやるつもりは、さらさらなかった。


    「殴られ損ってのは割りに合わないよな」


    　ごっ、と鳩みぞ尾おちを抉えぐられる。内臓が全すべて口から出そうな感覚。ごえっ、とメロウは苦く悶もんの声を漏もらしたが、しかし、踏みとどまる。


    「待ってたよ、この時を」


    　攻撃は見えなくても、接近した瞬間になら隙すきはできる。


    　メロウは鳩尾にめり込んだカガミの腕を摑つかみ上げると、ポケットから取り出したものを素早くカガミと、そして自分へと装着した。


    　カシャン、カシャン、と二度響く、金属音。


    「…………！」


    　メロウの狙ねらいに気付き、腕を引こうとしたカガミだったが、一歩遅かった。


    　カガミの右手とメロウの左手は、銀色に光る二つの輪と鎖くさり、すなわち手て錠じようによって繋つながっていた。


    「はんっ、こうやってお互い拘こう束そくしあっちゃえばさ、いくら速く動いても無駄だよな？」


    　じゃらり、と得意げにメロウは手錠を見せつける。


    「な……君、なんでこんなもの持ってるのよ！」


    「そういうプレイが趣味、ってわけじゃないよ？　ツヴァイに襲われたばっかだからな、色々と道具を隠し持ってんのさ、制服の中にね。自分の身を守り、人狼ビーストを仕留める道具だ。お前相手でも役に立つと思うけど？」


    「残念──こんなものくらい、どうってことないわ」


    　カガミは涼しい顔で、しゅぱんっ、と手しゆ刀とうによって手錠の鎖を断ち切った。断面はまるでレーザーメスで切ったかのようになめらかだった。


    「……あれ？」


    　呆あつ気けにとられるメロウの手首を摑み、カガミが逆さに絞しぼり上げる。途端にメロウの体勢は苦しくなってしまう。


    「でも一応、どんなもの隠してるかはチェックさせてもらうわ。君は油断ならないから」


    「…………っ」


    　まずは袖そでの中から、と手を伸ばしかけたところで、カガミの耳に不ふ穏おんな音が聞こえる。


    　カシャカシャカシャ、という機械音のようなごく小さな音。そしてその音と重なって、メロウが笑い声を上げた。


    「はははっ……予想通りで笑えてくるね。お前なら絶対にそうすると思った。ちょっと抜けてるとこあるからな、不用意に仕掛けを作動させるはずだってな！」


    　カシャン、という音を皮切りに、メロウの制服の袖口から、六枚の鋭い刃が、扇おうぎ状になって飛び出した。刃は一枚二〇センチほどで、厚さもないが、人の肉くらいならたやすく切り裂く鋭さを持っている。


    「敵に捕まった時用の仕込みナイフさ。お前が乱暴に触さわるから飛び出しちゃったじゃないか」


    「──！」


    　ばっ、とメロウの腕を投げ出したカガミだったが、しかしメロウの腕を摑つかんでいたカガミの手のひらは、飛び出した六枚の刃によって、幾いく重えにも切り裂かれてしまっていた。


    「いっ……！」


    　自分で手首を圧迫し、カガミは背中を丸め、手のひらからの出血を押さえる。そんなカガミを見下ろすように、メロウはすっ、と傍そばに立った。


    　六枚のナイフは、すでに袖へと収納されている。


    「──そんじゃ、静しず森もり。男女平等ってことで、手加減しないぜ？」


    「…………！」


    　カガミが、がばっ、と顔を上げたときには、メロウは固く握った拳こぶしを振り下ろしていた。カガミは光速にも匹ひつ敵てきする超加速で回避しようかとも思ったが、所しよ詮せん、ひ弱な中学生のパンチ。避けるまでもないと高たかをくくる。


    　それが、致命的な間違いだとも気付かずに。


    「だぁっ──！」


    　カガミの頰ほおを、メロウの拳が打ち抜いた。


    　カガミはのけぞるも、やはり想像していた通りの弱い威力。


    「……ふっ」


    　と笑ったカガミだったが、しかし、その一瞬後に、予想外の事態が発生した。


    　無意識に、メロウの拳から溢あふれ出る微弱な静電気──人狼ビースト殺しの電撃「浄化の切り札ラストジヨーカー」。本来なら人狼ビーストにしか通用しないはずのその能力だったが。


    　ばちばちっ、という激しい炸さく裂れつ音が響く。それはメロウの拳からカガミの手のひらへと伝わり──全身へと駆け抜け電裂スパークしていく。


    「あ、ぁぁあぁぁぁぁっ──！」


    　雷かみなりでも浴びたかのような、全身を焦がす電撃に、カガミの口から意識とは関係のない悲鳴が漏もれた。


    　その光景を、メロウはぼんやりとしか見ることができなかった。カガミに散々痛めつけられ、自分もまた意識を失いつつあったのだ。


    「なんで……お前に、僕の能力チカラが……あっ」


    　電スパ裂ークするカガミを前に、メロウもどさり、と地面に倒れ込んでしまった。


    　カガミからの連続攻撃、そして不意に発動してしまった『浄化の切り札ラストジヨーカー』。この二つが重なって、メロウの体はついに限界を超え、意識が途絶えた。


    



    　　　　　◆


    



    　それは、メロウの見た夢、記憶の回想。


    　三年前──メロウから家族を奪い、その運命を大きく変えた、悲劇の夜。


    　その夜、ザイトシティの上空に広がる漆しつ黒こくの夜空を、紫がかった奇妙な雲が覆おおい尽くした。そして、午後七時きっかり。唐とう突とつに赤い閃せん光こうめいた春しゆん雷らいの群れが、降り注ぎ始めたのだ。


    　人を狙ねらい次々と落ちる赤い稲いな妻ずま。窓の外に広がる異界の景色に、屋敷の自室にいたメロウは怯おびえと不安を感じ、豪ごう奢しやな造りのロココ調のベッドに潜もぐり込んでいた。シーツから顔を出し、暗い部屋を覗のぞくメロウ。二〇畳は軽く超えている広々とした自室も、こんな不気味な夜には、至る所に不安が広がっているような気さえしてくる。


    （なんだろう……怖いな……母さんや姉さんのとこに行こうかな）


    　意を決し、ベッドから飛び出したメロウ。そこにタイミングよく部屋の扉とびらが開いた。


    　入ってきたのは、メロウの父であるシロウ。シロウは肩で息をしながら息子の顔を見つめた。


    「……父さん？　なんでこんな早くに……？　あ、外の様子が変なんだ！」


    　父親の姿に安心し、メロウは駆け寄っていこうとしたが、シロウの姿の異変に気付き、足を止めた。


    「ねぇ、その服、血付いてるよ？　沢たく山さん……」


    　メロウはシロウの着ている白衣を指差した。白衣の袖そでや腰の部分には、べったりと血が染しみ込み、赤さび色に変色している。製薬会社の社長でありながら研究もこなすシロウは、家族にも度たび々たび白衣姿を見せることはあったが、血まみれなんてことは一度もなかった。


    　シロウはメロウの質問にも答えず、自分の方から駆け寄ると、メロウの体を強く抱きしめ、そのまま床へとしゃがみ込んだ。


    「メロウ、ナナミもネロも、俺が不ふ甲が斐いないばかりに間に合わなかった。でも、お前だけは助けてやる。絶対にだ！」


    　シロウは白衣のポケットから三本の注射器を取り出し、乱暴にメロウの服の袖をまくって、生白い腕をむき出しにする。しかし、メロウはそんなことよりも、母ナナミと姉ネロの名を出して、間に合わなかったと言うシロウの言葉が、気になって仕方なかった。


    「え？　どういうこと？　母さんは？　姉さんは？　父さん、何か答えてよ！」


    　わけのわからないまま、必死に問いかけるが答えは返ってこない。目の前のシロウは独り言のような言葉を呟つぶやきながら、真剣な顔でメロウの腕に注射器の針を押し当てた。


    「痛みは我慢しろ。こいつがお前の身を守ってくれる……くそっ、俺が新造体バーストの研究なんかしたばっかりに……こんなこと！」


    　一本、二本、三本、次々にメロウの腕に注射が打ち込まれる。何を注射されているのか、メロウにはわからず、とにかく不安だけが膨ふくらんでいく。


    「父さん、なにしてるの？　どうしちゃったの？　僕、怖いよ！　話してよ！」


    　丁ちよう度ど、三本目の注射を打ち終えたその時だった。


    　どさり、どさり、と何かを投げ捨てる音と共に、先ほどシロウが入ってきた時に開け放たれた扉とびらの向こうに、男が現れた──それも、異様に背が高く、獣けもののような獰どう猛もうな目をした男。メロウの目には恐怖のあまり、地獄の悪鬼のようなシルエットに映った。


    　しかも、男は、血まみれのメロウの母と姉を、部屋の入り口付近へとボロ雑ぞう巾きんのように投げ捨て、メロウとシロウを見て、にたりと笑っていた。


    「──姫ひめ草くさ博士。もう逃げ場はない。床に転がっているこれらと同じ運命を辿たどれ。さぁ、順番を決めろ、お前が先か、その子どもが先か」


    　男の声は今まで聞いたこともないような、しゃがれた不気味な声だった。メロウはがくがくと体を震えさせながら、床の上に腰を落としたまま、膝ひざを抱えて丸くなる。できることなら悲鳴を上げたかったが、そんなことしたらすぐに男に殺される、と思って、ぶるぶると唇くちびるを震わせることしかできない。


    　メロウは男を直視できず、男の傍そばで床に転がり息絶えている姉に自然と視線を移していた。口から血を流し、目を見開いたままの姉が、じっと怯おびえるメロウの姿を見つめていた。


    　何が起こっているのか。これが現実なのか。幼いメロウが受け入れるには残ざん酷こく過ぎる景色だった。


    　ぐにゃり、とメロウの視界が曲がっていく。気を失いかけているのだ。心臓の鼓動もありえないくらいに早く打ち続け、さぁ、と血の気が引いて皮ひ膚ふが冷たくなっていく。貧血で倒れる寸前のような状態だった。


    　そんなメロウの前に、シロウは立ち上がる。男からメロウをかばう為ため、シロウは両手を広げて、男を睨にらみ付けた。


    「メロウ、よく聞け。薬が効きくまでに僅わずかだが時間がかかる。その時間は俺が稼かせぐ──なぁ、メロウ。父を許せとは言わない。ただ、生き延びてくれ。お前の命は、俺が救ってみせるから」


    「許すって……なんのこと？　嫌だよ！　逃げようよ！」


    　メロウは涙交じりに自分を必死に守ろうとする父親の足へとしがみついた。


    　それと同時だった。ずぶり、と肉を抉えぐる音が、メロウの耳にこびりいたのは。


    　一秒前まで、部屋の扉とびらの外に立っていたはずの男が、六メートルはあったであろうシロウとの距離を詰め、目の前に現れていた。物理法則を無視したかのような、瞬間的な移動。


    「家族の愛情になど興味はない」


    　冷酷に言い切る男の右腕は、シロウの胸の真ん中を貫つらぬき、背中へと抜けていた。血まみれになった男の右手には、どくんどくん、と脈打つ心臓が握られていた。それは、紛まぎれもなくシロウの心臓だった。


    「あ、あぁ……駄目、それ父さんの……」


    「安心しろ、お前もじきに死ぬ」


    　ぐちゃ、と心臓を握り潰つぶし、男はシロウの胸からずるりと腕を引き抜いた。


    「はぁっ……はぁっ……」


    　メロウは呼吸を乱しながら、座ったままずるずると後ずさる。しかし、もう駄目だ、と諦あきらめていた。


    　今し方、シロウの胸を貫いた男の動きは常じよう軌きを逸いつしていた。メロウがよく読む漫画に出てくるような超人的な動きだった。そしてメロウは、漫画の登場人物なんかじゃない、か弱い小学生だ。


    　すでにメロウの脳は現状を理解することを放ほう棄きしていた。


    「夢……夢だ。噓うそだ……あるはずない……」


    　現実逃避の言葉を呟つぶやくメロウに、男は近づく。そして、確実に息の根を止める為ため、メロウの細い首をシロウの血で濡ぬれた腕で摑つかみ上げたのだが。


    「──なっ！」


    　男はメロウの前に現れてから初めて、驚きよう愕がくに声を震わせた。


    　なぜなら、メロウの体に触れた途端、ばちばちっ、と全身に電撃が走ったからだ。そして危険を察知した時にはすでに遅かった。


    「が、ぁぁがががっっっっ！」


    　男の全身が電スパ裂ークする。焼け焦げる肉の臭においが充満する中、メロウは目の前で起こった理解不能な事態を虚うつろな目で見つめていた。もう何がなんだかわからず、頭がくらくらと揺れている。


    「ど……ういう……はぁ……なんだ……」


    　しゃがれた声が途切れ途切れに何か呟いている。床へと崩れ落ちた男は、それでも辛かろうじて意識はあった。ずたボロの体を引きずって、必死に立ち上がる──そして半なかば意識を失いつつあるメロウを見つめ、再び手にかけようとしたのだが、男は気付く。メロウへ向けている自身の手がぶるぶると震え、メロウに触れることを拒否していることに。


    「ちぃっ！　……ク……ソ、がっ！」


    　男は汚らしい言葉を吐くと、メロウに背を向け、足を引きずって部屋から出て行く。その様子は、半死半生。ここから立ち去ったからといって、生き延びられるかはわからない、糸が切れかかった操あやつり人形のような姿だった。


    　去っていく男の背中を見ながら、メロウは無意識のうちに男に向かって手を伸ばしていた。しかし、意識が保てず、手を伸ばしたまま、小さな体は、ぐったりと床に向かって落ちていく。


    　遠のく意識の中、メロウの心に宿った感情、それは──。


    （……待てよ！　許さないからな……家族を奪ったこと、絶対に！）


    　復ふく讐しゆうの炎は、この時を境にメロウの胸に宿された。


    　そして、原理不明、手がかりはシロウの持っていた三本の注射器のみという謎なぞの能力──『浄化の切り札ラストジヨーカー』、人狼ビースト殺しの電撃のうりよくはこうしてメロウの身に備わったのだった。


    



    　　　　　◆


    



    「う……っ」


    　船酔いにも似た気持ち悪さを感じて、メロウは目を覚ました。


    　真っ先に目に入ったのは、オレンジ色に染まった空。仰あお向むけに倒れているのだと、すぐに状況が把握できた。


    「久々に見たな……あの時の夢」


    　ぐっ、と腹筋に力を入れて、上半身を起こす。場所は、裏校舎のままだった。腕時計を見れば、一時間あまり経過していた。


    （嫌な夢。あんまり思い出したくないのに……）


    　そうは思っても、振り切れるはずがない。


    　一夜のうちに家族を失った悲しみと怒り、憎ぞう悪お。


    　それがメロウを人狼ビースト狩りへと突き動かす原動力だ。


    　復讐──それこそ人狼ビースト狩りゲームの正体。全すべての人狼ビーストを殺し尽くさない限り、メロウの心に宿る復讐の炎は消えない。


    （でも、真っ先に殺さないと気が済まないあいつの姿が……やっぱり思い出せない。家族を殺したあいつ……どこにいる……）


    　ふるふる、と頭を振って嫌な記憶をかき消していく。と、そこに、メロウの目の前でぐったりと横たわっているカガミの姿が目に入ってきた。


    　しかもまたもやスカートがはだけ、下着が見えている。というか、そんな短いスカートなら、ちょっとしたきっかけで下着が見えても仕方ない。


    「ぱ、パンツ！　とか言ってる場合じゃないよな。こいつ……僕の電撃浴びて、どうにかなってたよな。なんでだ……？」


    　そう言いつつもやっぱり下着に目が釘くぎ付づけになっているあたり、やっぱりメロウも年頃の男子だ。


    　すると、天てん罰ばつとばかりに、ずきり、と頭の天てつ辺ぺんに痛みが走った。触さわってみると、軽くたんこぶができている。そこはカガミに思いっきり殴なぐられた場所だ。


    「……痛いって。ったく、みんなの平和を守る正義の改造人間様が、無抵抗な中学生ぶん殴んなよな」


    　メロウは意識を失っている正義の改造人間静森カガミに毒づき、そして改めて観察する。


    「そういや、昨日ツヴァイは、新造体バーストの部隊とか言ってたよな。こいつのことか……？」


    　新造体バースト、それがカガミの言うところの改造人間の総称だとするなら、悪者である人狼ビーストに、新造体バーストと呼ばれる改造人間が集結して立ち向かっている、なんていうテレビのヒーロー番組まんまな状況が想像できてしまう。


    （マジかよ。ザイトの夜に繰り広げられる新造体バーストと人狼ビーストの攻防。昼間は中学生、夜には正義の改造人間ってことか。裏の顔とかすげー格好いいじゃん。美少女戦士が目の前に！）


    　つんつん、とメロウは人差し指でカガミのほっぺたをつつく。すると。


    「……ん」


    　と吐息を漏もらした。


    「なんだこれ、ちょっと可愛かわいいぞ」


    　なおも突っつき続ける。その度たび反応があるので、間違いなく死んではいない。


    「気絶してる、だけ……はっ！」


    　今さらながら、メロウの視界に映るそれ。仰あお向むけになっているカガミの、目に毒な程ほどのＥカップが、双ふた子ごの山のように並んでいた。


    　突っついても起きない。目の前にあるおっぱい。周りには誰もいない。


    　メロウの欲望は爆発寸前だった。


    「…………ごく」


    　と、不純に喉のどを鳴らしたところで、カガミがわずかに体を動かした。


    「ん……」


    「──！」


    　吐息を漏らすカガミに、メロウはびくっ、と飛び上がり、三歩ほど後ずさる。たらり、と頰ほおに汗が伝い、喉が異様に渇いていた。


    （やっべ、魔が差しそうだったっ……！　寝込み襲って揉もむなんて……そんなド外げ道どうな奴やつになるもんか！）


    　息を吸って吐いて、深呼吸を繰り返し、乱れた心を落ち着かせる。


    　そして、メロウは改めて、意識を失っているカガミを見下ろした。


    「さて、どうするかな？」


    　散さん々ざん自分を痛めつけた相手だ。


    　気に掛ける義理なんてありはしない。


    　しかし、無防備なカガミの顔を見ているうちに、メロウのゲーム脳は、この状況に応じた二択を作り上げる。


    



    　①『知ったことか。見捨てて帰るに決まってる』


    　②『でも女の子だし……助けてやった方がいいんじゃないかな』


    



    　さて、メロウの選択はどっち。


    「ちっ、くだらないっ……答えなんて決まってるよ」


    　迷うことなく、メロウは自分よりも身長の高いカガミを、懸命に背中へとおんぶした。


    　その足の向かう先は、保健室だった。


    「こちとら何百本ギャルゲーやってると思ってんだよ、このシチュエーションで『見捨てる』選ぶなんてありえないだろ。ゲーマーの血が許さないって。別にこいつの攻略フラグ立てたいわけじゃないけどさ」


    　誰に言っているのかわからないけれど、メロウの言い訳は続く。


    「それにこいつ。僕と同じで、人狼ビースト狩る立場にいるんだしな。同志のよしみってやつだ」


    　──か弱い一般市民の代わりに、命張るのが私たちの務めなの。


    　メロウに背負われ、あどけない顔つきで眠る少女は、そんなことを当然のように言ってのけた。その言葉がメロウの心に引っかかっていた。


    （どんな事情か知らないけど……僕と同い年なのに、すごいよな。尊敬って言う程ほどじゃないけど。えっと、なんていうのかなこの気持ち……）


    「うんと、僕は静しず森もりのこと、好き……」


    （……なわけないし。同志として認めてもいいってだけだ。でも困ったな……散々殴なぐられたのに、嫌いになれそうにないや……こういうの友情フラグって言ったりしてな）


    　そんなことを考えながらメロウが顔を傾けると、メロウの肩にシフォンケーキみたいにやわらかそうなほっぺたを載のせ、カガミはすぅ、と寝息を漏もらしていた。


    　が、実はこの時。


    　カガミは、意識を取り戻してはいるものの、まだあまり体に力が入らない、という状態にあり──しかも、さっきのメロウの呟つぶやきは、ばっちりカガミの耳に届いていた。


    （噓うそ……今、私のこと好きって言った？　あんなに痛めつけたのに？　私のこと嫌な奴やつだって思って当然なのに。……姫ひめ草くさメロウ君、私の周りにいる男子どもとは違うのね……不思議……）


    　整理が付かない感情に、内心慌あわてふためくカガミは──。


    「…………なによ」


    　呟つぶやいて、顔を赤らめながら自分でも気付かないうちに、メロウの肩のあたりの制服を、ぎゅっと握ってしまっていた。
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    　　　四章　四重奏カルテツトは平穏を破壊する


    



    



    「姫ひめ先輩っ！」


    　カガミを保健室に連れていき、それからメロウは下校の為ために校門に向かった。すると、そこにヒツジが待っていた。


    　大きな襟えりに白いラインの入った、セーラー服を模もした紺色のワンピースの上から、薄いクリーム色のカーディガンを羽は織おった姿のヒツジは、校門に寄りかかっていた体をぴょん、と跳はねさせ、てててて、と小走りでメロウの元まで寄ってくる。


    　その頭には、人狼ビーストの証あかしである羊の角つのを隠すために、白いもこもこした素材でできた、大福みたいな形の丸い帽子を被かぶっていた。


    　制服でもないくせになぜセーラー服を模した私服を着ているのか、とか、こっちを笑わせようとしているわけでもないのに、巨大な毛玉みたいな帽子を被っているのはどうしてなんだろう、とメロウは思っているが、以前ヒツジに聞いてみたところ。


    「えぇ、可愛かわいいじゃないですか。女の子の間では最近こういうのが流は行やってるんですよ？」


    　と言われたので、それ以来、ヒツジの服装には突っ込まないことにした。女子の流行を男子が理解する日など、きっと来ないだろう。


    「ん、どうしたんだ？　学校の前で待ってるなんて珍しい。用があるなら家で待ってればよかったのに」


    「違いますよぉ。私は、姫先輩のボディガードする為に来たんですっ。ほら姫先輩、昨日ツヴァイに襲われちゃったから。今日も帰りを狙ねらわれないか心配で」


    「それもそっか。襲われてからお前呼ぶより手っ取り早いしな。ありがとな、ヒツジ」


    「えへへー、私は気が利きく子なんです」


    　えっへん、とまな板ばりの胸を張るヒツジ。しかし、その自慢げな表情はすぐにむっ、と曇くもり、メロウの体にぴったりと鼻先をくっつけると、すんすんと犬のようにメロウの制服の匂においをかぎ始めた。


    「むむっ、姫先輩の体からなんかいい匂いがします。これ香水ですよね？　なーんか、私ビビッと来ちゃいそうです……もしかして先輩、今まで女の子といました？」


    　至近距離から、じろりと顔を覗のぞき込まれ、メロウはとっさに顔を逸そらして顔を横に振った。


    「いいや、全然。香水？　あ、そうだ。昼休みに授業でわかんねぇとこ、女の先生に聞きに行った時に付いたんじゃね？　ほら、先生だって香水くらい付けるだろ？」


    「でもこの香水、一〇代後半の女の子たちの間で流行ってるものですよ？　先生がつけるかな？　それに、下校時刻から一時間も過ぎてます。今までなにしてたんですか……？」


    　普段はまん丸で可愛かわいらしいヒツジの目が、じとー、っと疑いの色に染まっていく。


    （ちっ……服の汚れ落としたし、破れてるとこないかもチェックしたのに。匂においは気付かなかった。マズい……？）


    　メロウの目には、ヒツジの体から黒いオーラが溢あふれ出ているように見えた。女の子と一緒だったことに、どうしてヒツジがこんなにも怒るのかメロウにはちっとも理解できなかったが──しかし、カガミとのことは誤ご魔ま化かさなくてはいけない。とメロウの直感が告げていた。


    「いやいや、今までずっと掃除してただけだって。やり始めちゃったら結構凝こるタイプでさ。トイレ掃除だったんだけど、タイルの一枚までぴかぴかに磨いてやったぜ」


    　メロウはとっさに噓うそをでっち上げる。しかしヒツジの両目には──ほんとぉ？　という文字がばっちり映っていた。


    　なので、焦りつつも今度は話題を変えてみる。


    「そんなことより。ちょっと聞きたいんだけどさ。新造体バースト、って言葉に聞き覚えある？　人狼ビースト狩りしてる連中らしくて、もしかしてお前も知ってるんじゃないか？」


    「ふぇ？　新造体バースト？　うぅん、聞いたことないです……。あ、でも」


    「なに？　なんか知ってるの？」


    「噂うわさっていうか人狼ビーストの間で流は行やってる都市伝説なんで、あんまり当てにならないんですけど。『鮮血の妖精オールレツドフエアリー』とか言ったかな？　血で赤く染まった服を着た女の子が、人狼ビーストを狩っていて、誰もその女の子の正体を知らない。っていうのは聞いたことありますよ」


    「『鮮血の妖精オールレツドフエアリー』ねぇ。それって最近の話？　そもそも人狼ビーストの間にも都市伝説なんて流行るんだ」


    「人狼ビーストなんてあんまり自分たちの正体も明かさないような連中ですから、噂なんて無む尽じん蔵ぞうにありますよ。『鮮血の妖精オールレツドフエアリー』の噂は、一年くらい前から聞くようになったような……」


    「そっか。でも噂だけじゃな……にしても、『鮮血の妖精オールレツドフエアリー』って、お前の『惨殺オーバーキルプリンセス』に匹ひつ敵てきする物騒な名前だな。そいつもお前と同じくらい凶暴だったりして」


    「都市伝説と比べられても困りますっ。それに、私、凶暴じゃないですよ？　姫ひめ先輩の前だといい子にしてるじゃないですかっ」


    「僕の前だけかよ……。あぁ、でもお前でも新造体バーストについて知らないか。やっぱあいつが起きるまで待って詳しく聞いてみればよかったか、しず……」


    　静しず森もり、の名を思わず出しそうになって、メロウはぐっ、と言葉を飲み込んだ。せっかく誤魔化せたのに、ここで女の子の名前を出すのはよくない。


    「そ、それよりさ、ヒツジ。お前の王子様探しゲームだけど、進展ないよな？　もうちょっとヒントくれてもいいんじゃね？」


    「それです！　今日はそのつもりだったのです。王子様探しをしてもらう為ためにも、姫先輩と行きたいところがあったんです！　こんなところで時間潰つぶしてるとすぐに夜になっちゃいますよ。ほら、すぐに行きましょ？」


    　さっ、と滑るようにメロウと腕組みをすると、ヒツジは、ほらほらっ、とはしゃぎながらメロウの体を引っ張った。


    「なぁ、どこ行くつもりだよ？」


    「パンダが丘のショッピングモールっ！　かなりおっきくて、沢たく山さんお店入ってるらしいんです！　前に一緒に行こうって約束したでしょ？」


    「……そういや、したかも。一か月前にリニューアルオープンだったっけ？」


    　パンダが丘とは東ザイトの最も極東に位置する、住宅街だ。隅っこにあるとはいえ、東ザイト中心部に出るのに便利な市電が通っている為ため、多くの人々が住んでいる。そんな土地に、一ひと月つき前、大型ショッピングモールがオープンした。交通の便のよさや、東ザイトでは珍しいショッピング施設ということもあり、注目されているスポットだ。


    「南ザイトまで出なくてもお買い物できるようになったのです。だから、たまには私の買い物に付き合ってください。姫ひめ先輩、いっつも人狼ビーストとゲームのことばっかりなんだから」


    「だって面白くないもん、お前の買い物って。服屋と雑貨屋ばっかり見るから」


    「私だって女の子なんです！　可愛かわいいものが大好きなんです！　いいから行きましょ？　人狼ビースト狩りゲームもいいですけど、私の王子様探しゲームもクリアしてもらわないと困ります。その為には、私ともっと仲良くした方がいいんですよ♪」


    「？　その理屈がまずわかんねぇ。なんでお前と仲良くするとゲーム攻略に近づくんだ？」


    「えへへー、秘密ー」


    　人狼ビースト狩りゲームは人狼ビーストを全滅させる、というシンプルな目的に対し、王子様探しゲームは、そもそも『運命の王子様』とやらの正体すら摑つかめていない雲を摑むようなゲームなのだ。


    （難易度高いってレベルじゃないよな。ヒントもなにもないクソゲーじゃねぇか……でも、約束しちゃったしな）


    「──わかった。今日はお前に付き合ってやる。でもその前に、腕を解ほどけ。学校の前で腕組みなんかして、誰かに見られたらどうすんだよ！」


    「下校時刻も過ぎてます。誰にも見られませんってば。ほら、ぎゅー」


    　腕組みに加え、ぴったり体を密着させられる。悲しいかな、メロウの力では人狼ビーストであるヒツジを引きはがすことができないのだ、筋力的に。


    　どうか同級生には会いませんように、と祈りつつメロウはヒツジと腕組みして駅へと向かうのであった。


    



    　　　　　◆


    



    　というわけで、ショッピングモールに到着。


    　東京ドーム三個分という巨大なモールの中は、ヨーロッパの歴史ある町並みをテーマに作られていて、石いし畳だたみの床やレンガ造りの壁、装飾の凝こった噴水なんかも設置されていた。そんな中、大小様々なショップが立ち並び、ここはお祭り会場か、と言わんばかりに買い物客で賑にぎわっている。


    「でかい……人多い……わけわからん……」


    　出入り口付近の壁にパネルとして掲かかげられているモールのマップを見上げ、メロウは呆あきれた表情を浮かべていた。


    　なにせ、モール内の店舗数は二五〇店という多さ。マップに細かく記された店舗名を見ているだけで、メロウはうんざりとしてきた。


    「この複雑さ、どう見てもダンジョンだろ。ボスはどこだよ……？」


    「姫ひめ先輩っ、またゲームの話して！　マップはもう見たんでしょ。早く行きましょ！」


    「まだ、マッピング用の方眼紙と方位磁石持ってないし」


    　などというメロウのうわごとには耳も貸さず、ヒツジはぐいぐいメロウの腕を引っ張って人込みの中、進んでいく。


    　この二人、はたから見れば可愛かわいらしい中学生カップルに見えるかもしれないが、ヒツジはまごうことなき人狼ビーストで、正体がバレればパニック必至だ。


    （それだけは勘弁してくれよ……この人込みじゃ、さすがにフォローしきれんからな）


    　そんなメロウの心配をよそに、ヒツジは鼻歌交じりで上機嫌だ。


    「るんるんるりるら♪」


    　人込み酔いと心配によってどんどん顔色が曇くもっていくメロウと、全身がきらきらと輝かんばかりに陽気を振りまくヒツジ。対照的な二人のデートっぽい買い物が始まった。


    　二人が最初に訪れた店は、有名どころからマイナーなところまで、キャラものグッズがずらりと並べられている、ファンシーショップ。遠目から見てもなんだか全体的にピンク色の色合いが目に付く店の中は、ヒツジと同年代くらいの女の子たちで賑わっていた。


    「うわ、うぜ……」


    「うざくないですー。どぉして姫先輩はそうやってすぐに斜しやに構えるんですか！」


    「苦手なんだよ。可愛いオーラ全開のグッズも。浮かれまくってる女子も！」


    「ほほう、見た目可愛いオーラ全開の姫先輩がそれを言いますか。当てつけですか？」


    「なぁ、ヒツジ。可愛いって男に向ける言葉じゃないよな。僕のこと、挑発してる？」


    「ゆるふわカールでベビーフェイスな先輩を形容するのにぴったりの言葉なのです。可愛いってのが嫌なら、なまらキューティクル、という褒ほめ言葉もありです」


    「なしです！　北海道弁を馬ば鹿かにすんな！　言っとくが僕は、クールでハードボイルドな男子を目指してんだ！」


    「……目指すだけならタダですよね。叶かなわぬ夢もあるのです」


    　にっこり笑顔でメロウの腕を引き、ヒツジは店内へと入っていく。


    （……こいつ、たまに笑顔で酷ひどいこと言うよな。あれが素すなのかな……）


    　妙に心が抉えぐられたメロウを引き連れ店内をうろうろするヒツジは、あるコーナーの前で立ち止まった。


    「見つけたっ！　『魔界大戦ヘルまてぃっく』コーナーですっ！」


    　きらりん、と目を輝かせるヒツジ。金属製の三段ラックのそのコーナーは、パステルカラーで統一されている他ほかのコーナーと違って黒や赤の配色ばかりでダークな雰囲気だ。


    「……ここ、ファンシーショップだよな？　なんで『ヘルま』のグッズなんてもんが……？」


    　三段ラック全すべてを埋め尽くしている『魔界大戦ヘルまてぃっく』グッズとは、家庭用ゲーム機、『ぴーえすさん』で発売しているＲＰＧゲームが元になって作られているものだ。


    　主人公である悪魔の少年が、吸血鬼や死神といった普段は悪役とされているキャラを仲間にして、魔界を舞台に魔王の座を狙ねらって戦っていく、というのが大おお雑ざつ把ぱな内容である。主人公からして悪魔である為ため、戦闘描写は過激で残ざん酷こくしかもクリア難易度も異常に高く、地獄系ＲＰＧなんて呼ばれ、人気のあるゲームだ。もちろん、メロウもプレイ済みで、ついでにメロウのプレイを隣で見ていたヒツジも嵌はまっていた。


    「こんなにグッズが出てたのも驚きだけど、だってこれ、結構内容グロいんだぜ？　いいのかよ、こんな店に並べておいて」


    「うーん。内容じゃなくて、キャラが可愛かわいければオッケーなんです。雑誌なんかにも取り上げられてて今、人気らしいですよ？　こーゆーのって確か、地ヘ獄ル可愛い、って言うらしいです」


    「ヘル？　かわ？　……もうわかんね。お前らの考えてることはさっぱりだ」


    「ともかく、可愛ければいいじゃないですか。ほらすごいですよ、キャラがつけてたアクセサリーなんかもグッズになってる！」


    　そう言ってヒツジが手に取ったのは、『ヘルま』の女性味方キャラがつけている、黒いハートに天使っぽい白い羽根がデザインされたネックレスだった。


    「確かに、すごいな。ゲームのグッズって割りにちゃんとしてんだ。これなら普通につけられそうだな」


    「うんうん、可愛いのですっ。……でもなぁ、今日はこれから買いたいものあるし、無駄遣づかいもできないのです……」


    「あっそ。買わないんだったら店にいても仕方なくね？　さっさと他のとこ行こうよ」


    「見てるだけでも楽しめるんです！　姫ひめ先輩も、一緒に見ましょうよ！」


    「なんか、お前って安上がりな奴やつだな……ん？　なんだこれ？」


    　ちらっと、メロウがコーナーから目を離すと、『ヘルま』ラックの隣に、クレーンゲームが設置されているのを見つけた。


    　クレーンゲームは、ゲーセンなんかにある大きな機体ではなく、メロウの背と同じくらいの小ぶりなもの。中の景品も、手のひらサイズの小さなぬいぐるみばかりだった。


    「お、この景品も『ヘルま』のキャラじゃん。しかも一回一〇〇円だし。ヒツジ、これならやってもいいんじゃないか？」


    「むぅ……確かにできますけど。私、そういうの難しくて取れたことないのです。あ、そだ。私が一〇〇円出しますから、姫ひめ先輩やってください。ゲーム、得意ですよね？」


    「うん、まぁ苦手じゃないけど、絶対取れるとは限らないよ？」


    「それがまた楽しいんじゃないですかっ」


    　言って、ヒツジはチャリン、と一〇〇円を機体に投入していた。すると、楽しげなメロディと共に、クレーンを操作するボタンが光る。


    「むぅ、こういうのは角度が重要で……」


    　さすがにゲームとなれば、メロウの顔も真剣になる。狙ねらうは、『ヘルま』随一の人気キャラ、魔界のお姫様キャンディちゃんのマスコット人形。


    「よしっ、ここだ！」


    　ぱしんっ、とメロウがボタンを押すと、すぅ、とクレーンがキャンディちゃんの体を摑つかみ上げようとしたのだったが──途中でぽとりと落下してしまった。


    「あ……」


    　残念そうになにも摑まないで戻ってきたクレーンを見詰めるメロウ。


    　が、次の瞬間。


    　すぽすぽすぽすぽ、と小さなマスコットが次々と、勝手に、景品ゲットの穴へと落下していく。


    　まるで、吸い込まれるように。


    「なんで……？　これ、どういう……って、おいっ！」


    　隣を見れば、ヒツジがしゃがみ込んでこそこそと、景品取り出し口へと黒い装飾銃の銃口を差し込んでいた。


    　ようするに、景品取り出し口の中に極小マイクロブラックホール弾丸を撃ち込んで、マスコットを吸い寄せていたのだ。


    「えぇっと、加減が難しいのです……いつもより威力の弱いやつを……」


    「…………そこのヒツジさん、なにやってくれてるんでございましょうか？」


    　メロウの呼びかけに、びくりっ、と肩を震わせてヒツジは顔を上げた。


    　青ざめた顔のまま、ヒツジはその手に一〇体以上のマスコットをごっそりと持っている。


    「え、と。違うのです。私は、姫先輩の手助けをしたかっただけで……」


    「欲しかっただけだろ！　駄目だ！　ずるしてゲットなんてルール違反だ！　店員さんに返してきなさい！」


    「…………は、はぁい」


    　しょんぼり肩を落として、ヒツジはマスコットとお別れすることとなった。


    「というか、ほいほいお気軽に超能力使うんじゃないっ！　お前の能力は、そんなしょうもないことに使っていいもんじゃないんだからなっ」


    「えぇー。手の届かない棚の上のもの引き寄せたり、ゴミ吸い取ったり、便利なんですよ？」


    「そのレベルでブラックホール発生とか勘弁してくれ。洒しや落れにならんって！」


    　店を出てまでメロウに怒られるヒツジだったが、ひとしきり説教された後は気を取り直して。


    「それじゃあ、次行きましょー。ふふん♪」


    「なんか嫌な汗かいたぞ……銃取り上げとくべきかな……」


    　釈然としないままメロウはヒツジに付いていく。ＨＰヒツトポイントもＭＰメンタルポイントも地味に削られていくデートだった。


    　そんなこんなで、二店目突入。


    　今度の店は、ランジェリーショップ。


    「って待て待て！　さっきの店より酷ひどくなってんだろ！　男連れで来るとこか、ここは！」


    　と喚わめくメロウを強引に引きずって、ヒツジはご機嫌に店内へと入っていく。


    　セクシーな下着を着ているマネキンがお出迎えしてくれている、女性モノの下着が所狭しと並ぶ店内。


    　ぐるっ、と店内を見渡したヒツジは、はっ、と何かに気付き、顔を真っ赤にしてメロウの胸を両手でぽかぽか叩たたき始めた。


    「ちょ、ヒツジ……どうしたっ」


    「だって姫ひめ先輩と選ぶなんて！　私がどんな下着つけてるか、バレちゃうってことじゃないですかっ。ダメダメっ、そんなの恥ずかしすぎるっ！　きゃーっ！」


    「……はぁっ!?　お前が無理やり連れてきたんだろうがっ。こんな恥ずかしいとこに！」


    「だって、この間、買った雑誌に『ラブ度一気に上昇！　彼氏と一緒にランジェリー選び♪』って記事が……」


    「噓うそに決まってんだろ、燃やしてしまえそんな雑誌！　男は気まずいだけなんだよ。それと、僕はお前の彼氏じゃない！」


    「彼氏じゃないかもだけど、王子様だもん！　王子様は優しく私を見守ってくれてなきゃ駄目なんですっ……って、でもでも、やっぱり恥ずかしいぃっ」


    「どっちなんだよっ！」


    　なんて、店内で騒いでいると、クールビューティーな雰囲気の店員さんがすっ、と近くに寄ってきて、咳せき払ばらい一つ。直訳すると「お前らうるせぇ」という感じだ。


    　店員さんの冷たい視線に気付いたメロウは、とりあえずヒツジの首根っこを摑つかんで、店の外までダッシュ。


    　メロウは、ランジェリーショップから一〇メートルは離れているベンチのある辺りで立ち止まり、ようやくヒツジの首根っこから手を放す。


    「急に酷ひどいですよ、姫ひめ先輩っ。私、まだ全然、下着見てないですっ」


    「……あのな、酷いのはお前の方だ。あんな罰ゲームみたいな状況に巻き込みやがって」


    「むぅ。それについては謝ります。っていうか、私も恥ずかしかったです」


    「それならな、今度はお前一人で行ってこい。大丈夫だよな？　お前ちょっとはしゃぎすぎだから、気を付けろよ？」


    「それは、姫先輩とのお買い物だからっ。はしゃいじゃうのも仕方ないのです」


    「それにしたって、お前は心は人間でも見た目は人狼ビーストなんだから。ちょっとは気を使え。こんな人込みの中で人狼ビーストだってバレたら洒しや落れにならないんだぞ」


    「大丈夫ですよ、今までだって一人で買い物したりしてましたけど、バレたことなんてないのです。それに、バレたって、命が惜しくなかったら騒ぐな、とか言ったらどうにかなりますって。えへっ」


    「可愛かわいく笑ったらなんでも許されると思うなよ！　なんだよ、そのまるっきり強盗みたいな台詞せりふは！　お前、ちょいちょい考えが物騒だぞ？」


    「うふっ。物騒なのは思考だけで、実行しないので大丈夫です☆」


    　ウィンクかましながら言われても、まったく信用できない台詞だった。


    「……もういいよ。さっさと行けよ。あ、でもさ。下着ならメイドに用意させてるだろ？　わざわざ自分で買う必要ないじゃん」


    「いいえっ、自分で買わなきゃ駄目です！　だってメイドさん、なんでかスポーツブラジャーばっかり買ってくるんですよ！　花も恥じらう一三歳の乙おと女めはもっと可愛い下着が欲しいのにぃ！」


    　急に語尾が強くなるヒツジに、メロウは圧倒されつつも。


    「いいじゃん、お前のぺったんこな胸なら、なにつけても同じだろ？」


    　と言おうかどうか迷ったが、ヒツジの血走った目に見つめられ、とてもじゃないが口にはできなかった。


    「今日こそ、可愛い下着をゲットするです！　さようならスポブラ！　こんにちは、えっちな下着！」


    　妙な決意をするヒツジを見送って、メロウはぶらりと歩き出す。


    （確かメイドには動きやすそうな服を用意しろ、とか伝えたはずだけど、そのせいでそんな下着ばっかりになっちゃったって線は……まぁ、いいか。僕には関係ないし）


    　なんにせよ、メロウ同伴でランジェリーショップに入る、という罰ゲームが回避できたことにほっと一息ついた後、メロウはざっ、と辺りを見渡した。


    　この辺り一帯は、女子中高生向けの年齢層に合わせた店が密集している場所らしく、暇ひまつぶしにメロウが入れるような店は一軒も見当たらない。なので、メロウは近くにあったベンチに座ると同時に、学生鞄かばんから携帯ゲーム機を取り出した。


    （さてと、これさえあればいくらだって暇ひまは潰つぶせるけど……結局、王子様ってのは何なんだ？　わかんないよな。格好いい男子ってことか？）


    　メロウは自然と通行人たちへと視線を泳がせる。基本、女の子だらけのフロアだったが、なかには彼氏連れの子もいて、ちらほらと男の子の姿も見かける。


    （つまりはヒツジが好きそうな男子を見つける、とかそういうことなのかもな。……にしても、あいつの好みなんてわかんないし。あぁ、やっぱクソゲー、マジクソゲー）


    　むっ、と顔を曇くもらせ、メロウが通行人たちを見ていると──一人の女の子と目が合った。メロウの座っているベンチから五メートルも離れていない場所、チェーン系アイスクリーム屋の壁際に立っているその女の子は、じとっ、とした視線でメロウのことを見詰めていた。


    　女の子は見た目、メロウと同い年くらい。黒髪の切り揃そろえられたおかっぱ頭をしている。その子はメロウと目が合っても決して逸そらさず、どこか恨みがましいような視線でメロウのことを見ていた。


    「……なんだ？」


    　あからさまに怪しい。メロウは女の子から視線を外しつつも、視界の隅で観察する。


    　黒いロングコートで全身をすっぽり覆おおっているシンプルな姿。格好にそれといった特徴はなく、顔に覚えもない。ただ、メロウを見詰めながらも、手元の茶色い紙袋からなにかを取り出し、しきりに口へと運んでいるのが気に掛かった。


    （なんだよ、あの目つき。僕、見ず知らずの子に恨みでも買ったかな？　……なんか嫌な感じだ）


    　メロウはベンチから立ち上がり、そのままふらりと歩き始めた。すると、女の子もメロウの動きに合わせるように動き出した。


    （付いてきた……さて、どうしたもんかな）


    　たたっ、とメロウは小走りになって、人込みに紛まぎれていく。すると女の子はランジェリーショップの方を一瞬気に掛けながらも、やはりメロウの後を追って、小走りになった。


    　メロウはふらっと、適当な店に入って買い物してみたり、入ったかと思えばすぐに出てきたり、と女の子にとって予測不可能な動きを取る。


    　そして、数分も経たたずに、もといたベンチのある辺りまでやってくると、ベンチの傍そばにあった自販機の前で立ち止まる。


    「あぁ、ここにあったか。無駄足踏んじゃったな」


    　わざとらしい台詞せりふを吐いて、自販機でジュースを買った。そして振り返ると、やはりメロウから五メートルくらい距離をあけた場所で、女の子はじとっとした視線をメロウへ向けていた。


    （怖いって！　なんだよストーカーか？　それとも人狼ビースト絡がらみってのもありえるかも。ともかく──）


    　ジュースを何口か飲むと、蓋ふたを閉めて鞄かばんに詰め込み、メロウはその足でランジェリーショップへと向かった。


    （ヒツジと合流した方がいい。狙ねらわれてるかもしれないし……でもなんだって僕が下着売り場になんて……！）


    　仕方ないとはいえ、男子が一人でランジェリーショップに踏み込むなんて、羞しゆう恥ちの極みだ。頰ほおを赤く染め、メロウは嫌な汗をかきながらも、店内を進んでいく。が、ヒツジの姿はなかなか見つからない。


    　すると、学生服姿の男の子が入ってきたのを不思議に思った女性店員さんがメロウに話しかけてきた。


    「あの、お客様。なにかお探しでしょうか？」


    「あ、あぁ……さがしてる。えと、その」


    　店に入るだけでも恥ずかしいのに、この上、店員さんと話すなんて、恥ずかしすぎて逃げ出したい衝動に駆られるメロウだったが、なんとか堪こらえて、会話を続ける。


    「僕と同じくらいの年の、頭に白いもこもこした帽子被かぶった女の子を捜してるんです。知り合いなんです」


    「そうでしたか。その方でしたら、今、そちらの部屋に入ってらっしゃいますが──」


    　店員さんはまだ言葉を続けていたが、聞き終える前にメロウは店員さんが指差している部屋へと向かっていた。


    　焦っているメロウは気付いていないが、その部屋というのが、扉とびらの代わりにカーテンで仕切られた一畳にも満たない小さな個室。洋服店ではお決まりの、試着室というやつだ。


    　で、試着室とはもちろん試着する為ための部屋であって、たいていその中では。


    「ヒツジ、さっさとここを出るぞ」


    　メロウはカーテンを摑つかむと、しゃーっと勢いよく引くと、そこには当たり前といえば当たり前の光景が広がっていた。


    「えっ？　なっ！　ふぇぇっ!?」


    　白いレースのブラジャーを試着中のヒツジは、突然開いたカーテンとその向こうに立つメロウの姿に、状況が理解できず、ただただ顔を真っ赤にして驚くことしかできなかった。


    「お客様、まだ試着中でして。今、開けますと……」


    　背後からメロウを引き留める店員さんの声が聞こえるが、時既すでに遅し。


    　ヒツジの下着姿とマシュマロのような白い肌を目の前に、メロウはぴしっ、と氷の彫刻のように固まっていた。


    「あ……と、な……」


    　こんな状況でとっさに言い訳なんて出るはずもない。その上、ようやく状況を理解しつつあるヒツジは、両腕で胸を覆おおい隠して、きっ、とメロウを睨にらみ付けている。


    「むぅぅぅぅー！　姫ひめ先輩、サイテー!!　全力でお仕置きなのです！」


    　目に涙を浮かべつつも、わなわなと拳こぶしを震わせるヒツジを前に、メロウはもう一生このまま固まっていたい、と現実逃避に走っていた。


    



    　　　　　◆


    



    　メロウの現実逃避は、ヒツジによる左頰ほおを抉えぐる天てん誅ちゆうの一撃によってあえなく失敗に終わった。


    　赤く腫はれた頰ほおをさすりながら、メロウはヒツジを連れてモール内を歩いている。


    「もうっ、姫先輩不注意すぎです！　普通、わかるじゃないですか、試着室だって！」


    「仕方ないだろ、急いでたんだから。それに僕だって恥ずかしい思いしたんだからな！」


    「知りませんよ。そうやって姫先輩は偶然を装って、私の裸見たかっただけじゃないんですか？」


    「誰がお前の裸なんか！　前にも言ったが、お前の裸になんてちっとも興味ないんだよ！　っつーか、小学生並みだろ、お前」
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    「むかー！　言いましたね！　私だってできることなら、もっと色んなところが成長してほしいのに！」


    「案外、ずっとその体型のままだったりしてな……」


    「姫ひめ先輩？　私、まだ怒ってますよ？　なんなら今ここで姫先輩の全すべての指の生なま爪づめ剝はいだっていいんですからね？」


    　怒りの籠こもった微笑を浮かべるヒツジに、全身総そう毛け立つメロウ。このままヒツジの機嫌を損ねたままにしておくわけにもいかないので、メロウはとっておきのアイテムをポケットから取り出した。


    「そ、そうだ。これやるよ……別に許して貰もらう為ために買ったわけじゃないからな。お前を待ってる間、色んな店に入ったから、ついでにな」


    　差し出されたのは、ピンク色の小さな包み。包みにはさっき行ったファンシーショップの名前が書いてあった。


    「なんですか……？　って、ふわぁっ。これ、なんで？」


    　包みの中から出てきたのは、ヒツジが買おうか迷っていた『ヘルま』グッズの一つ、羽根付き黒ハートのネックレスだった。


    「でもでもっ、こんなのプレゼントして貰っちゃって、いいのかな？　私、お小こ遣づかい貯ためて自分で買おうと思ってたのに」


    「いらないならお前が返してこいよ。もうお前のもんなんだし。返品しようが捨てようが勝手にしろ」


    「捨てるとか言うなぁ！　宝物にするんだから！」


    　本マ気ジな形ぎよう相そうでネックレスを握り締めるヒツジに引きつつも、メロウはむぅ、とふくれているヒツジの頭をこつん、と小突いた。


    「ふえっ……なにするですか？」


    「お前さ、欲しいもんあるならちゃんと言えよ。別にそれ、そんなに高いもんでもないし。僕たちパートナーだろ？　もうちょい、甘えたりねだったりしてもいいんだぜ？　たまになら、の話だけどな」


    「は、はい……気を使わせちゃってごめんなさい。……でも私なんか、欲しいものねだるなんてずうずうしいのです。私、なにをやってもうまくいかないから、せめて人に迷惑かけないように生きないと、駄目なんです……」


    「はぁ？　お前、そんなこと考えてたの？　こっちは迷惑だ、なんて思ってないぜ？　それになにやってもうまくいかない、とかそんなことないだろ」


    「そんなことあるんです……私、昔っからダメダメのダメ子なのです」


    「……じゃあ、そのネックレスは、人狼ビースト狩りをうまくやってるお前へのご褒ほう美びってことにする！　お前はちゃんと僕の役に立ってるよ、迷惑もかけてない」


    「むぅぅ……ご褒ほう美び、ですか。私、ちゃんとやれてるのかな……」


    　じぃっとネックレスに目を落としたヒツジは、えへっ、と小さく笑ってからさっそくネックレスをつけてみた。


    　ヒツジの胸の上で、羽根の生はえたハートマークが、嬉うれしそうに揺れていた。


    「うむ、よしよし。機嫌直ったな、ちょろい奴やつめ」


    「姫ひめ先輩、心の声が漏もれてますよっ。……まぁ、嬉しかったから許してあげますけど。じゃあ、次はどこ行きましょうか？　あっちにアイスクリーム屋さんありましたよね？　食べたいかも」


    「悪いな、お前に付き合ってやりたいけど、ちょっと邪魔が入りそうでさ。お前を迎えに行った理由もそれなんだけどな。どうも僕、つけられてるっぽい」


    「なんだ、そのことですか。それならここに来た時から、ビビッ、と気付いてましたよ。──四人、ですよね。私たちを追跡してるのは」


    　四方に視線を泳がせつつ、ヒツジは事もなげに言い切った。


    「え!?　一人じゃないの？　黒いコートのおかっぱの女の子！」


    「うぅんと、みんなおかっぱで、黒いコートだったんですけど……しかも顔も同じだから四つ子なんでしょうかね。黒髪おかっぱ、赤髪おかっぱ、白髪おかっぱ、ピンク髪おかっぱ、の四人です。個人的にはピンクの子がアニメキャラっぽくて好きです」


    「そんな感想聞いてないよ！　お前……気付いてたならなんで教えてくれなかったんだよ？」


    「だって、教えたら姫先輩お買い物付き合ってくれなくなると思って……。相手がなんにもしてこないなら、無視しちゃえばいいじゃないですか」


    「そういうわけにもいかない。僕らを追跡する理由も知りたい。場合によっちゃ、人狼ビースト狩りゲームの障害になる可能性だってあるんだぞ」


    「うぅん……姫先輩がそう言うなら、じゃあ、ちょちょいとひねってきます。デートの邪魔するんなら、容よう赦しやはしませんっ」


    　そう言うと、ヒツジの目つきが明らかに変わった。獲え物ものを狙ねらう人狼ビーストの目だ。獰どう猛もうかつ確実に、敵の位置を見定めている。


    　しかし、メロウはヒツジの手を摑つかみ、止めに入る。


    「ここじゃ駄目だ。人が多すぎる。僕にいい考えがあるから……って、え？」


    　メロウは驚きの表情で、握ったヒツジの手を見つめた。ヒツジも、不思議そうにメロウの手を見ている。


    「どうかしました？」


    「いや、だって、これ。すげぇ熱いんだけど、ヒツジの手」


    　メロウが指摘した通り、ヒツジの手は、高熱を宿していた。まるで質たちの悪い風か邪ぜにかかった時のようだ。


    　メロウがそう言うと、ヒツジはさっ、と手を引っ込める。そして、えへへへ、と照れ隠しの笑いを漏もらす。


    「バレちゃいました？　戦闘モードに意識切り替えると、体が熱くなっちゃうんです。人狼ビースト特有の現象ですね」


    「──なんだ。そうか。僕はてっきり、具合でも悪いのかと思って心配したぞ。そういうことは事前に教えといてくれ」


    「わかりましたー。ご心配なく、私は元気ですよぉ。さっきだってはしゃいでたじゃないですか」


    「そうだよな、お前って無駄に丈夫そうだし……」


    「無駄ってのが気に掛かりますが、聞き流してあげます──で、あの女の子たちを仕留める、いい考えっての教えてください。私、姫ひめ先輩の言う通りにしますから」


    「そうだな。じゃあまず、相手が望むようなシチュエーションを用意してやるか」


    　メロウがすぐ傍そばにあった壁を見上げる。そこにはちょうど、フロアマップがパネルとなって掲かかげられていた。


    　フロアマップである場所を確認すると、メロウはヒツジを連れて歩き出した。ヒツジに、四人の追跡者がメロウの動きを追っていることを確かめると、メロウたちはそのまま四階層に分かれているモールを、下へ下へと降りていく。


    　目指すは、一階のさらに下。


    　地下駐車場。


    　そこにはおそらく数千台の車が並んでいるコンクリート打ちっ放しの広々とした空間。敷地面積はおおよそ学校の運動場グラウンド一〇個分くらい。


    　メロウとヒツジがやって来たのは、白色電灯に照らされたどこか寒々しい空気漂ただよう駐車場の、最端。モールの入り口から一キロ以上も離れている場所なので、ほとんど人がやって来ない場所だろう。車も数台しか止まっていない。


    「かなり歩いたな。疲れたよ……さぁ、いい場所探してやったぜ？　僕らに用があるんだろ。出てこいよ」


    　コンクリートの壁や床には、メロウの声がよく響く。


    　声の残響がかき消えるよりも早く、壁や柱の陰からメロウたちの前へと、四人の女の子が打ち立てられた太い柱の陰から出てきた。


    　殆ほとんどが、メロウと同じくらいの年の、小柄な女の子。そして見覚えはない。


    　ヒツジが言ったように、彼女たちの血色の悪い色白の顔はコピーしたかのように同じ作りをしていた。四つ子、なのだろう。黒赤白ピンクと髪の色を分けることで、自分たちを区別しているらしい。


    「ばりぼりばりぼりばりぼり」


    　黒おかっぱの女の子が、手元の茶色い紙袋からなにかを取り出しては、しきりに口へと運んでいる。


    　さっきまで黒いコートで全身すっぽり覆おおっていたのだが、出てきた女の子たちの服装は変わっていた。


    　赤いワンピースに白いエプロン、赤い靴くつ。そして、頭には赤い頭ず巾きん。童話に出てくる赤頭巾そっくりの出いで立ちだ。


    　ただし、童話と違って四人の赤頭巾はその手に、自分たちの身長よりも大きな、恐らく二メートルはあるだろう鈍にび色いろの重火器を持っていた。形からして、火炎放射銃だ。


    「ばりぼりばりぼりばりぼり」


    　メロウとヒツジの真正面に、赤頭巾が四人揃そろって整列する。お互いの距離はざっと一〇メートルほど。


    　すると、紙袋に手を突っ込んでいた黒おかっぱの手が止まった。視線は、じっとりとメロウを捉とらえている。


    　そして黒おかっぱが唐とう突とつに口を開いたかと思えば。


    「君、ちっちゃくて可愛かわいい。それに女の子みたい。ペットにしたいな……」


    　出会い頭がしらに、メロウに言っちゃ駄目ワード連発したのだった。


    　ぴくり、とメロウのこめかみがひくつく。
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    「上等な挨あい拶さつどうもありがと。全力で喧けん嘩か売りにきたって解釈でいいのか？」


    「？　なに怒ってる？　あぁ、きっと君、これ、気になるんだね。ほら」


    　まったく見当違いな受け答えに、メロウは肩すかしを喰くらった感じだった。


    　黒おかっぱは片手に収まるくらいの茶色い紙袋をメロウに向かって掲かかげている。当然、メロウに紙袋の正体がわかるはずがなく。


    「……はぁ？」


    　と首をひねる。すると、黒おかっぱは紙袋の中からざらりとひと摑つかみ、中身を取り出し、メロウに見せつける。黒おかっぱの手にこんもりと盛られているのは、銀色の塊かたまり。よく見れば、それは一センチほどの小さな釘くぎの塊だった。


    「私、いっつも貧血気味なの。だから鉄分摂取がマジ重要──ばりぼりばりぼりばりぼり」


    　黒おかっぱは釘の塊を口へと詰め込み咀そ嚼しやくすると、隣に立つ赤おかっぱへと紙袋を手渡した。赤おかっぱも当たり前のように釘を食べ始める。どうやら、貧血気味なのも、釘を食べる趣味なのも、姉し妹まい共通らしい。


    「……えーと、電波さんは引っ込んでくれない？　で、誰か僕とまともに会話できる人、いる？」


    「どちらかと言うと、私が一番おしゃべり。だから、私が会話する……うぅ、鉄分が足りなくなってきた」


    　ふらりとよろめくように、一歩前に踏み出したのは、黒おかっぱだった。印象からして一番電波ってそうな子だ。


    　メロウはうわ、と声を上げそうになったのを抑え、話しかけた。


    「それじゃあ、まず君たちはどこの誰で、僕になんの用があるのか教えてくれないかな？　えっと、釘、食べながらでいいからさ」


    「助かる、ばりぼりばりぼりばりぼり──私たちは『赤色頭巾レツドスカーフ』五番隊の一員。人狼ビースト討とう伐ばつ部隊の一員。現在の標的はツヴァイ」


    　会話、というより、情報を並べただけ、みたいな話し方だった。


    「ごめん、ちょっとストップ。もうすでにわかんないんだけど、『赤色頭巾レツドスカーフ』五番隊ってなに？　君ら、静しず森もりカガミの仲間？　あと、新造体バースト、とかいう人たち？」


    「…………ばりぼりばりぼりばりぼり」


    「話す気なしか……」


    「ばりぼりばりぼり──えぇ、話す気はない。愛いとしい愛しいカガミおねーさまが私たちの隊長だなんてこと、カガミおねーさまと私たちだけの秘密、だもの」


    「うーんと、無表情で言われると天然なのか無表情なのか測りかねるんだけど……おっけ、少しだけ君らのことがわかった気がした。でも、おねーさまって……」


    「カガミおねーさまは、唯ゆい一いつ無む二に、絶対至上のおねーさま。らぶー」


    　メロウの前に現れてから初めて、黒おかっぱの表情が変わった。カガミの名を口に出すとき、ぽっ、と僅わずかに頰ほおを紅潮させるのだ。まるで恋人の名を呼ぶ時のように。


    「できれば触れたくないな、そこら辺の事情。……えっと、それで、話続けてくれるかな？」


    「うん。それで、姫ひめ草くさメロウと百ゆ合り原はらヒツジに会いに来たのにはわけがある。上からの命令。百合原ヒツジにツヴァイ討とう伐ばつを協力してもらうよう言われている。百合原ヒツジは最近になって、人間に協力的だから」


    「違うもん、私が協力してるのは姫先輩だけなんだからっ。あなたたちみたいな正体不明の赤あか頭ず巾きんちゃんとなんか、協力してあげませんっ」


    　もっともな意見だった。自分たちの正体を明かさず、手を貸せなんて、交渉の仕方がまず間違っている。


    　黒おかっぱはヒツジの言葉を聞くと、うん、と深く頷うなずいた。


    「それでいい。協力なんてしなくても。上はわかってない。ツヴァイなんて私たち四人いれば倒せる。なのに人狼ビーストを仲間にしろだなんて、馬ば鹿かにしてる！　だから、私たちは、百合原ヒツジ以上の実力を持ってることを、お前を倒して証明する──！」


    　がしゃり、と四人同時に、火炎放射銃の銃口をこちらに向けた。燃料タンクが銃身と一体となった、四〇キロ以上ある巨大な重火器を、赤頭巾の少女たちは造ぞう作さもなく構えている。


    「そういうことか。君らは自分たちで手柄立てたいわけだ。でもね、僕だって人狼ビーストを根こそぎぶっ殺して、全滅させるってのが目的なんだ。人狼ビースト倒したいのは君らと同じ。だから、敵対するのもおかしくない？」


    「ばりぼりばりぼりばりぼり──言いたいことはわかる。けど、私たちだって、愛いとしのカガミおねーさまに認められて、より一層らぶーな関係になるには、こうするしかない。ちっちゃくて可愛かわいい君をいじめるみたいでごめんだけど、仕方ない」


    「──おい、これで二回目だ」


    　ぴりっ、ぴりっ、とメロウの全身から青白い火花が散った。メロウは静かに、しかし確実に怒っていた。


    「僕のこと、ちっさいとか可愛いとか言うんじゃない！　そういう心ない言葉が、僕は一番嫌いなんだっ！」


    「怒っちゃった……なら私たちも攻撃を開始する」


    　辺り一面を焼き払うのに充分な威力を持った重火器はメロウたちに狙ねらいを定めている。けれど、メロウもヒツジも、冷や汗一つかいていない。その態度が、赤頭巾たちを苛いら立だたせる。


    「百合原ヒツジは焼き殺すとして、姫草メロウはどうするの？」


    「生かしたまま捕まえてペットにしたい。ほんとに気に入っちゃった」


    「あ、そ。勝手にしなさいよ」


    　隣に立つ赤おかっぱとそんな会話を交わした直後、黒おかっぱは、じゃりっ、と釘くぎの詰まった紙袋を地面に投げ捨て──四人の赤あか頭ず巾きんは呼吸を合わせる。


    　まったく同じタイミングで引き金が引かれ、火炎放射銃が火を噴ふいた。


    　ごおぉぉっ!!　と四つの銃口から炎の渦うずが、押し寄せる。三〇〇〇度以上の熱の塊かたまりは、瞬またたく間に広がり一〇メートル先に立つ、メロウとヒツジを呑のみ込もうとした。


    　炎に呑み込まれれば、メロウは当たり前だが、ヒツジだって無事ではいられない。けれど、ヒツジは焦らない。この程度の修しゆ羅ら場ばならいつだって切り抜けてきた。


    「随分とぬるいんですね、あなたたち──」


    　まるで早撃ちのガンマンのように素早く、太もものホルスターから装飾銃を引き抜いたヒツジは、炎に向かって極小マイクロブラックホールの弾丸を撃ち出した。


    　発射されたビー玉サイズの弾丸は、真まっ直すぐに炎に向かって飛び──ぎゅるん、と炎を吸い込む。


    　極小マイクロブラックホールの闇やみは、一秒もかかることなく、紅くれないに燃える熱波を根こそぎかき消した。


    　それを見た黒おかっぱは。


    「燃やし続けるっ。そうすれば、百ゆ合り原はらヒツジのスタミナは切れ──って？」


    　と言いつつ、途中で言葉を詰まらせる。なぜなら、炎がかき消えた先で、メロウが一人っきりで立っているからだ。


    「百合原──っ!?」


    「なんですか？」


    　黒おかっぱの真後ろで、ヒツジは呼びかけに返事した。


    「……っ！」


    　はっ、と重火器を摑つかんだまま振り向こうとした黒おかっぱだったが、その時にはすでに、黒おかっぱの背中に向かって、ヒツジの細い腕が唸うなりを上げていた。


    　天井に向かって振り上げられる拳こぶし。黒おかっぱはガードすることもできず、べきべきっ、と自分の背骨が粉ふん砕さいされる音を聞いた。一〇〇キロ以上の鉄球が直撃したかのような感触。


    　しかもそれだけでは済まない。四〇キロはある重火器を持ったままの黒おかっぱの体が空中へと吹っ飛ばされ、ずずんっ、とコンクリートの天井へとめり込んだ。少女の型が天井へと刻まれる。


    「がはっ……」


    　口から体液を吐き出し、白目を剝むいた黒おかっぱは意識を失って地面へと落下する。


    　そんな黒おかっぱの姿を見て、残り三人の赤頭巾たちは、一瞬あっけにとられてしまった。


    　猛獣が、傍そばにいるというのに。


    「がるるるるるる──っ。なんちゃって」


    　おどけた口調とは正反対の、獰どう猛もうかつ迅じん速そくなヒツジの攻撃が、三人を襲う。


    　赤あか頭ず巾きんたちは、これまで四つ子ならではの息の合った攻撃で、人狼ビーストを相手に勝利してきた。それなりに自信を付けつつもあった。


    　けれどこの瞬間、完かん膚ぷ無なきまでにそんな自信は砕くだける。


    　避けられない速度で迫り来る拳こぶし、ガードしても砕かれる骨、流れるように人体を破壊し、戦闘不能に陥らせる技術。


    　どれをとっても、ヒツジには敵かなわなかった。人狼ビーストとはこれほどまでの怪物なのかと、認識させる。


    　一分にも満たない時間で、ヒツジは四人の赤頭巾たちを打ち崩した。


    　どさり、と地に崩れ落ちる四人の赤頭巾。皆、意識はなく、体中あちこちが破壊されていた。


    　常人なら全治一か月、といった怪け我がだろうか。


    　これでも加減はしている方だけれど。


    「ふぅ……」


    　額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐって、ヒツジは荒くなった呼吸を整える。


    「お疲れさん、どうだった、こいつら？」


    　戦闘が終わったのを見計らいヒツジの元にやってきたメロウは、コンクリートが抉えぐれ、腕や足があらぬ方向へと曲がっている少女たちへと目を向ける。


    「んーと、現時点では並なみの人狼ビースト程度ですけど、見込みはあるんじゃないですか？　そのうち、もっと強くなるかも。その時は手強くなってるかもしれないから、腕の一本でも引きちぎっておきますか？」


    　ヒツジは意識を失って倒れている黒おかっぱの腕を摑つかみ上げる。腕でも足でも、ヒツジの手に掛かれば、虫の手足をもぐかのように、あっけなく引きちぎれるだろう。


    　けれど、メロウは強い口調でそれを止めた。


    「止やめろよ、ヒツジ！　弱った人間をさらに痛めつけるようなことしたら、お前はそこらの人狼ビーストと同じってことだ。それじゃ駄目だ！」


    「あう……ごめんなさい。で、でもっ。この子、姫ひめ先輩を怒らせてたし」


    「それでもだ。襲われたから仕方なく戦ったけど、本来、僕とお前の力は悲劇の元凶である、人狼ビーストを殺す為ためだけに使うべきなんだ。お前に人の心があるなら、同じ人間を簡単に傷つけるな。わかったか？」


    「……はい」


    　親に叱しかられた子どものように、ヒツジはしょんぼりとして、今にも泣きそうな表情を浮かべている。そんな顔を見せられては、メロウもきつく言い過ぎたと後悔してしまう。


    「えっと、でもな……よくやったよ、ヒツジ。僕じゃ、四人同時に相手できなかっただろうし。ありがとな」


    　ぽん、とメロウはヒツジの頭の上に手を載のせて、撫なでる。


    「ほら、まだ時間あるだろ？　今日は暫ざん定てい王子様として、まだまだデートに付き合うよ。な、お姫様」


    「おっ、おひめ……な、なにか罠わながあるのです。姫ひめ先輩がそんなに優しい──あ」


    　ヒツジの言葉が、ぶつりと途絶えた。メロウがそれに気付いた時には、既すでにヒツジの体が、ふらりと倒れかけていた。


    「おいっ、大丈夫か！」


    　なんとかヒツジの体を抱きかかえるメロウ。ヒツジの体は、高熱を発し、全身から異常な程ほどの汗が吹き出ていた。はぁ、はぁ、と小さく荒い呼吸もしている。


    「どうした？　まさか、怪け我がしてんじゃ？」


    「……ち、違……だいじ……ぶ」


    　小声で何かを呟つぶやいたかと思うと、ヒツジはそのままぐったりと意識を失ってしまった。メロウが肩を揺すっても、ぴくりとも反応しない。


    「いきなり……どういうことだ？」


    　不意の事態に、メロウはヒツジを抱きかかえたその場に座り込み、苦しそうに歪ゆがむヒツジの顔を見つめた。真っ先になにをすべきか、考えがまとまらない。


    　すると、こつこつ、と向こうから歩いてくる足音が聞こえてきた。


    　足音に気付いたメロウがはっ、と顔を上げると──そこに、制服姿の静しず森もりカガミが立っていた。


    　カガミは、メロウの傍そばまでやってくると、意識を失ったヒツジを立ったまま見下ろす。


    「やってくれたわね、私の隊の子たちを……」


    「向こうから突っかかってきたんだ。それに、今はお前に構ってる場合じゃない！　さっさとどっか行けよ」


    「行かないわ。私は君と百ゆ合り原はらヒツジに用があるんだから。はぁ、それにしてもあの子たちにはちゃんと理由を説明して説得しろって言っておいたのに……遅かったわね」


    「説得？　遅かった？　……なんのことだ？」


    　メロウはヒツジを抱きかかえたまま、傍に立つカガミを見上げる。カガミは、苛いら立だたしげに険しい顔をしていた。


    「……だからっ。その子、もういつ死んでもおかしくないくらいの重病人なのよ？」


    「！　でも、人狼ビーストの体は頑丈で、病気なんて……！」


    「普通はね。でも稀まれにあるのよ……私たちは前々から百合原ヒツジの体に現れていた、病やまいの兆候を発見し、目を付けてたの」


    　カガミはヒツジの腕を摑つかみ上げると、袖そでをまくり上げた。すると細い腕にびっしりと、五〇〇円玉くらいの赤い斑点が浮かび上がっていた。


    「この病気は、超能力を使った際にこうやって斑点が浮かび上がる。この子、もう手遅れね。人狼ビーストの細胞を壊え死しさせる悪性腫しゆ瘍ようが全身に転移してるはず……」


    　さーっ、とメロウの血の気が引いていく。


    　カガミの言葉が、何度も頭の中で再生され、メロウの思考が凍り付いていく。かつて家族を殺された時のような、目の前が真っ白になるほどの、絶望感。


    　気がつけば、ヒツジの肩を握っていた手が、ぶるぶると震え出していた。


    「あぁぁ……あ。姫ひめ先輩……ごめんな、さい……」


    「な……んで……」


    　信じたくはないし、信じられなかった。だから誰かが噓うそだと告げてくれることを、メロウは願わずにはいられなかった。

  


  
    



    



    　　　五章　巡る記憶の回かい廊ろう


    



    



    　──人狼ビースト特有の悪性腫瘍。


    　体内に細胞を壊え死しさせる腫瘍が発症し、時間をかけて全身へと侵食していく。発症初期の頃はなんの症状もないが、中期となると、肉体運動や超能力を使用した際に全身へと走る激痛、発熱、能力の暴走などの症状が出るようになる。末期ともなれば、運動の際に発生した激痛や発熱が、その後も持続し、意識不明となる。そして、最さい期ごには激痛と高熱により、全身の細胞が破壊され死亡する。他ほかの人狼ビーストに感染することは皆かい無むで、発症している人狼ビーストも少ないことから、人狼ビーストの世界でも殆ほとんど知られていない病気である。


    　発症の原因は特定できていないものの、赤い稲いな妻ずまを浴びて人狼ビースト化した際に、微細な確率で、人狼ビースト化に対し細胞が拒絶反応を起こし、その際に細胞の一部が悪性腫瘍になるのではないか、と仮説が立てられている。


    　悪性腫瘍はゆっくりと全身を蝕むしばみ、近年、末期症状となり死亡する人狼ビーストが数人、見つかっている。症状の進行に個人差はあるものの、発症すれば人狼ビーストを死に至らしめる確率が極めて高い──人狼ビースト化した際にすでに発生する難病。


    　治す方法が見つかってはいない。理り不ふ尽じんに決定づけられた死の運命。


    　新造体バーストの研究によると、百ゆ合り原はらヒツジの体を蝕むしばんでいるのもこの病気であり、彼女は、すでに末期症状を引き起こしていた。全身を万まん力りきで締め続けられるような激痛、焼けるような高熱。沸騰する脳、鼓動は徐々に弱々しいものになっていく。


    　そんな死の淵ふちで、ヒツジは夢を見ていた。彼女の身を襲う辛つらい現実とは裏腹の、淡い恋の夢を──。


    



    　　　　　◆


    



    　百合原ヒツジは、今までの人生で三回ほど、死の恐怖を味わったことがある。


    　といっても、幼い頃から壮絶な人生を送ってきた、というわけでもなく、人狼ビースト化した後の、戦いに次ぐ戦いの日々で死を覚悟した、というわけでもない。


    　人狼ビースト化する前までのヒツジは、美少女ではあったものの、言ってしまえばそれだけがヒツジの特徴だった。学業の成績も普通、運動は得意じゃない。リーダーシップに恵まれている、なんてこともなかった。


    　至って普通で平凡。友達は多くも少なくもない。唯ゆい一いつの特技は、幼い頃から習っていたピアノだけ。それだって、ずば抜けた才能があるわけでもない。ヒツジはただの、ピアノの弾ける可愛かわいい女の子だった。


    　そんな普通の女の子に訪れた、死の恐怖。


    　一度目は小学校一年生の時。


    　昼休みに校舎内で鬼ごっこをして遊んでいた際、うっかり階段から足を滑らせてそのまま三メートルはある階段の下まで落下してしまった。


    　二度目は小学校三年生の時。


    　初めて自転車を買って貰もらったことが嬉うれしくて、ブレーキのかけ方を習わないままに激走した結果、他人の家の石垣に激突。左足からは血が勢いよく噴ふき出し、さらに骨折するという惨さん事じに見舞われた。


    　三度目は小学校四年生の時。


    　夏休みが始まる一日前。校庭の片隅に建つ温室へ、興味本位で足を踏み入れ、うっかり閉じ込められてしまった。しかも、そこは人があまり立ち寄らない場所。見つけて貰わなければ、食料もないまま、夏休みに突入してしまうという絶望的な状況。


    　他人が聞けば、なんだその程度のことか、と笑うかもしれない。


    　けれど、ヒツジ当人からすれば、いずれの体験も、本当に死がそこまで迫っている切迫した状況だったし、実際、まかり間違えば命を落とすことになったかもしれない。


    　けれど、ヒツジは助かっている。


    　階段から落ちた時は、偶然にも通りかかった少年に抱き留められ事なきを得た。


    　足を骨折してしゃがみ込み泣きわめいていた時も、偶然にも通りかかった少年と、少年の父親に連れられて病院へ行き、適切な治療を受けた。


    　温室に閉じ込められた時も、偶然に通りかかった少年がその場に落ちていた野球ボール大の石を使って温室の鍵かぎをたたき壊し、ヒツジは脱出に成功する。


    　どんな時にも少年が助けに来てくれて。


    　しかも決まって同じ少年。


    　それはまったくの偶然。


    　別にその少年だって好きで毎回ヒツジを助けたかったわけではなく、何気なく生活しているだけなのに、決まって窮きゆう地ちに陥ったヒツジの目の前に現れるのだ。


    　神様が仕掛けたかのような偶然に、少年はなにも感じなかった。むしろ、ヒツジの顔すら覚えていなかった。


    　けれど、ヒツジは違う。どこか不機嫌そうな表情を浮かべながらも、いつも自分を助け、「礼なんかいらない」と格好つけて去っていく少年の後ろ姿に、運命を感じていた。


    　彼こそ、ピンチになったら必ず助けに現れる運命の王子様だと。


    　それはヒツジの胸に初めて宿った恋心だった。もしかして、このまま学校生活を続ければ、ヒツジの恋はなんらかの進展を遂げたかもしれない。成じよう就じゆかあるいは失恋か。


    　けれど、ヒツジは小学校五年生に上がったばかりの春の夜、悲劇に巻き込まれる。


    　人狼ビースト化──そして、人狼ビースト特有の悪性腫しゆ瘍ようの発症。じわじわと体を蝕むしばむ病やまいに怯おびえ、悲しみながらヒツジは抱いだくことになった。


    　四回目の、死の恐怖を。


    　自分はなにをやってもうまくいかない、ヒツジは自分のことをそう思っていたけれど、決して諦あきらめようとも思わなかった。


    　自分の命がもう殆ほとんど消えかかっていることに気付きながらも、必死に病気を治し人間へと戻る方法を探し続けていたヒツジの頭に、ちらりと横切る少年との思い出。


    　いつもなら運命の王子様が助けてくれた。けれど、人狼ビーストになってしまった自分を助けてくれる王子様がいるんだろうか──諦めかけていた矢先、一人の少年がヒツジの前に現れた。


    　少年の名は、姫ひめ草くさメロウ。最後にヒツジが見た時と顔も背せ丈たけも殆ど変わらない、小さな王子様。


    　復ふく讐しゆうの念に駆られたメロウは、ヒツジのことなどちっとも覚えていなかったが、けれど、約束はしてくれた。


    　運命の王子様を見つける──自分のことを忘れているメロウに対して意地悪する為ために、難解なお題を出したものの、答えは簡単なものだ。


    　かつてのように、ヒツジが死の恐怖を感じた時にさっそうと現れ助けてくれる王子様に、メロウ自身がなってくれる。それだけが、ヒツジの願いだった。


    



    　　　　　◆


    



    　懐なつかしく大切な思い出と共に、ヒツジは途絶えていた意識を取り戻した。


    　うっすらと目を開けると、そこには見慣れた天井と、視界の端には、仄ほのかな明かりをともす燭しよく台だいが見えた。そして、背中にはふかふかのベッドの感触。


    　メロウの屋敷だった。それも、メロウから貸し与えられているヒツジの部屋だ。人狼ビーストとなってからずっと宿無しだったヒツジにとって、この部屋はかつて家族と共に住んでいた家と同じくらい大切な場所であり、今のヒツジの唯ゆい一いつの居場所だった。


    　死の間際にこの大切な場所に帰ってこられた喜びを、ヒツジは嚙かみしめずにはいられなかった。自然、つう、と頰ほおに涙の線ができる。


    「……あ、ぅぅ」


    　体は炎のように熱く、汗が全身をぐっしょり濡ぬらしていた。全身の痛みは永続的に感じすぎて、感覚が鈍にぶり、もうどのくらい痛いのかわからなくなっている。身動きが取れないほど弱っているのは明白だった。そんな中、ヒツジはなんとか弱々しい声を上げた。


    「だれ……か……」


    「ん？　起きたか？」


    　すぐに、自分の顔を覗のぞき込んできたのは、ついさっきまでヒツジの夢の中で幼い姿を見せていたメロウだった。


    　メロウはベッドの脇わきに椅い子すを持ってきてヒツジに付き添そっていた。ヒツジの顔を覗き込むと、小さく笑みを浮かべて、メロウはヒツジのおでこに浮かぶ汗を拭ぬぐった。


    「調子悪いなら言えよ。突然倒れられても迷惑だ……」


    　メロウは、まるで少し風か邪ぜをこじらせただけの相手に話しているような、なんでもない口調だった。けれど、その表情は明らかに憂うれいを帯び、声は若干震えていた。


    　無理をして、深刻な雰囲気を出さないようにしている、とヒツジでもわかった。だからヒツジも苦しさを堪こらえなるべく平静を装って、懸命に言葉を紡つむぐ。


    「あはは……すみません。心配ないのです。ちょっと疲れてただけなので……」


    「そっか。一応、執しつ事じが鎮静剤と解げ熱ねつ剤打ってたからな。人狼ビーストの体に薬が効きくかどうかはわかんないけど」


    　言いながら、ベッドの端に立つ点滴を指差すメロウだったが、ヒツジはふるふると首を横に振った。


    「大げさですよ、点滴なんて……っていうか、ふわわっ。もしかして寝てる間中、ずっと姫ひめ先輩そこにいたんですかっ！　私の寝顔見てたでしょ！　よ、涎よだれとかついてないかな？」


    　大げさに慌あわてて見せるヒツジに向かって、メロウはうっすらと笑みを浮かべる。


    「…………ヒツジ、もういい。無理すんな」


    「えへへ？　無理ってなんのことですか？　私なら大丈夫ですよぉ」


    　メロウの肩がぴくりと震える。


    「そんなはずないだろ──！」


    　今まで穏やかな口調で頑張っていたメロウだったが、やはり感情は抑えられなかった。


    　メロウはヒツジの手をぎゅっと両手で握りしめる。


    「お前の病気は、静しず森もりって奴やつに聞いた。あいつ、人狼ビーストについて詳しくてさ。難病だってな──ヒツジ、僕はそんな風に死ぬのを受け入れたみたいな顔、見たくない。人狼ビーストになって、難病にかかって、一三歳で死ぬ。そんな馬ば鹿かげた悲劇、僕は認めないからな！」


    「あにゃー。バレちゃってましたか。しまったなぁ……。でも、いいんです。最後に姫ひめ先輩と一緒にいられたから。この二週間は楽しかったです……最後の最後に神様がくれたご褒ほう美びじゃないかって、思うんです。だから、悲劇なんかじゃなくて、ハッピーエンド、ってやつですよ」


    　にっこりと、笑いたかったのに、ヒツジの目からはとめどなく涙が溢あふれていた。頑張って作る歪いびつな笑みと、抑えられない悲しみ。そして強く握り返す、メロウの手。


    「どんな神様だよ、それ。お前に残酷な運命押しつけて、最後だけいい顔してそれでチャラにしろって？　笑えない終わりクソエンドだな──いいか、ヒツジ。罪に穢けがれたこの街に、神様なんていないんだ。信じるべき相手を間違えるな。お前を救うのは、お前の願いを叶かなえるのは、僕の役目だ。そういう約束ゲームだったろ？」


    　治す術すべのない病やまいに冒おかされた少女を前に、少年は一ミリも諦あきらめてなんかいなかった。諦めて死ぬのは楽だが、運命に抗あらがう困難な道もまだ続いている。なぜならヒツジはまだここに生きているのだから。


    「でも……。こんな弱った私じゃ姫先輩のパートナーになんてなれない……足手まといです。姫先輩は、また新しいパートナー探せばいいじゃないですか。私のために姫先輩が無理する必要ないです──私はなにやってもうまくいかないんです。私のせいで、姫先輩に迷惑かかるのなんて、嫌です。そんなことで姫先輩に嫌われたくない！」


    　自分は失敗ばかりの駄目な奴。


    　だったら、駄目でもせめて人に迷惑をかけず、誰からも嫌われないように生きたい。


    　それが素直で明るい少女、百ゆ合り原はらヒツジの持つ影の一面。卑ひ屈くつな感情。


    「私は人の顔色ばっかり窺うかがって、どうやったら嫌われないかってことだけを考えて生きてきたんです。でもそれだってうまくいかなくて……気付けば周りは敵だらけになってるし。私って本当に駄目です。先輩に見捨てられたって仕方ないですよね……」


    　メロウのことを直視できず、ヒツジは俯うつむく。そして、握られた手を引っ込めようとしたが、けれどメロウはその手を離さなかった。


    「……ヒツジ、決めつけないでくれ。僕の感情を、僕が何をしたいのかを」


    「え……？」


    「僕はヒツジを助けたい。僕の目的ゲームの為ために共に戦ってくれる大切なパートナーを見捨てたりしたくない。ゲーム序盤で仲間キャラが死んで永久離脱、なんてクソゲー過ぎるだろ？　助ける為にならなんだってするよ。お前だって僕のゲームのために命懸かけてくれてるんだしな。お前を助けるのがどんなに大変でも、そんなことで迷惑だなんて思わない。嫌ったりしない。だから、勝手に嫌われるとか決めつけないでくれ。それは僕の感情だ」


    「でも……でも無理ですよ。私だって、助かろうって頑張ったもん」


    「簡単に諦あきらめるな。ＨＰヒツトポイントが残り一でも。最後の攻撃で敵を倒せたりすることもあるんだ。生きる為に必死にもがけよ。お前が無理なら、僕が代わりにもがいてやるから」


    「……姫ひめ先輩ってこんな時でもゲームの話するんですね……ほんと、困った先輩です」


    　言いながらも、動かすだけで悲鳴が出そうな程ほど痛む体に鞭むち打うって、ヒツジは上半身を起こした。体に力が入らないから、そのまま倒れるようにメロウの胸へと飛び込んでいく。


    　もう、懸命に涙を堪こらえる必要もない。本当の願いを抑える必要もなかった。堰せきを切ったように、ヒツジの瞳ひとみから涙が溢あふれ出す。そして、嫌われたくない、という想おもいから、ずっと言えなかった言葉を意を決して紡つむぐ。
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    「姫ひめ先輩、助けて──ひぐっ……私、まだ死にたくない。迷惑じゃないなら、先輩に助けてほしい……」


    「うん……わかった」


    　頷うなずき、メロウは、号ごう泣きゆうするヒツジの手を取った。そして、手の甲へとそっと口づけをする。


    　二人が出会った月夜の晩と同じ、誓いの口づけ。


    「あ、うぅ……？　姫、先輩……？」


    「か弱い女の子を守るのが、王子様の務めだろ。誓うよ、ヒツジ。必ず助けてみせるから。ほんの少しだけ、待っていて」


    「はい……待ってます。助けてくれるの、私の王子様……」


    　無理に起き上がり、さらに号泣したせいで、ヒツジはふらふらと体を揺らし、今にも倒れてしまいそうだった。　


    　このままでは、ヒツジの体力はどんどんと削られてしまう。メロウはそっと、ヒツジの体をベッドの中へと戻し、呼吸を荒くするヒツジの額ひたいをそっと撫なでた。


    「それじゃあ、行ってくる」


    　メロウは立ち上がり、一歩、二歩とベッドから遠のいていく。


    「ゲーム序盤のちょろいイベントだぜ。秘薬エリクサーでもなんでも入手してきてやる──悲劇なんかひっくり返す、とっておきの終わりハツピーエンドを用意するよ」


    　そう言って振り返りながら見せたメロウの背中は、何度もピンチを救ってくれた、運命の王子様の背中だった。しかし、今度は偶然通りかかった少年、ではない。


    　助けを求める少女の手を取るのは、少年にとって必然だった。


    （僕はお前を、絶対に手放したりするもんか……）


    　ヒツジはメロウの背中を見送りながら、ベッドの中で涙を拭ぬぐい、そして、意識は再び遠のいていく。


    



    　　　　　◆


    



    「まったく。格好つけたわね、君。あんなこと言ってよかったの？　助かる方法なんて、まだないのよ？」


    　ヒツジの部屋から出てくると同時に、メロウはそんな険けんのある言葉を投げかけられた。視線を向けると、扉とびらのすぐ横の壁にもたれかかった姿勢でカガミが立っている。


    　カガミは、メロウと共にヒツジをこの館やかたまで運び、そのまま居座っていたのだ。


    　大きな胸を支えるように腕組みしたカガミは、きつい表情でメロウの真正面まで歩み寄ってくる。


    「ふん、盗み聞きしてたのかよ。正義の改造人間のすることじゃないぜ？」


    「こんな状況でよく軽口叩たたけるわね。ちょっとは百ゆ合り原はらヒツジを救う方法でも考えたら？　どうせ無計画で大口叩いたんでしょ！」


    「お前と一緒にするな。僕はそんなに愚かじゃない──いや、ヒツジの病気に気付いてやれなかっただけで充分愚かか……。ま、今は後悔よりも行動だ。静しず森もり、お前に案内してもらいたいとこがある」


    　メロウは何食わぬ顔でカガミの手を取り、廊下を進んでいこうとした。が、勢いよく歩き出そうとした瞬間、ぱしん、とカガミに手を払われてしまった。


    　振り返ると、そこには自分自身の手をぎゅっと握りしめ、顔を真っ赤にして涙ぐんでいるカガミの姿があった。


    「はぁ？　ちょっ、僕、なにか泣かすようなことした？」


    「な、泣いてないわよっ。ただびっくりしただけっ。いきなり手、繋つなぐとかデリカシーないわけ？」


    　はっきりと涙を浮かべていたカガミは、そそくさと服の袖そでで涙を拭ぬぐった。


    　どうやらカガミは、驚いたり恥ずかしかったりすると、それがすぐに涙るい腺せんへと直結する癖くせがあるようだ。


    「この家、広いから、お前が迷わないように手、引いてやろうとしただけだろ。なに過剰に反応してんだか」


    「当たり前でしょ！　男子と手繋ぐなんて一度もしたことないんだから！　唐とう突とつにされても心の準備が……ってか、初めて手繋ぐ相手が君ってのもなんか……だし」


    「そういう女子のめんどくさいやつなんて、どうでもいいからさ。じゃあ、僕の後ちゃんと付いてこいよ。迷っても知らないからな……」


    　そう言って、メロウは進行方向に向かって振り返ろうとしたが、カガミがそれを引き留めた。


    「ちょっと！　その前に聞きたいことあるんだけど！」


    「なんだよ、僕は急いでんだよ！」


    「私の話も聞きなさいよ！　……さっきの百合原ヒツジにしてた話。ほんとのとこ、君はなんで百合原ヒツジを助けたいの？　ゲームとか、仲間を見捨てない、とかそんなくだらない理由だなんて思えない」


    「──わかってないな。正義だ使命だなんてご大たい層そうな理由がなくても、他人から見たら笑っちゃうようなちっぽけな信念の為ために、命張れる奴やつもいるんだぜ？　僕は自分のゲームを、最高の出来にしたい。だからヒツジを助ける。それで充分なんだ」


    「……そう。君のこと、ちょっとくらい理解したいと思った私が馬ば鹿かだったわ。わかんないわよ、ちっとも。百合原ヒツジを救うってのは、君が言う通り命懸がけの行動が必要になるかもしれないのよ。君は本当に、他人のために自分の命を懸かける覚悟があるの？」


    　カガミのその言葉に、不意にメロウの脳裏に、放課後の校舎裏で思い出したのと同じ、三年前の惨さん劇げきの記憶がフラッシュバックする──なによりも強く思い出したのは、幼いメロウを守る為ため、人狼ビーストに立ち向かった父親の背中。


    （格好いいとか憧あこがれとか、そんなんじゃない……だって、きっと僕の家族が殺されたのって、父さんのせいなんだろ？　家族にも言えないようなことに手を出した挙あげ句く、僕しか守れないなんてふざけんなよ。命を託されて生き残った身になれっての）


    　──お前の命は、俺が救ってみせるから。


    　それが、メロウが最後に聞いた父親の言葉だった。最さい期ごだけは格好いい父親の姿を見せたかったのかもしれないが、むしろ、メロウは今になって父親の身勝手さに気づき始めていた。


    　けれど、怒りをぶつける相手はもういない。だから、メロウは父親に対する怒りを、自分の信念に変える。


    「あのバカ親おや父じはなにも救えちゃいない。絶望の底で生き残ったって意味ないんだ。だから僕は父さんと違って、誰だって救って見せるさ。助けてほしいって手を伸ばしてくれるなら。それが僕の信念だ。だからさ、静しず森もり」


    「な、なによ……」


    「僕は他人のために命を懸かけたりするもんか。見返りが欲しいわけでも礼を言われたいわけでもないからな。僕は僕の信念ルールに命を懸けるだけだよ。信念ルールがない生き方ゲームなんて、僕には堪たえられない」


    　澄み切った表情で言い切ると、メロウは今度こそはと、廊下を歩き始めた。もうカガミはなにも言い返せなかった。


    「…………」


    　無言のまま、カガミはメロウの後を追う。そんなカガミの胸には、無自覚のうちにメロウの言葉が突き刺さり、心がぐらぐらと揺れていた。


    （なんでだろ……私、興味あるのかなメロウ君に……そんなはず、ないのに）


    　廊下を踏みしめる足に力を込めて、カガミは雑念を振り払う。


    



    　　　　　◆


    



    　鉄筋コンクリート二階建て、総部屋数三〇。明治時代の洋館を模した、レトロモダンかつ巨大な、乳にゆう白はく色しよくの洋館──それがメロウの自宅だ。メロウがカガミに対し、道に迷うな、と忠告したのは決して冗談ではなく、住人でなければこの広い洋館内の入り組んだ通路に迷い込み、自分の居場所を見失ってしまうからだ。


    　そんな洋館に併設して建つ納な屋や。そこにメロウは足を運んでいた。ちなみにカガミは洋館の表門の前で待っていてもらっている。


    　納屋の広さは一〇畳ほど。簡素な裸電球が一つ、天井から吊つるしてあり、内部は雑然とスチールラックや日曜大工用具が並んでいる。


    　メロウは納な屋やの片隅に置いてある、一台のオートバイの前に立っていた。


    （時間もないし……こいつで行くか）


    　シルバーメタリックの、いかにも風を切って走りそうな流線型のフォルムをしたオートバイ。大きさから見れば、中型バイクに相当する。が、ただのバイクではない。


    　このバイクは、全自動電気二輪車オートマチツクエレキバイクと呼ばれ、一四歳のメロウでも乗ることができる特殊なバイクだ。


    　特殊なのは、その名の通り、全自動オートマチツクな操作性。乗る前に、ハンドル付近に付いている電子パネルに目的地を入力すれば、またがっているだけで目的地へと連れて行ってくれる、という便利な乗り物だ。運転技術ドライビングテクニツクなんて必要ない。内蔵のコンピューターが安全にコントロールしてくれる仕組みになっている。


    　運転しなくてもよく、かつ安全な乗り物として、法律上一四歳からの乗車が認められている。が、いかんせん一台の価格が一千万円を超すという洒しや落れにもならない値段なのでよほどお金に余裕がある人間でないと手が出せない。


    　メロウは平気で手を出したのだけれども。


    （カガミ後ろに乗っけるからな。予備のヘルメットあったっけ……）


    　スチールラックに目を向けると、片隅にオープンフェイスのヘルメットが一つ、ちょこんと置かれているのを見つけた。


    （そっか、ヒツジも乗せられるよう用意しといたんだった……）


    　そんなことを思いながら、メロウはヘルメットをその手に取り──そして、自然と立ち止まってしまった。


    「……あれ？　なんでだろ？」


    　見れば、両足ががくがくと震えてくる。これから訪れる困難に対し、武む者しや震ぶるいしているわけではない。これは純粋な恐怖。


    　ヒツジの前では、必ず助けると誓ちかいを立て。


    　カガミの前では、信念を貫つらぬく生き方を語った。


    　その気持ちは噓うそじゃない。メロウはヒツジを助ける為ために、信念を貫く為に、どんな危険にも立ち向かう覚悟があった、はずだ。


    　それなのに。


    「うわ……やっぱ怖いな」


    　──もし、ヒツジを助けられなかったら、どうしよう。


    　そんな想おもいが過よぎる。これが、メロウの足を止めてしまう、恐怖。


    「なにがなんでも、助けるんだろ……助けられなかったら、なんて考えるな……」


    　けれど、不安は拭ぬぐえない。そしてメロウの中の恐怖と不安が、涙となって押し寄せてくる。


    　誰も見ていないこの場所で、メロウの瞳ひとみから大粒の涙がとめどなくこぼれ落ちる。


    　ヒツジを失う、という最悪な結末を想定するだけで、心が折れそうになる。ヒツジの現状から見れば、失う可能性は大きかった。


    （もう誰も、失いたくないんだ。母さんや姉さんや父さんみたいに、大切な人が死ぬのを見るのは、嫌だ……）


    　メロウは、大切な人を失うことを何より恐れる。失う悲しみを知っているからこそ。その怖さが、メロウの足に重たい枷かせとなって絡からみつく。


    　家族を失ったメロウにとって、この館やかたで一緒に住む、執しつ事じもメイドもそしてヒツジも、家族と等しく大切な存在。たった一人きりで生きるなんて、メロウにはできない。たとえそれが家族の代だい替がえとして抱いだいている愛情だとしても、大切に想おもう気持ちに変わりはない。


    「だったら今は動け……立ち止まるな。恐れるな怯おびえるなすくむな悲しむな絶望するな──そんなことは、全部後回しだ。今は、進め。やるべきことをしろ」


    　自分自身に言い聞かせる言葉も、どこか虚むなしく響いた。まるで底の見えない穴に向かって叫んでいるような、空虚な気分。


    　動き出せない。


    「──ねぇ。こんなとこに隠れてめそめそ泣くために、私を外で待たせたのかしら？」


    　唐とう突とつに投げかけられた声に、メロウははっ、と顔を上げる。


    　納な屋やの入り口に、カガミが立っていた。


    　すらりと伸びた二本の足をコンパスみたいに広げて、両手は腰に添そえ、すっくと、胸を張って立っていた。俯うつむいて涙するメロウとはまるで正反対の姿勢。


    「……あ、う」


    　なにか言い返そうと思ったメロウだったが言葉が見当たらない。そんなメロウを、カガミはじっくりと観察するように見詰めていた。


    「ごめん、実はちょっと前から君の独り言、聞いちゃってたの。怖い、とか助けられなかったら、とか言ってたわよね？」


    「それがどうかしたのか？　馬ば鹿かにしにきたのかよ」


    「違うわ──わかるな、と思って」


    「……！」


    「君さ、怖くなっちゃってるでしょ。大切な人を失うって想像しただけで。それで、前に進めなくなって、こんなとこでめそめそ泣いてた……当たってるわよね？」


    「なんでお前に、そんなことわかるんだよ……お前はエスパーか何かか？」


    「ど、どうでもいいでしょ、私のことなんて。共感してあげてるんだから、トゲトゲしないでよね。涙目で睨にらんだって全然怖くないんだから」


    「そう、だよな……悪かったな。お前の言う通りだ。僕は今さら怖おじ気けづいて足が止まっちゃった、へたれ野郎だよ」


    　自じ嘲ちようしながら、メロウは語る。


    「もう気付いてるだろ、お前も。僕の家、家族がいないってこと。あ、血の繋つながったって意味の、家族ね」


    「うん……それは、まぁ」


    　気付いていても、そう簡単に聞けることでもない。聞けばどうしたってメロウの傷に触れなければならないのだから。


    「僕の家族はさ、三年前に人狼ビーストに殺されたんだ。だから、僕は人狼ビーストを根絶やしにしたい、人狼ビースト狩りの本当の目的もそれだよ」


    「復ふく讐しゆう……」


    「そう。だから、ヒツジをパートナーにしたんだ。でもな、そんなヒツジが死にそうって時に、どうしても家族を失った時の、あの辛つらい気持ちが蘇よみがえってくる。もう二度と感じたくない、悲しみが……そう思うと、足が震えてさ……情けないだろ？　笑ってもいいんだぜ？」


    「…………」


    　けれど、カガミは笑わなかった。それどころか、哀れみの目を向けることもなく、メロウの言葉を深く飲み込むように、目を瞑つむって頷うなずいた。


    　そして、目を開けて、メロウと向かい合う。


    「なんかね、不幸自慢してるみたいで嫌だから言うつもりなかったけど……君のだけ聞いちゃうのもなんだし」


    「なんのこと……？」


    「私もさ、家族いないんだよね。だから、大切な人を失うかもって不安に思う気持ちはわかる、つもり……」


    「……！　じゃあ、お前も家族が人狼ビーストに……!?」


    「違う違う。交通事故よ。それでパパもママも失って。でも今は、家族って思える大切な人たちができたから淋さみしくはないけど……」


    　それは強がりだと思ったけれど、メロウは口にはしなかった。誰だって、家族を失えば悲しいし、その代わりを作ることなんてできない。ただ、メロウもカガミも、本当の家族とは違う、心の拠より所どころを持っているだけだ。


    「正直、君って生意気だしゲームとかいって訳わかんないし、気に入らないけど。泣いてる姿見たら、ちょっと気が変わったかな。私だって大切な人を失いそうになってたら、絶対助けたいけど、やっぱり怖くもなると思う」


    「うん……」


    「失う怖さを知ってる人間が偶然にも二人いて、一人が怖さを背負って動けなくなってる。だったら、もう一人が背中押してやるべきでしょ。だから手伝ってあげるわよ、どうやって百ゆ合り原はらヒツジを救うつもりか知らないけど。大切な人を救う手助けを、私はしたいの」


    　カガミは強い口調で言い切った。


    　静しず森もりカガミは秘密組織『赤色頭巾レツドスカーフ』に所属する改造人間である。


    　ただし、テレビのヒーローのような正義の味方じゃない。人狼ビーストから市民を守るのは義務だと感じているが、それは人狼ビースト狩りという行為に対し政府から金銭が支給されるからだ。お金を貰もらっている以上、政府の求める成果を出す。人々も守る。


    　けれど、今からは違う。


    　政府の要望でもお金の見返りでもない、カガミ個人の意志。


    （こういうのを放っておけない、とでも言うのかしら。ふんっ、馬ば鹿か馬鹿しいわ）


    　すたすたとメロウの傍そばに歩み寄り、カガミは、どんっ、とメロウの背中を押した。


    　自然とメロウの背中がぴん、と伸び、足は勝手に一歩前へと進んでいた。


    「ほら、進めたでしょ？　自分の弱さに気付いたなら、一人で進まないといけない、なんてこともないのよ。私が背中押してあげるわ」


    「……ありがとな、静森。感謝するよ」


    「なに素直になってんのよ。あれよ、えっと……そう、保健室に運んでくれたそうじゃない、私のこと。その借りを返すだけだから、なにも君を認めたわけじゃないのよっ」


    「わかったよ……借りでもなんでも、お前がいなかったら前に進めなかった。今まで僕にはそういうのいなかったけど。困ってる時に手を差し伸べてくれるお前みたいなのが、現実リアルの友達ってやつなのかな」


    「なっ、なに言ってくれちゃってんのよっ。勝手に友達扱いしないでくれるっ。調子に乗られても困るわ！」


    　なんて言いつつも、カガミはなんだか恥ずかしそうで、それでいて、どことなく嬉うれしそうだった。


    「悪い、勘違いだったか？　ずっとゲームが友達でよくわかんなくてさ。現実リアルの友情もいいもんだなー、とか思っちゃって」


    「あっそう……そ、そんなにありがたがられちゃ、仕方ないわね。私も君のこと、ほんの一ミクロンくらいは、友達扱いしてあげてもいいわよ？」


    「なんだよ、それ。はっきりしないな……ま、いいや。僕はお前のこと、友達だと思ってるからな。っていうか、今から思うことにした！」


    　そうメロウに宣言されても、カガミは今度は否定しなかった。そして内心では、


    （友達ってなによ……昼間は私のこと好きって言ったくせに。えっ、もしかしてこれって、まずは友達から始めましょう、ってこと!?　やっぱり私のこと狙ねらってるのかしら……）


    　乙おと女めチックな勘違いが、より複雑な方向へと進行していた。


    「──と。そうだ。ほら静森。これ、お前の分な」


    　メロウは思い出したかのように、手に取っていたオープンフェイスのヘルメットをカガミに投げつけた。


    　体の震えも、涙も、もう止まっている。


    　あとはヒツジを救うだけだ。


    「……？　ヘルメット？　どこ行くつもりよ？」


    「会いに行くのさ、馬ば鹿かげた奇跡だって起こせる奴やつにさ。僕は居場所が摑つかめてないけどお前なら、調べくらいはついてんだろ？」


    「まさか……君、正気？　だって、それって──」


    「そう。最強の人狼ビースト、ツヴァイ。あいつならヒツジを救えるはずだ」


    　にぃ、と笑ってメロウはカガミから目的地を聞き出す。


    　ドルンッ、と唸うなるエンジン音が納な屋やに響き、ほどなく、前方にハンドルを握るメロウ、後方にカガミを乗せ、バイクは闇やみ夜よの街へと疾しつ走そうを始めた。

  


  
    



    



    　　　六章　切札は終わりと共に最強に届く


    



    



    　夜一〇時。


    　バイクで飛ばすこと四〇分。メロウとカガミがやってきたのは、東ザイトの中心部からやや西に外れたところにある、学校施設が密集する地帯。といっても、ここにある学校はみな、廃校になっている。数年前に、この密集地帯に存在していた学校は、より東ザイトの中心へと一いつ斉せいに移ってしまった為ため、今は廃校の墓場状態となっているのだ。


    　ヒツジとメロウが二週間前に出会ったのも、この地帯にある小学校だった。


    「なんだよ、これ……原形すらわかんないじゃん」


    　と、メロウが呆あきれたように言葉を漏もらし、口を開けたまま見上げているのは、灰色のコンクリートでできた縦長の巨大な建造物──規模は高層ビルくらい。それもただ大きいだけでなく、建物の様々な箇所が、出っ張ったり引っ込んでいたりと、遊びかけの積み木くずしみたいな状態になっている。


    　一〇〇メートル以上の高さはある建物だが、ぱっと見ただけでは、何階建てなのかすら定かではない。壁にはツギハギをした形跡が無数にあって、全景は左右非対称。巨大なバルコニーが唐とう突とつに設置してあったり、地上から三〇メートルほどの外壁にいきなりドアが付けられている、というありえない設計が成なされていた。


    　子どもが、沢たく山さんのブロックを、なんの整合性もなく思いつきだけで高く高く組み上げて作り出したお城。そういう説明がしっくりくるような、でたらめな造り。もしくは、壊れかけのバベルの塔とも喩たとえられるかもしれない。


    　夜の闇やみの中に浮かび上がる、魔城めいたシルエットのビルは実に不気味だった。


    「計画性皆かい無むで増築繰り返したみたいだな。ウィンチェスター館だっけ？　アメリカにもなかったか、こんな建物」


    「どうもツヴァイ本人が増築したらしくて。無茶苦茶なのはそのせいじゃない？　だいたいこの建物からして謎なぞなのよね。調べてみてもなんに使われてたのかわかんなくて。なんとなく病院っぽい名な残ごりはあるんだけど……」


    「ふぅん、中の様子ってのも調査済み？」


    「ううん、それがまだなの。ほんとなら、もっと調べてから侵入した方がいいんだけど……時間もないし」


    「だよな。ま、無茶は承知の上だよ。さっさと侵は入いろうぜ？」


    「うん。でもやっぱり緊張するわね──『迷宮病院ラビユリントス』に私たちだけで挑いどむなんて……」


    「ん……？　なにその名前？」


    「ここを調べてた部下たちが付けたあだ名よ。見た目からして迷宮じみてるでしょ？」


    「そういうことか。いいじゃん、雰囲気出てきたって感じだね。迷宮の奥にはボスが待ってるってのはお約束だ」


    　辛かろうじて原形を留とどめている鈍にび色いろの金属質な玄関の前に立って、メロウはごくりと喉のどを鳴らした。そして扉とびらに手を掛けようとすると、その行動を遮さえぎるように、カガミが声を上げる。


    「ねぇ、最後にもう一度聞くけど、正気なの？」


    「今さらなに言ってんだよ？」


    「だって。ツヴァイに百合原ヒツジを治してもらうって。そんなことできっこないわよ」


    「だからさ。バイク乗ってる時に説明しただろ……」


    「ツヴァイは百ゆ合り原はらヒツジを花嫁にしたいって話？　だからツヴァイは百合原ヒツジの病気を知ったら、必ず治そうとする、か……」


    　理論としては筋が通っている気はするものの、カガミにはツヴァイが他人を好きになる、ということ自体がそもそも信じられなかった。


    　残ざん虐ぎやく非ひ道どうで他ほかの人狼ビーストとも馴なれ合わない。群れを作らない孤こ高こうの存在。それがカガミの知るツヴァイだ。


    「ツヴァイの考えてることなんか僕らにはわかんないよ。ただ、あいつの能力、『悪魔の読者ビブロス』ならできるんだ。例えば、どんな病気も治せる奇跡使いの主人公が出てくる本の力を使って、ヒツジを治す、なんてことも。今のところ、ヒツジを治す方法はそれしか思いつかない」


    「それはそうだけど……なんで花嫁なんて欲しがってるのかしら？」


    「一いつ匹ぴき狼おおかみでいることに疲れたのかもよ？　……あとは、アインがどうとか、意味不明なこと口走ってたけどな。あいつ、頭ぶっ壊れてるっぽいぜ」


    「そんなんでまともな交渉できるの？　やっぱり不安だわ……」


    「とにかく会ってみなきゃわかんないよ。……あぁ、もう一つ思いついた。ツヴァイが花嫁欲しがる理由」


    「なに……？」


    「単純な話、生物の本能として子孫を残そうとしてるんじゃないかな」


    「……それはつまり、ツヴァイと百ゆ合り原はらヒツジが、えっちなことをして……」


    　みるみる顔を赤くして、カガミは頭から湯気を出す。カガミの頭の中では、裸のツヴァイとヒツジが、めくるめく官かん能のうシーンを繰り広げていた。


    「きゃー！　みだらだわっ。駄目よ、そんないやらしいこと！」


    「みだらなのはお前の頭の中な。ったく妄想も大たい概がいにしろよ」


    　と言って、カガミの腕を引こうとしたメロウだったが、カガミがじろっ、と警戒の眼差まなざしを向ける。


    「ま、まさか……！　私のことこんな暗がりに連れ込んで、君も変なことするつもりでしょ！」


    「変なことってなにさ？」


    「いや、あの……押し倒したり、とか。破ったりとか脱がしたりとか……ひっ、うぐっ……！」


    　自分で言っといて恥ずかしくなったのか、それとも本当に身の危険を感じたのか、カガミは今にも零こぼれ出しそうな程ほど、瞳ひとみに涙を溜ためてうるうるし始めた。


    　それを見たメロウは額ひたいに手を当て、ため息一つ。


    「とりあえず叩たたいたら直るかな？　お前の妄想ノンストップな頭──ほら、馬ば鹿かやってないで、侵は入いるぜ。気、引き締めろよ」


    　メロウは周囲を警戒しつつ、『迷宮病院ラビユリントス』の入り口、観かん音のん開きの扉とびらへと手をかけた。無防備にも扉には鍵かぎがかかっておらず、簡単に開いていく。


    「そうだ。面倒ごとが増えるのは嫌だから最初に言っておくけど、くれぐれも私の傍そばから離れないでね！　行方不明の君を捜すのなんて嫌だから！」


    「素直に暗くて怖いから一緒にいてね、って言えよ。うっとうしい」


    「怖いわけないでしょ、私は君と違って、プロの世界で生きてるのよ！」


    　と言って、メロウよりも先に『迷宮病院ラビユリントス』に足を踏み入れるカガミだったが、一歩足を踏み出したその瞬間、床に転がっていた空あき瓶びんに足を取られ、すてんっ、と激しくバランスを崩す。


    　自称プロが、めちゃくちゃベタな展開によって、転ぼうとしていた。


    　別名、ドジっ娘この本領とも言う。


    「──っ！」


    　後ろに付いていたメロウが、バランスを崩すカガミをとっさに背中から抱きかかえる。


    「ふぎゃんっ」


    　悲鳴を上げたカガミだったが、メロウのおかげで転ぶことはなかった。


    　その代わり。


    　たゆんたゆん、とメロウの両手に肉まんみたいな感触が伝わる。


    「……ん？　これって」


    　カガミのＥカップのおっぱいが、メロウの両手に溢あふれ出さんばかりに収まっていた。


    　いつの間にやら、カガミの背後からメロウが抱きつき、胸を鷲わし摑づかみにしている図が出来上がる。


    　メロウとカガミは同時に状況に気付き、しかも二人ともあまりのことに即座には動けなかった。


    「あ、うぁ……あのな、静しず森もり」


    「…………！」


    　首だけで振り返るカガミ。ヒツジならここで鬼の形ぎよう相そうを浮かべるところだが、カガミはパニックになるととりあえず涙るい腺せんが緩ゆるむ子だ。


    　なので当然。


    「うわぁぁぁぁぁんっ──！　も、揉もまれたっ！　もうお嫁に行けないぃぃぃぃっ!!」


    　涙を振りまき、カガミは『迷宮病院ラビユリントス』内部へとダッシュしていく。


    　ということで、メロウに課せられた『迷宮病院ラビユリントス』第一試練フアーストミツシヨンは──全力で逃げるカガミを追うこと。


    「……ちっ、時間もないのにな」


    　のちに合流したメロウとカガミは互いに反省し、胸を揉んだという事実はなかったことにして──気持ちを切り替える。


    　そう。これからは、ヒツジの生死を懸かけた決戦シリアスパートだ。


    



    　　　　　◆


    



    『迷宮病院ラビユリントス』内部は、外から見たとおり、複雑な造りになっていた。


    　メロウの気持ちは、早くツヴァイの元へと行きたい、と急せいていたが、そもそもツヴァイがどこにいるかもわからず、文字通りの迷宮を彷徨さまよう羽目になっていた。


    　辛かろうじて助かったのは、迷宮内にしっかりと電気が通っていて、どのフロアも天井からライトが煌こう々こうと輝いていることだ。暗くら闇やみの中、進むことを考えればずっとマシだが。


    「やっと四階脱出か……あとどんくらいあるんだよ！」


    　それでもメロウは毒づいていた。今は、乱立する壁と細い通路によって本物の迷路と化した四階フロアを脱出し、五階へ続く階段を上っている最中だった。


    「とにかく、しらみ潰つぶしに捜すしかないわよ。ツヴァイの性格からいって、隠れてるってことはないと思うけど……」


    「あいつ馬ば鹿かだからな、絶対高いところにいる……にしても！　なんだこの建物！　めんどくさいし気持ち悪いし！」


    　苛いら立だつあまりメロウは鉄製の階段を、がんっ、と踏みつけた。


    　一フロアごとの広さもばらばら、おまけに床が斜めになっていたり、遠近法を使った錯覚を利用して遠くの物を大きく、近くのものを小さく、なんて仕掛けがしてある気持ち悪いフロアを突破してきたのだ。メロウもカガミも、随分と精神がすり減っている。


    「あら、こういうゲームみたいなの、好きだと思ってたけど」


    「普段ならな。こんな切せつ羽ぱ詰まった状況で楽しめるはずないだろ」


    「案外普通の感覚持ってて安心したわ。……でね、ここまで来たから言えることなんだけど」


    　メロウの前を進んでいたカガミが、階段の途中で足を止め、改まった様子で振り返った。


    「なに……？」


    「あのね。気のせいだと思うんだけど。さっきの階の迷路で……なんか、私たちの後を付けてくる何かがいたような……っていうか足音が多く聞こえたっていうか。気のせいかな？」


    「……？　僕は気付かなかったけど？　それってツヴァイがいたかもしれないってこと？」


    　メロウは振り返って、今まで上ってきた階段を見下ろす。しん、と静まり返った下のフロアから、今にもひたひたと足音が聞こえてきそうな雰囲気がして、ぞっ、と背中に寒さむ気けが走った。


    「気味悪いな……でも、静しず森もりが言ったんだろ、ツヴァイは隠れるような奴やつじゃないって。あいつなら、真っ正面から堂々と現れるはずだ」


    「だから、気になったんじゃない。ねぇ、ここ、ツヴァイ以外にも誰かいるんじゃない？」


    　ごくり、とカガミが喉のどを鳴らした。迷宮に潜ひそむ何かが自分たちの背後から這はい寄ってくる、なんていうホラーな展開を想像してしまう。


    「こんだけ広いんだ。何かいても不思議じゃないが、そんなのに構ってる暇ひまはないよ」


    「そ、そうよね。それに気のせいかもしれないし……ごめん、変なこと言って」


    「いいよ。気配を感じ取る、なんて器用なことは静森の方が得意だろうし、何か異変があるなら知らせてくれた方がいい」


    　やっぱり背後に異様な気配を感じ、メロウはもう一度、背後を確認する。けれど、そこには何もなく、メロウたちは階段を上り始めた。


    　そして、階段を上り切った先に現れた、五階フロア。


    　そこは、今までの迷宮とは違う、『迷宮病院ラビユリントス』の名の、病院の部分が全面に押し出されたフロアだった。


    「消毒液の匂におい……でも荒れてるな」


    　メロウは足あし下もとに散乱した無数のガラス片をじゃり、と踏みつけた。


    　白色電灯に照らされた、奥行き一〇メートルほどのフロア。


    　リノリウムの床一面に、元はビーカーやら試験管だったものらしいガラス片が散乱していて、廃はい墟きよ然とした景観が出来上がっていた。


    「診療室……？　いえ、何かの実験室かしら……」


    　数歩前へと足を踏み入れたカガミの足に、何かが引っかかる。ドジっ娘こといえど、さすがに何度も転んだりはせず──そのまま足下に目を向けると、そこには太いケーブルが何本も走っていた。


    「……？」


    　カガミはケーブルが繋つながる先を辿たどる。すると、部屋の中央に四つ並んだ、円柱状の装置へと視線が向かった。円柱状の装置は、機械がむき出しになった土台の上に立つ透明な円筒管だった。しかも人一人、余裕で入れるような大きさの管だ。


    「なに、これ……。壊れてるのかしら？」


    　円筒管に近づき、カガミが中を覗のぞき込むと、四つの円筒管のうち、三つは、叩たたき壊したかのように円筒管の真ん中辺りが割れていて一いつ切さい稼働していない。──が、一つだけ、辛かろうじて稼働しているようだった。


    　うぃぃぃん、と機械音を上げ稼働している円筒管の中は、緑色の透明な液体に満たされている。しかも円筒管の中央には、豆粒ほどの何かが浮かんでいた。その豆粒の正体を探ろうと目を凝こらしたカガミは。


    「──！」


    　目を見開いたまま、一歩後ずさってしまった。


    　同時に心臓がぎゅっ、と縮む。


    　カガミは、しっかりとその目で見てしまった。緑の液体に浮かぶ、豆粒。それは、動物の胎たい児じのような形をしていて、しかもぴくっ、と動いたのだ。


    「……生きてる！」


    　声を上げた途端、カガミはぽんっ、と肩を叩かれ、再び心臓が跳はね上がった。


    　振り返ると、そこに書類の束たばを持ったメロウが立っていた。


    「メロウ君！　この装置の中！」


    「落ち着け。僕も静しず森もりに聞きたいことがある。この書類、そこで拾ったんだけどさ。専門用語ばっかりでよくわかんないけど。ほらここ……新造体バーストって書いてあるだろ？」


    　そう言ってメロウがカガミに見せた書類には確かに『新造体バースト』の文字があった。しかももっと衝撃的だったのは。


    『人工細胞体による新造体バースト生成』


    　という文字列。


    　メロウは戸と惑まどいながらも訊たずねる。


    「なぁ、新造体バーストってあれか？　ＳＦなんかでよくある、クローン人間、とかそういう奴やつなのか？　お前も……改造人間ってのは噓うそ？」


    「違う！　私は、ううん、私の知ってる新造体バーストは、人工細胞でもなければクローンでもない！　えっと、君に話していいのかわかんないけど……新造体バーストっていうのは、細胞レベルの小さな機械、微機装ナノマシンを体内に取り入れ、身体能力を上昇させてるだけ。元はただの人間よ」


    「微機装ナノマシン……そんなもんがあるんだ……。でもじゃあ、これは何なんだよ？」


    　メロウは手にした書類に視線を落とした。


    　カガミはメロウの手元から書類の束たばをひったくる。そして、ざっと速読してから、明らかに狼ろう狽ばいした様子で、頭を抱えた。


    「噓……こんな研究。微機装ナノマシンは医療目的で作られたんじゃないの……？」


    「……？　医療用？　だって新造体バーストって体を改造されて超人になるんだろ。それって軍事目的の兵士なんじゃないのか？」


    「そうじゃないの。微機装ナノマシンは元々、現代医学では治せないような病気や怪け我がを治す為ために開発された技術なのよ。超人的な力を得るのは、体に備わっている治ち癒ゆ能力を最大限に引き出した結果、身体能力も一緒に上昇しちゃうだけなの」


    「ん？　よくわかんないけど、超健康状態に体を作り替えたら、無理めな怪我も治るし、パワーアップもしちゃう、みたいなこと？」


    「逆に言えば、異常な回復力を持つ超人にならなきゃ、治らない怪我や病気だったってこと。だから私や他ほかの新造体バーストも、大きな怪我や病気を克服する代わりに新造体バーストになった。そういうケースでしか新造体バーストになれないはずなの……でもここに書いてあるのは」


    　カガミは書類を強く握る。


    「ここって研究施設だったのよ。研究されてたのは、人造人間って言えばわかりやすいかしら。試験管の中で生み出した人間に微機装ナノマシンを打ち込んで、自在に主あるじの命令を聞く新造体バーストを作る……。しかも軍事目的で……」


    「医療と軍事……どっちも超人にはなれるけど、在あり方が全然違う……」


    「微機装ナノマシンは人々を幸せにする夢の技術じゃないの!?　なのにここで研究されてたことって、初めから都合のいい兵士を生み出す為ってことじゃない！」


    　自分の信じてきたことが、根底から覆くつがえされる衝撃。カガミは何かを否定するように首を横に振った。


    「落ち着け、静しず森もり……戸惑うのもわかるけど。ここにある情報だけじゃ、何が正しいかわかんないしさ。それよりも今、気に掛かるのは、ツヴァイがここを根ね城じろにしてるってことだ」


    「それって……偶然じゃないの？」


    　そこまで言って、カガミは言葉を飲み込んでしまった。


    　カガミの視界に、廃はい棄きとなった円筒管の土台部分が映り込む。そこには──『実験体二号機ツヴアイ』と書かれたプレートが嵌はめ込まれていた。同じく隣で廃棄されている円筒管には『実験体一号機アイン』と書かれている。


    　驚きのあまり、カガミの手元からばさばさと書類の束たばが落ちていく。


    「二号機ツヴアイ……ツヴァイ。じゃあ、あいつは」


    　震えるカガミの言葉を繋つなげるように、メロウは話す。


    「あいつはここで作られた新造体バーストだったってわけか……。しかも人狼ビースト化までしてるなんて、規格外もいいとこだぜ。混合種ハイブリツドとでも呼ぶべきかな」


    「ちょっと待って。ありえないことばっかで、頭痛くなってきた……」


    「混乱するのも仕方ないけどさ──どうも、そんなこと言ってる場合じゃないみたいだぜ」


    　ひたひたひたひた、メロウたちが上ってきた階段から、無数の足音が聞こえてくる。


    　それはカガミが下のフロアにいた時にずっと感じていた気配の主ぬしたち。


    　気のせいでもなく、ツヴァイでもない、『迷宮病院ラビユリントス』に住む何者か。


    「──！」


    　ごくり、とメロウが喉のどを鳴らすのと同時に、そいつらは五階フロアに現れた。


    「がるるるるっ」


    　熱の籠こもった吐息と、低い唸うなり声。


    　それは、ドーベルマンを一回り大きくした程ほどの大きさをした、犬に似た何かだった。


    　ピンと立てた耳も、四本足で歩く姿も犬のようだが、皮ひ膚ふの色が深緑色をしていて、体毛もない。そして、顔はどことなく人間の面影があった。人じん面めん犬けん、と呼べるような姿のそいつらは、ざっと、一〇匹はいる。


    「……な、なによ。こいつら」


    　たじろぐカガミに対し、人面犬は二メートル程の距離をとって群がっている。牙きばを剝むき威い嚇かくされている様子を探ると、どうやらメロウたちは敵と見なされたらしい。


    「静しず森もり、逃げるぞ。こんな狭い場所じゃあの数、相手するのは無理だ！」


    　いち早く動いたのはメロウだった。メロウはカガミの手を引き、部屋の最奥にある階段へと走った。その途端、人面犬も一いつ斉せいに飛び出し、メロウたちの後を追う。


    　かんかんかんっ、と鉄製の階段を鳴らして、メロウとカガミは上のフロアに駆け上がる。階段の幅は人一人通るのがやっとな程で、そこに人面犬たちは一気に群がった為ため、うまくメロウたちを追えない。


    「ねぇ、姫ひめ草くさ君！　あいつらって！」


    「だいたい予想は付くだろ？　廃はい墟きよになった研究施設で、まだ稼働していた人工生命製造装置らしきもの！　あの生き物は、どっか人間ぽくなかったか？」


    「嫌よ、そんなことあっていいはずない！」


    「認めたくないのはわかるけどな。たぶんあいつら──実験体新造体バーストの『出来損ない』だ！」


    　カガミの手を引いたままメロウが駆け上がった先、六階。


    　そこは、四階と同じく、壁が乱立し、通路幅も一メートルもない、迷路のフロア。


    　しかも今度の迷路は、壁が全面、鏡になっていた。一歩足を踏み込めば、鏡の反射によって自分の姿が何重にも映し出される、目の回るような仕掛けだ。


    「ミラーハウスか……静しず森もり、僕から離れるなよ」


    「でもこんなに鏡が多かったら、どれが本物の君かわかんないわよっ」


    「だったら、手でも服でも摑つかんでろよ」


    「う、うん……仕方ないわよね……」


    　お互い手を繋つなぎ合って、メロウたちは鏡の迷路へと飛び込んだ。後ろからは、ひたひたという無数の足音が聞こえてくる。


    　メロウは『出来損ない』たちが追いついてこないか注意しながら、奥へ奥へと進んでいく。


    「──ねぇ、どうするの？　あいつら」


    「あんな奴やつらとっとと撒まいて、ツヴァイのとこ行きたいところだけど……無理だろうな。あいつらの方が速い。すぐに追いつかれるさ」


    「じゃあ戦うの？」


    「こっちが聞きたいね。静森は戦えるのか？　あいつら、仮にも新造体バーストなんだぜ」


    「そう……よね」


    　早足だったカガミの足が、止まりそうになった。それをメロウは強引に引っ張る。立ち止まればすぐに追いつかれるだろう。


    「静森、僕はね。人狼ビーストを皆殺しにするのが目的なんだ。だから、半分新造体バーストだろうが、ツヴァイはぶっ殺す。ま、今夜だけはヒツジを治してもらうのが目的だけどさ」


    「なら、その障害になるあいつらも容よう赦しやはしないって？」


    「違うね。僕の人狼ビースト狩りゲームにはルールがあるんだ。人狼ビースト以外は殺さないっていうルールが。だから、『出来損ない』は殺してやんない。──あぁ、『出来損ない』じゃなんだし、見た目からして、人面犬キメラとでも呼んでやるかな」


    　メロウは足を止め、カガミに向かって振り返った。メロウたちがいるのは、迷路の袋小路。全体が鏡だらけの通路だと、こんな場所にも気付かずに迷い込んでしまう。本来ならすぐに引き返して別の通路を探すべきだが、メロウは立ち止まったままだ。


    「静森だって、人面犬キメラを殺したら、きっと後味悪いだろ？　あいつらの命をお前が背負うことない」


    「……もしかして、私に気、遣ってくれてる？」


    「べ、別に。自分のルールを守る為ためだ。……静しず森もりは友達だから、とかそういうのは全然関係なくて……」


    「そう、なの。……ごめん、変なこと言って……」


    　と言いつつも、二人とも恥ずかしそうにそわそわして、お互いの顔をまともに見られない。


    　それでもカガミは小声で、ありがとうと呟つぶやいた。


    　メロウはそんな呟きにも気付かず、恥ずかしさを紛まぎらわせる為ため、策を巡めぐらせることに集中している。


    「静森、確認するけど……お前、昼間に僕の電撃喰くらったよな？　その後、体の調子はどうだ？」


    「な、何よ。そんなこと話してる場合？」


    「いいから早く答えろ！　重要なんだ！」


    「？　わかったわよ。教えてあげる。どうも君の電ア撃レは、微機装ナノマシンの力を低下させるみたい。喰らってから二時間は新造体バーストとして一いつ切さいの力を失って、今は回復して五割くらいの力が出せるわ」


    「人狼ビーストは即死で、新造体バーストにも通用する……なんでだろう？」


    　疑問は浮かぶが、誰も答えてくれない。


    「で、もう一つ。昼間、僕をぼこぼこにしたあの超加速は、今も使えるのか？」


    「『赤の領域キリングフイールド』っていうのよ、あの能力。体内の微機装ナノマシンを最大限に活性化させて超加速するから、今の本調子じゃない状態だと……持続できて三分ってとこかしら」


    　それを聞いて、メロウはうん、と一度頷うなずいた。


    「ならいけるかも……人面犬キメラを全員殺さずに、倒せるかもしれない」


    「どうするつもりよ？　手加減して気絶させる、とか？」


    「それも考えたけど……あいつら理性なんてなさそうだったろ？　もしかして、闘争本能が肉体の限界を凌りよう駕がしてるかもしれない。そうだとしたら、気絶なんて生やさしいこと、無理だ──だから、これを使うしかない」


    　メロウは握った拳こぶしをカガミへと見せつけた。パシッ、パシッ、と青白い火花が散っている。


    「それって……！」


    　カガミがメロウの作戦を理解しかけた、その時だった。


    　パリィィィンン、っと袋小路の左右の壁が、同時に砕け散った。


    　宙にガラスの破片が四散し、そんな中を、いくつもの影が。飛び出してきた。


    「ミラーハウスにもルールってもんがあるだろ！　壁壊すとか反則だ！」


    　とっさにメロウがそんなことを口走ったが、相手はルールを守るような輩やからではない。


    　壁を破壊し、メロウたちの目の前に現れたのは、五匹の人面犬キメラ。


    「がるるるる……！」


    　瞳ひとみは血走り、獰どう猛もうに息巻いている、が、人面犬キメラも何の考えもなしにメロウたちを追い詰めたのではない。


    　メロウたちがいた袋小路は、通路の幅は一メートルもなく、これでは人面犬キメラがまとめて通路に押し寄せ、横に並んで一いつ斉せいに襲いかかる、なんてことはできなかった。


    　けれど今は違う。両側の壁が壊れてなくなり、その向こう側にあった通路と袋小路が貫通している。幅三メートル程ほどの、通路と言うより小部屋のような空間が出来上がってしまった。


    　これなら、五匹の人面犬キメラが一斉にメロウたちに襲いかかることも可能。


    「こいつら、思考能力があるのか……！　最初、僕らを見た時は我われを忘れて飛びかかってきたけど。今は違う！　的確に僕らを追い詰める、狩猟者ハンターの思考……」


    　メロウは驚きよう愕がくと共に身構えた。さすがに五匹を同時に相手にするのは不可能だ。


    　すると、隣にいたカガミが、緊張で強こわばったメロウの肩にぽん、と手を置いた。


    「姫ひめ草くさ君。さっきの作戦、いけると思うの。だから、私が敵の注意を引く。君は──」


    　カガミの視線は、二メートルの距離で襲いかかるタイミングを計っている人面犬キメラたちの、さらに奥へと向けられていた。そこには、この小部屋の脱出口である細い通路が見えた。


    「いい？」


    　問われて、メロウは、うん、と決意の眼差まなざしで頷うなずいた。


    「頼りにしてるわよ」


    　カガミがそう言って、人面犬キメラたちに向かって動こうとしたその瞬間、人面犬キメラの五匹全部がカガミめがけて飛びかかってきた。


    　砕け散ったガラスでぐしゃぐしゃになった床を蹴けり、人面犬キメラたちは、獲え物ものを狙ねらう肉食獣チーターのような速さで突っ込んでくる。初速から最速。


    　二メートルの距離など、一秒もかからない。


    「……ふっ」


    　けれど、加速というステージでは、カガミの方が圧倒的に上位だった。


    　人面犬キメラが動いた時には、カガミの瞳ひとみは赤く染まり終えていた。それが体内の微機装ナノマシンを最大限に活性化させ超加速する、『赤の領域キリングフイールド』発動の合図。


    「がうっ──！」


    　鋭い牙きばと爪つめが、剝むき出しになって、カガミを狙う。


    　人面犬キメラといえど、身体能力は新造体バーストに匹ひつ敵てきする。理性を失い、本能のままに活動する分、攻撃への感覚は鋭い。


    　しかし、カガミの超加速は、そんな人面犬キメラの本能ですら捉とらえられなかった。


    「遅すぎてあくびが出ちゃうわ」


    　人面犬キメラたちの視線から、カガミの姿がかき消えた。


    　開かれていたいくつもの顎あごが、がちん、と何もない宙を嚙かみ、何十本という爪が、宙を切り裂く。


    　その時には、カガミは一匹の人面犬キメラの背後へと現れ、首筋へと鋭い手しゆ刀とうを打ち込んでいた。


    　喩たとえではなく、光速にも匹ひつ敵てきする速度。それが新造体バースト、静しず森もりカガミの本領。


    「──！」


    　不意に首筋へと決まる打ち込み。普通の生物ならその手刀で、意識が飛んでいるはず。しかし、人面犬キメラはぐらりと体勢を崩しながらも意識と闘争本能を持ったまま、カガミとの戦闘を続けようとする。


    　すたん、とカガミは人面犬キメラたちの正面、二メートルほどの距離へと降り立った。背後には鏡の壁が聳そびえている。


    　ふと、カガミが視線を動かせば、さっきの攻防の隙すきに、メロウは小部屋の脱出口からその先にある通路へと逃げ延びていた。


    「闘争本能が肉体の限界を凌りよう駕がしている可能性がある……メロウ君が予想した通りね。理性を失い、止とまることを知らない」


    　今の攻撃はカガミにとっては、確認。そして、これから本番に移る。


    　独り言を呟つぶやき、そしてカガミは再び動き出す。『赤の領域キリングフイールド』の超加速が再開された。


    　壁へと追い詰めたはずのカガミの姿が、またも人面犬キメラたちの視界から消える。


    「がるるるっ！」


    　咆ほう吼こうし、人面犬キメラたちは、五匹が別々の場所めがけて飛びかかった。


    　たとえカガミがどれほど加速していても、狭い部屋の中をがむしゃらに攻撃すれば、そのうち攻撃が当たるだろう、というのが人面犬キメラたちの狙ねらい。


    　しかし、カガミにとって、人面犬キメラの動きは、まるでスローモーションのように見え、どれほど攻撃されても、避け続けるのは容易だった。


    （そろそろかしら……？）


    　カガミがそう思うと、予想通りのことが起こった。


    「がるっ──!!」


    　人面犬キメラの一匹が、身を翻ひるがえし、部屋の脱出口へと走ったのだ。


    （やっぱりね）


    　野生の猛獣たちの狩りは、より確実に、安全に、弱い者を狙って殺す。人面犬キメラが理性を失った獣けもののような思考回路を持つのであれば、絶対にそういう行動に出るはずだった。


    　すなわち、カガミよりも弱そうな、メロウを狙うはずだ、と。


    「お待たせ──姫ひめ草くさ君」


    　次々と人面犬キメラたちがメロウへと狙いを切り替えていく様子を見ながら、カガミは囁ささやいた。


    　メロウの後を追った人面犬キメラたちを待っていたのは、逃げたわけではなく、細い通路に佇たたずむメロウの姿。


    　幅一メートルほどの細い通路でならば、人面犬キメラたちは一いつ斉せいにメロウを襲えない。


    　そして、メロウは電撃を貯めた右手を振り上げ、人面犬キメラを待ち構えていた。


    「待ってたぜ、お前らを一匹ずつ相手できる、このチャンスをさ」


    　だっ、とメロウは前傾姿勢で走り出した。人面犬キメラはもう一メートルも満たない距離にいる。そして、人面犬キメラは、メロウの狙ねらいにも気付かず、牙きばを剝むいて飛びかかっていた。


    「がるっ──！」


    　丸太でも嚙かみ砕く威力を持った牙が、メロウの腕に喰くらいつく。しかし、嚙み砕くどころか、服を裂くこともできない。なぜなら、その服は特注の防護服だからだ。


    「残念だったな──さぁ、痺しびれろよっ！」


    　ごっ、とメロウの拳こぶしが人面犬キメラの腹へとめり込んだ。その途端、鏡の迷路に、ばちばちっ、と電裂スパークする音が響く。


    　殴なぐられた人面犬キメラは意識を失い、どさりとその場に崩れ落ちる。人狼ビーストと違って、全身焼け焦げたりはせず、ただ気絶しているだけだ。


    「どうだ？　何が起こったか理解できなくても、恐怖は感じるだろ？」


    　ばりばりっ、と激しく電撃を放出し、メロウは残った人面犬キメラたちへとにじり寄る。人面犬キメラたちは、低く唸うなり声を上げながら、後ずさった。


    「人面犬キメラでも引き際はわかるよな──邪魔だ、そこを退のけ！」


    　メロウの一いつ喝かつに、人面犬キメラたちは一いつ斉せいにしっぽを巻いて逃げ出した。律りち儀ぎにも電撃を浴びて気絶した人面犬キメラを引っ張っていく奴やつまでいる。


    　人面犬キメラは鏡の迷宮から撤てつ退たいし、下の階へと次々に戻っていってしまった。


    「ふぅ……」


    　事態が収拾したのを見計らい、メロウは電撃を抑えてカガミの元へと戻る。カガミも『赤の領域キリングフイールド』を解除し、ほっと一息ついていた、その時。


    　ばきっ、とカガミの頭上で何かが砕ける音がした。


    「え……？」


    　カガミが顔を上げると、そこには──三〇センチもある巨大なガラスの破片が降ってきていた。それは、人面犬キメラたちが粉ふん砕さいした鏡の壁の、まだ壊れきっていなかった部分が、時間を空あけて砕けてしまったものだ。


    　戦闘で体力を消耗し、気を抜いてしまっていたカガミは、自分の顔めがけて降ってくるガラスの破片に対し、とっさに動くことができなかった。


    「──！」


    　できるのはただ、息を呑のむだけ。


    　すると、そこに懸命に走り込んでくる足音が響いた。


    「届け──っ！」


    　ガラスの破片がカガミの顔すれすれ一〇センチまで迫ったところで全速力で走り込んできたメロウが懸命に手を伸ばし、がっ、と破片を握り締めた。


    　鮮血が、ガラスの破片を握り締めたメロウの手から噴ふき出る。


    「痛いっ──って」


    　メロウは即座に、ガラスの破片を床へと投げ捨てた。そして振り返ってカガミの顔を覗のぞき込む。


    「静しず森もり、大丈夫だったか？　怪け我がは？」


    「怪我してるのは君の方でしょ!?　こんな無茶して！」


    　やっと体が動いたカガミは、傷ついたメロウの左手を両手で優しく触れた。


    「とにかく手当てしないと……どこかに座れるとこないかな」


    「大丈夫だって。人面犬キメラも追っ払ったし、さっさと上に進もう」


    「駄目！　すぐに手当てするの！　だって、私のせいだもんっ」


    　ぐずり、と涙を浮かべて訴えてくるカガミに、メロウはしぶしぶ頷うなずいた。


    



    　　　　　◆


    



    　メロウたちが迷い込んだミラーハウスの、おそらく中心に当たる場所は、他ほかとは違い、鏡張りではない真っ白い壁の小部屋だった。


    　一辺が三メートルほどの正方形の部屋。壁も床も白一色で、部屋の中央には黒く平べったい墓石を思わせる一メートルはある石柱が立っていた。


    　石柱の表面には「１」と大きく刻まれ、傍そばには赤いバラが一輪添そえてある。


    「ここなら、鏡だらけの頭おかしくなりそうな場所よりは落ち着けるわね。姫ひめ草くさ君、そこに腰かけられそうな石があるわよ？」


    　カガミは左手から流血しているメロウを連れて、この白い部屋へとやってきた。人面犬キメラを追っ払ってからまだ一〇分も経たっておらず、メロウの出血も止まらない。


    「やだよ、こんなとこ。だってこれ、絶対誰かのお墓でしょ？」


    「知らないわよ。文句言わないの。ほら、手出して」


    　言われるままに石柱に腰を下ろし、メロウはカガミへと左手を差し出した。左手は、ガラスの破片を握り締めたせいで、何本も切り傷が入っている。


    「ん……ガラス片が体に入ったりはしてないみたいね。ほんとは水で洗いたいけど、持ってきてないし。応急処置だけでもね」


    　カガミは制服のポケットからハンカチを取り出して、メロウの左手に巻いていく。


    　メロウはカガミに手当てしてもらうのがなんとなく恥ずかしく、足をぷらぷらさせながら、気を紛まぎらわそうと口を開いた。


    「人面犬キメラたち、足音しなくなったね。きっと元のフロアに戻ったんだろうな」


    「そうでしょうね。『恐怖』って感情はあったみたいね。きっと常日頃、ツヴァイを恐れて生きてたんじゃない？」


    「だろうな。僕らにしたみたいにツヴァイに襲いかかってたら、あいつら生きてるはずない」


    　人面犬キメラでは人狼ビーストには勝てない。ましてや最強ともなればなおさら。


    　ツヴァイの恐怖に怯おびえながら、人面犬キメラはこれまでずっと、迷宮を彷徨さまよっていたのだろう。


    「なぁ。それよりさ。お前の超加速って、やっぱ凄すごいよ。ほんとに目にも映らなかったし。あれなら人狼ビースト相手でも余裕？」


    「まぁね。でもＢ．Ｌｖ．ビーストレベル80以上の相手だと、ちょっと苦戦するかな」


    「80！　え、そんなのに一人で戦って勝てるの？　新造体バーストってそんなに凄いの？」


    「新造体バーストのエースである私を、あんまり舐なめないでくれるかな？　私、最高でＢ．Ｌｖ．ビーストレベル80の相手を五人同時に相手して勝ったこともあるのよ」


    「うわ、想像してた以上だ……なぁ、もしかしてお前って『鮮血の妖精オールレツドフエアリー』とか呼ばれてない？」


    　丁てい寧ねいに傷口にハンカチを巻いていたカガミの手が、少しだけ止まった。


    「……よく知ってるわね。人狼ビーストの噂うわさでしょ？　同僚にも面白がって私のことそう呼ぶ人もいるけど、私自身はあんまり好きじゃないの」


    「なんで？　人狼ビーストに恐れられてるって証拠じゃん」


    「……でも、可愛かわいくないでしょ？　鮮血なんて……」


    　むぅ、とカガミはほっぺたを膨ふくらませた。その仕し草ぐさが、いつもよりもずっとカガミを幼く見せて、メロウはこみ上げてくる笑いを嚙かみ殺した。


    「なに……？　今、笑わなかった？」


    「笑ってないって。それに、名前で言ったらヒツジのだって凄いよ？」


    「『惨殺オーバーキルプリンセス』のこと？　卑ひ怯きようよね、そんな冗談みたいな名前で、実力は本物なんだもの──卑怯と言えば、君もそうだけど。ひ弱なフリして変な能力持ってるし」


    　メロウの能力、人狼ビースト殺しの『浄化の切り札ラストジヨーカー』については、ここに来る途中に一通りカガミに説明はしてあった。


    「なんで新造体バーストに効きくのかしらね。謎なぞだわ……人面犬キメラにも効いてたし。あ、でも私と戦った時みたいに、君も気絶して相打ちになるってのは毎回じゃないみたいね」


    「あれはお前がぼこぼこ殴なぐってきたから意識飛んだだけだって。能力使ったら自分も気絶するなんて、性能悪すぎじゃん」


    「へぇ、そうなんだ。そう考えると、君のその人狼ビースト殺しの力と、Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベル１００前後はあるだろうって言われてる百ゆ合り原はらヒツジが力を合わせたら、ツヴァイに勝てたのかも。案外、無む謀ぼうってわけでもないかな……」


    「だろ？　ヒツジが万全なら絶対倒せるはずなんだ」


    「でも今夜は私しかいないわよ？　しかも君のせいで私の力は五割減してる。それでも大丈夫なの？」


    「だから今夜は戦いじゃなくて……」


    「ううん、ツヴァイが素直に交渉に乗るとは思えない。戦う可能性が高いって、私は思ってる。君にも覚悟を決めて貰もらわないと困るわ」


    「……」


    　数秒の沈黙。


    　そして、メロウは、わかってる、と呟つぶやいた。


    「ツヴァイと戦う覚悟なら、今さら聞かれるまでもないよ。やるとなったら、徹底的にやるさ」


    「勝てる見込みは？」


    「ある」


    　即答だった。はったりではなく、メロウは確信をもって言う。


    「昨日、ツヴァイに襲われただろ？　その後、ヒツジとツヴァイ打倒の作戦を練ったんだ。で、その時、ヒツジが言ってたんだけど……」


    「千人殺しの百ゆ合り原はらヒツジの意見か。参考になりそう」


    「うん、それがさ」


    　メロウは昨夜のヒツジとのやり取りを、なるべく鮮明に思い出す。


    



    　それは昨夜。メロウの部屋でのこと。


    　ヒツジはおやつの棒アイスをぺろぺろ舐なめながら、気軽に言う。


    「簡単ですよぉ。あいつの弱点、もうわかっちゃいましたっ」


    「マジで？　最強の人狼ビーストに弱点なんてあるのか？」


    「だから『最強』で『無敵』なのが弱点そのものです。あいつは、いっつも敵を圧倒して勝利してきたと思うんです。あんなに強いんですからね」


    「そりゃそうだろ。あいつの攻撃を耐え続けるなんて無理だし」


    「耐えるのも大変ですが、ツヴァイ自身、能力を使い続けるの、しんどいと思うんですよ。力が強大であればあるほど。姫ひめ先輩だって自分の能力使った後って体力減ってません？」


    「そりゃ、まぁな。体育の授業で一〇キロ走った後みたいに疲れるよ」


    「それ、私も同じです。ブラックホール撃ち出し続けると、疲れちゃうんです。これ、人狼ビーストなら誰でもだと思います。当然、ツヴァイも。凄すごい能力ならその分の疲れも相当じゃないかな」


    「ゲームの魔法と同じか。強力な魔法だとその分ＭＰマジツクポイント消費も激しいもんな」


    「そうです。だから、ツヴァイと戦う時は、なるべく能力を使わせて、その間は耐える。で、能力使えなくなって、体力消耗させた時には隙すきができやすいから、そこを──潰つぶす」


    　食べ終わったアイスの棒を、ヒツジはべきりと真ん中から折った。


    「言葉にすると簡単だけど、うまくいくかな。あいつは能力だけじゃなくて、身体能力も高い。こっちの攻撃が当たらないと意味ないし」


    「だったら、絶対避けられないような攻撃すればいいんですよっ」


    「例えばどんな？」


    「…………にへー」


    　何も考えてませんでした、という晴れ晴れとした笑みを浮かべるヒツジに、メロウも釣つられて笑いを噴ふき出した。


    「はっ、肝心のとこが駄目じゃん。ま、いいよ。そっから先は僕が考えるからさ」


    「私より姫ひめ先輩の方が頭いいし、絶対いい考え浮かびますよっ！　先輩、ふぁいとー！」


    



    　と、最後の部分はメロウに丸投げだったけれども。


    　これが、ヒツジの言う、ツヴァイ攻略法だった。


    　話を聞いて、カガミはふんふん、と頷うなずいていた。


    「私たち新造体バーストは加速がウリで、一撃必殺、瞬時に勝負を付けるってのが得意だけど、百ゆ合り原はらヒツジの意見はまったく逆ね。確実に仕留められるチャンスを作る為ために、あえて相手を踊らせる……うぅん、私は一撃必殺の慣れた戦法の方がいいな。君はどう？」


    「どっちか選ぶってより、どっちもやればいいと思う。手て札ふだは多い方がいい。二重三重に策を張り巡めぐらせて勝つのが僕の流りゆう儀ぎだ」


    「性格悪そうだもんね、君──さてと。これで止血完了！」


    　カガミはぎゅっ、とハンカチの結び目を強く締める。左手からはもう出血はしていなかった。


    「ありがと……手間かけさせちゃって、ごめんな」


    「ううん、謝るのはこっちの方。だって、私のこと助けてくれて、怪け我がしちゃったんだから」


    　もじもじしつつも、カガミは涙を浮かべた瞳ひとみでメロウをじっと見詰めた。


    「だから改めて言うね。怪我させてごめん、それとありがと。嬉うれしかった……あんなに必死に助けてくれるとは思ってなかったから」


    　カガミのうるんだ瞳に見つめられ、メロウはかぁと頰ほおを赤く染める。


    「当たり前だろ。あのままいったらお前の顔に傷ができるとこだったんだ。僕の手が怪我する方が全然いいよ。お前、女の子なんだから気を付けろよ」


    　メロウは不意に、カガミのほっぺたに手を伸ばした。カガミの頰はいつの間にか埃ほこりで汚れていて、メロウはその埃をそっと手で払った。


    「──折せつ角かく、お前の顔ってきれーな作りしてんだしさ」


    　にこっ、と笑うメロウの顔を、カガミは直視できなかった。


    　胸が、とくん、と脈打って、落ち着かない。


    「だいぶ休憩しちゃったな。早く上、行こうぜ、静しず森もり」


    「う、うん──」


    　白い部屋を出るメロウの後を、カガミは追っていく。


    （なんだろ……姫ひめ草くさ君と話してると、嬉うれしくなる──）


    　その思いはまだ、胸に秘めたまま。


    



    　　　　　◆


    



    　何がなんでもツヴァイを見つけて、ヒツジを治してもらう。


    　そんな意気込みで、『迷宮病院ラビユリントス』に踏み込んだメロウとカガミだったが、しかし、勢いだけで一いつ足そく飛とびにクライマックスへと辿たどり着けるほど、現実は甘くなかった。


    　ツヴァイの気まぐれによって増築を重ねた『迷宮病院ラビユリントス』。


    　メロウたちは知るよしもないが、総階数は一三階。


    　上っても上っても上っても上っても、ツヴァイの姿は見当たらない。次のフロアこそ、ツヴァイが待ち構えているんじゃないか！　と期待しても、まだいない。


    　結局、『迷宮病院ラビユリントス』の中を、一フロアずつコツコツと探索すること三時間。


    　メロウたちはようやく、『迷宮病院ラビユリントス』一三階にあるツヴァイの居住フロアに辿り着こうとしていた。


    「…………」


    「…………」


    　さすがにここまで時間がかかると、メロウもカガミも、言葉すら出なかった。


    　ただ作業的に黙々と、階段を上っていく。


    　進んだ時間の分だけヒツジの命は削られ。


    　メロウは焦り、苛いら立だち、殺気立つ。しかしそんな焦しよう燥そうの時もようやく終わる。


    「──っ！」


    　鉄製の螺ら旋せん階段を上りきった先。


    　そこは廊下も部屋を区切るパーテーションも何もない、バスケットコートくらいある、だだっ広いワンフロア。プラネタリウムのような半球状の真っ白な天井までは一〇メートル以上もの高さがある。その天井からは夜空の星をイメージした白色電球が無数に設置され、幻想的な明かりが室内を照らしていた。


    　しかし、メロウはそんな内観を、事細かに観察している場合じゃなかった。


    「……いた」


    　捜し求めていた者を、ようやく見つけた。


    　そいつは、フロアの中央で、一人掛けの豪ごう奢しやなアームチェアに足を組んで座っていた。肘ひじ掛かけに肘をついて、斜めに顔を支え、まさしく暴君の名にふさわしい不敵で凶暴な瞳ひとみをメロウたちへと向けている。


    　そして、三日月のように、かっ、と口を裂いた。


    「ようこそ、クソガキ！　俺の城は楽しんでくれたかよ？　ガキが喜ぶ仕掛けが沢たく山さんあっただろ？　ギャハハハハ！」


    　最強の暴君バツドブラツド、人狼ビーストツヴァイは、天井を見上げて大きく笑った。


    　そしてひとしきり笑うと、瞳ひとみを閉じて、すぅ、と深く息を吸い込んだ。


    　鼻先から、新鮮な空気が流れ込む。


    　それもそのはず、このフロアには大小様々な観葉植物が所狭しと並べられているのだ。そして、床には土が敷かれその上に青い芝しば生ふが生い茂っている。どこもかしこも青々としていて、まるで植物園のような景色だ。


    　そして、このフロアには、メロウたちやツヴァイ以外にも、生き物の気配が溢あふれていた。


    『猫の庭園キテイガーデン』


    　ツヴァイはこのフロアをそう呼んでいる。


    　その名の通り、このフロアには四〇匹以上の猫が住み着いていた。成体、子猫入り交じり、緑の庭園で勝手気ままな生活を送っている。猫たちの為ために、フロアの端には砂場があるし、隠れ家のような遊具もある。


    　心和なごむ、猫たちの楽園。この庭園の主あるじが、残ざん虐ぎやく極まる最強の人狼ビーストだとは誰が想像できるだろうか。


    　さらに圧あつ巻かんなのが、フロアを囲む左右の壁が、そのまま丸々本棚となっていることだ。高さ一〇メートル、横幅三〇メートル程ほどの巨大本棚が部屋の端と端とで左右に向かい合っている。


    　ザイト図書館だって、ここまで大きな本棚は見当たらないだろう。しかもそんな巨大な本棚にはみっちりと、本が詰められていた。ざっと一万冊はくだらない数の本が、このフロアには揃そろっている。猫も本も、全すべてツヴァイが集めたものだ。


    　無数の本に囲まれた、猫の庭園キテイガーデン。それが、ツヴァイの生活の場だった。


    「ソッコー相手してやりたいがな、生あい憎にく、こいつらのメシの時間でさ」


    　ツヴァイは立ち上がり、目の前に置いてあったタライほどの大きさのボウルに、ざらざらとドライフードタイプのキャットフードを盛っていく。すると、餌えさの気配に、部屋中の猫たちが一いつ斉せいにボウルに集まり、キャットフードをがっつき始めた。


    「……何よこれ」


    　楽しげに猫に餌を与えるツヴァイの姿に、カガミは戸と惑まどいを隠せない。それも当然のこと、似合わないにも程がある光景なのだから。


    「ぎゃはっー！　残さず喰くらえ。じゃねぇと大きくなれねぇからな！　って、おおっ、お前また産んだのかよ。なんだ、五匹も増えてんな。すげぇな、お前。ぽこぽこ増やしやがって、繁はん殖しよく力パネェ！　やべぇ！」


    　子どもみたいに喜びの声を上げて、ツヴァイは親猫が連れてきた生まれてからいくらもたたない子猫を拾い上げて手のひらの上にちょこんと載のせた。子猫はツヴァイの顔を、ガラス玉みたいな丸い目できょとん、と見つめていた。


    　破壊することしか知らない、殺さつ戮りくすることしか目的はない。それがツヴァイの生き方であるはずなのに、拾ってきた猫たちの世話をするツヴァイの顔は、まるで家族と共にいるかのように和なごやかだった。


    　しかし、ツヴァイは家族というものを知らない。


    　三年前に街中の人間が人狼ビースト化したあの夜、人狼ビーストの殆ほとんどが、それまでの生活や家族を捨てた。人間でなくなった彼らは、家族を失う代わりに群れを作り心にあいた穴を埋める。


    　群れとは人狼ビースト唯ゆい一いつの拠より所で、必然的に強い絆きずながそこには生まれる。


    　けれども、ツヴァイは違った。彼は三年前の夜、人狼ビースト化しても何も失うものがなかった。元から、家族も平へい穏おんな生活も友人も人生の楽しみも、ツヴァイは持っていなかったのだ。


    「……全員喰くったか？　喰ったんなら、いつもの場所に隠れてろ。ここは戦場になるからよぉ。たまには自慢の庭を人に見せびらかすのもいいよなぁ」


    　にゃーん、と猫たちはまるでツヴァイの言葉を理解しているかのように、一匹、また一匹と部屋から姿を消していく。猫たちは部屋の至る所に設置してある隠し窓から、安全な隠れ家へと逃げていく。


    「いけね、俺まだメシ喰ってねぇや」
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    　観葉植物の脇わきにひっそりと置いてある小型冷蔵庫の中から、ツヴァイはビニールパックに入った生クリームを取り出した。


    　そしてビニールパックの絞しぼり口をダイレクトに咥くわえる。


    「やっぱ俺みたいな頭脳派は、しっかり糖分取らねぇとな！」


    　ぐしゃり、と一握りでパックを絞りきる。


    　ツヴァイの口の中が甘ったるい生クリームまみれになるが、それもあっという間に喉のどの奥へと流し込まれた。


    「くぅぅ。うめぇぜ、まったく。生クリームは飲み物ですってか……あ、さて」


    　ようやくツヴァイは、無視し続けてきたメロウたちへと意識を向ける。


    「そこで大人しく待ってなくてもよかったんだぜ？　メシ時だろうが寝てる時だろうが、俺はいつだって相手してやるからよ」


    「遠慮したのはお前にじゃねぇよ。猫たちにだ。僕らの都合に巻き込んじゃ悪いからな。僕だって猫は好きだ」


    「誰だって好きだぜ、猫はさ。神様が唯ゆい一いつ作った動物だからよ」


    「そうかよ、どうりで人間は神様に愛されてないわけだな」


    「ま、そういうこった。あ、そうだ。そんな猫好きのガキに教えといてやるよ。あいつらが避難してる部屋は、たとえこの建物が全壊したってびくともしない核シェルター並みの強度にしてあるからよ。安心して暴れていいぜ？」


    　言いながらツヴァイは無む造ぞう作さに芝しば生ふの上にほっぽり出されていた武器、刀身が二メートルもある格段に長い代しろ物ものを拾い上げた。


    　そして、フロア中央のアームチェアにどさりと腰を下ろした。


    　チェアの真正面、メロウたちの背後にある壁の、天井に近い高さへと、ツヴァイは視線を移した。


    　が、それも一瞬、すぐに視線を落としてメロウたちを鋭い眼光で捉とらえる。


    「なぁ、クソガキ。お前がわざわざここに来なくてもよ。今夜あたり、行ってやるつもりだったんだぜ？　俺の花嫁を貰もらい受けにさ」


    　ツヴァイはその視線に、悪意や敵意を何十倍にも濃くした、身の毛もよだつ殺気を込める。随ずい分ぶんと離れているというのに、存在感で圧迫される。メロウは一歩後退しそうになったが、心臓を高鳴らせて踏みとどまった。


    　拳こぶしを握りしめ、ツヴァイとの交渉を始める。


    「急に会いたくなってな。待ちきれずに来ちゃったよ」


    「はっ、懐なついてんじゃねぇよ。俺はガキは嫌いなんだ。あ？　そういや、今夜は隣に連れてる女が違うじゃねぇか。よくないぜ、その年で女とっかえひっかえなんてな」


    「ちょ！　なによその言い方！　私は別に──っ」


    　カガミがツヴァイの言葉に頭から湯気を出して反応したが、メロウはカガミの前に立ち、今は自分の番だとばかりに言葉を遮さえぎった。


    「勘かん違ちがいするなよ。こいつはここまでの案内役だ。気にするな」


    「そう言われても気になんだよな。その顔、昨日も会ったよな？　『赤色部隊レツドスカーフ』の嬢ちゃんよぉ。今日は愉ゆ快かいなコスプレしてないのか？　ああいうふざけた格好、俺は好きだぜ」


    「あいにく今夜は私用なの。誇りある隊服を着るのは仕事の時だけよ」


    「なんだ、残念。ロケット弾の次は戦闘機で遊んでくれるかと期待したんだけどな。はんっ。俺の嫁もいねぇし、コスプレも見れないし。一気にテンション下がったわー」


    　ふざけた調子のツヴァイに対し、メロウは冷たい口調で会話を進める。


    「今夜はお前を楽しませる為ために来たわけじゃないよ。僕の目的は──」


    　メロウはツヴァイに確かめたいことが山ほどあった。


    　この建物が元は新造体バーストの研究施設だったこと。


    　ツヴァイがここで生まれた、実験体新造体バーストであること。そして人狼ビーストになった経緯。


    　ヒツジを見たツヴァイがしきりに口走っていた、アイン、恐らくツヴァイと同じ人工新造体バーストの実験体一号機アインのこと。


    　しかし、そんなことよりも、今は優先すべきことがある。


    「ツヴァイ、落ち着いて僕の話を聞いてくれ。実はな……」


    「ギャハッ！　落ち着く？　なに言ってんのかわかんねぇな」


    　ぎしり、とチェアを軋きしませツヴァイが立ち上がった。そして流れるような所しよ作さで鞘さやから刀を抜き放つ。


    「……なぁ、そんなことどうだっていいだろ。俺とてめぇはいつから和わ気き藹あい々あいとお喋しやべりする仲になったよ？　俺は近所の気さくなお兄ちゃん、じゃないんだぜ？　俺とてめぇらがこうやって向かい合ってんなら、やることは一つ！」


    　ギンッ、とツヴァイがメロウを睨にらみ付けた。空気がびりびりと震える。ツヴァイの左手にいつの間にか一冊の本が握られていることに、メロウが気付いた時には。


    「──始めようぜ。こっからは物理法則げんじつ無視のショータイムだ!!」


    　ざわり、とツヴァイの輪郭が揺らいだ。


    　その途端、ツヴァイの体が無数のコウモリとなって一気に拡散していく。


    　きぃきぃと泣き声を上げ、緑の庭園に黒いコウモリの群れが飛び散った。


    「くそっ、まだ交渉すら始めてないのに！」


    　メロウは吐き捨てるように言うと、五メートル程ほど離れた距離に生はえている細長い木に向かって走り出した。


    　カガミは、セーラー服の内側に隠し持っていた、刃渡り六〇センチ、刃幅一〇センチという重量級ナイフを構える。


    「静しず森もり！　注意すんのはコウモリじゃねぇ！　ツヴァイの正体だ！」


    「──え？　正体って言われてもっ」


    「わかるだろ、そんくらい！　間違っても嚙かまれんなよっ！」


    　人間が無数のコウモリに変身する、なんて現象は現実にはありえないが、その逆、ゲームや漫画ではお馴な染じみ過ぎて、たやすく正体は看かん破ぱできる。


    　その名は、吸血鬼。


    　闇やみ夜よに歩き、コウモリや霧きりへと変身し、そして美女の生き血を啜すする古典的怪物。


    「ギャハハハハ！　おっもしれぇな、これ！　そんじゃ食後のドリンクに、頂いただくぜぇ！」


    　空中で全すべてのウモリが密集すると、再びツヴァイの姿へと戻る。勢いを付けて落下していくのはメロウの元。


    　ツヴァイは、裂けた口から尖とがった犬けん歯しを覗のぞかせ、メロウの首元に狙ねらいを付けた。


    　丁ちよう度どその時、メロウは目指していた細い木の前に到着する。


    「強いけど馬ば鹿かだよな、お前は──どうして弱点が知れ渡ってる怪物選ぶんだか！」


    　ばきばきっ、と細い木を折って二本の棒きれを作ると、メロウは振り返って空から飛来するツヴァイへと手を掲かかげた。


    　棒きれでツヴァイに攻撃するわけではない。棒きれは十字に組み合わせられ、ツヴァイの正面に突きつけられた。


    　恐ろしい怪物である吸血鬼は、けれども人間に倒される。弱点があるからだ──それは聖なるシンボル。


    「いけね、そうだったよな。ちっ、使えねぇ本だな」


    　ツヴァイは吸血鬼のように十字のシンボルを見てのたうち回ったりはしなかった。


    　その代わり、ぼっ、とツヴァイの左手に握られていた本が一瞬のうちに灰へと化す。


    　自分の左手をまじまじと見詰め、ツヴァイはすとん、とメロウの目の前に着地した。メロウも掲げていた棒きれを投げ捨てて、二回りも大きなツヴァイを見上げた。


    「へぇ、弱点つかれると本が消えんのか。初めて知ったわ。そんじゃお次は──！」


    「ちょっと待て！　ツヴァイ！　僕はお前に話があって……！」


    「無駄よ、姫ひめ草くさ君」


    　メロウの声をかき消して、カガミがツヴァイの背後から忍び寄る。


    　ツヴァイの背後一メートルまで迫ったカガミは、渾こん身しんの勢いで重量級ナイフを振りかぶるが──。


    「……あ、悪わりぃ。忘れてたわ、お前のこと」


    　振り向きざまに、ツヴァイはいとも簡単に、ナイフを刀で受け流した。キィィン、と金属同士が弾はじき合う音がフロアに響く。


    　カガミは反動を利用して、そのまま後方へと飛び退のいた。まだナイフは構えたままだ。


    「そのまま忘れててくれたら、気付く暇ひまも与えず殺してやったのに。……それと、姫ひめ草くさ君！　言っとくけど、今のこいつが交渉に乗ったりするはずないわ。話聞かせるには、それなりにダメージ負わせて頭に上った血、抜いてあげないと！」


    　カガミは体内の微機装ナノマシンを一気に活性化させる。両の瞳ひとみが、ルビーのように赤く染め上げられる。


    　微機装ナノマシンの力を最大限に発揮して超加速を生む、『赤の領域キリングフイールド』の発動。


    「朱しゆにして屈せず、紅くれないに血ち染ぞめる。お前に贈ろう、絶望と共に最速の赤を──っ！」


    　カガミの姿が、ぱっ、とかき消えた。立っていた足あし下もとの芝しば生ふが、あまりの速度に、靴くつ底ぞこの形に焼け焦げている。カガミは全力全開、音速に近い速さでツヴァイに突撃する。


    　間合いなど、カガミには関係ない。一〇メートルの間合いを〇・一秒で詰め、ナイフを突き出した。切っ先は、ツヴァイの首筋五センチにまで迫る。


    　が、その五センチを縮めることはできなかった。


    「ほんで、それがどうした？」


    　ツヴァイは見飽きた手品を見た時のような気の抜けた声を出し、『赤の領域キリングフイールド』発動中のカガミの動きに反応して、刀を振るった。


    　カガミの目にすら映らない、一いつ閃せん。圧倒的な死の気配に、カガミは手にしたナイフを投げ出し、超加速したままツヴァイの横をすり抜けた。


    　投げ出されたカガミのナイフが、空中でぱきぃん、と横一文字に折られていた。


    　同時に、避けきったはずなのに、カガミの右袖そでが音もなく切り裂かれ、二の腕からぶしゅぅっ、と盛大に血が噴ふき出す。


    「はぐっ……!!」


    　二の腕の出血を押さえ、カガミはさらにバックステップで距離を取る。


    「…………なんで、あんたなんかが『赤の領域キリングフイールド』に対応できるのよ」


    　ツヴァイの真横、四メートル。それでもまだツヴァイの攻撃範囲内であろう場所まで退しりぞいたカガミは、頰ほおに冷や汗を流して焦しよう燥そうする。新造体バーストが人狼ビーストを圧倒する唯ゆい一いつの力が、ツヴァイには通じない。それは絶望的な結果だ。


    　ツヴァイは肩に刀を乗せ、涼しい顔でたじろぐカガミの姿を見詰め、三日月のように口を歪ゆがめた。


    「ギャハハハハ。これだから速さしか能のねぇ嬢ちゃんは困るぜ。確かにお前の速さは俺を上回ってる。けどな、俺の命取りにくる間際の気配すら感じ取っちまえば、いくらだって対処できるんだよ──俺の反射神経なめてんじゃねーよ！」


    「デタラメ言わないで！　反射神経なんかで私の攻撃を防げるはず……！」


    「現に防いで見せただろ？　事実を認識しろよ、現実逃避すんな。……それより、今度の本はどうよ？　愛刀との組み合わせばっちりだったろ？」


    　ツヴァイはいつの間にか左手に持っていた本をひらひらと泳がせた。その本のタイトルには『宮みや本もと武蔵むさし』の名が入っている。それは日本屈指の剣けん豪ごうの活躍を描いた本。


    「今の俺様は剣聖と謳うたわれた侍さむらいそのものなんだぜ？　大河ドラマにも出れちゃうかもな──知ってるか？　古いにしえの侍の技と力ってのは、現代人の目から見れば魔法でも使ってんじゃねぇかって程ほどなんだってな。赤あか頭ず巾きんのお嬢ちゃんよぉ、その身に剣聖の技、刻きざんでやるぜぇ！」


    　ツヴァイの体が、前方に傾く。その身に剣聖の力が宿っているなら、踏み込んでから一ひと太た刀ち入れるまでの間は刹せつ那なもないだろう。


    　ぽたり、と腕を伝って血のしずくが垂たれた。


    「……っ！」


    　カガミの右腕は、思うように動かない。微機装ナノマシンの力で回復力を高めているが、即座に治るものではない。それなら、左手一本で、隠し持ったナイフを取り出し戦うしかない、と考えたところで。


    「──ギャハッ！」


    　ツヴァイが獰どう猛もうに口を裂いて乱らん杭ぐい歯ばを覗のぞかせ、刀の柄つかを握る手に力を込めた。すると──唐とう突とつに、ツヴァイの背後からメロウの声が響く。


    「だったらさぁ、僕の爆弾なんてものも、古の侍が見たら魔法だって思うよな。新旧魔法対決してみるか？」


    　ツヴァイの背後に走り込んでいたメロウは、三メートルという距離まで接近すると、すかさず、ジャムの瓶びんほどの大きさの爆弾をツヴァイの背中に向けて投げつける。


    「うっぜぇぇ!!　いいとこなんだよ、邪魔すんな！」


    　振り返りざまに、ツヴァイはメロウが放った爆弾を薙ないでいた。閃せん光こうのように白銀の刀身が振るわれ、たちどころにジャム瓶型爆弾は真っ二つに両断される。


    　しかし、それで終わりではなかった。


    　真ん中からすぱん、と斬きられた爆弾は、空中で回転しながらその内部から黒色の粉末を吐き出した。


    　粉は辺りに飛散し、ツヴァイの頭上にも降り注ぐ。その光景を見て、メロウはぺろりと舌を出す。


    「ばーか！　宮本武蔵だって黒色火薬くらい知ってんだろ？」


    　爆弾と共に放っていた、火の付いた小さなマッチが、ツヴァイの体にぽすっ、と当たった。その瞬間、体に降りかかった黒色火薬に引火し──ごぅっ、とツヴァイの全身が燃え上がった。


    　人型の炎の塊かたまりが、辺りに生はえる観葉植物や足あし下もとの芝しば生ふに炎をまき散らす。植物は燃えやすく、ぐんぐんと炎の規模が広がっていく。


    「──おっと」


    　メロウは炎の届かない範囲まで退避する。カガミもまた、『赤き領域キリングフイールド』を解除して、斬られた右腕を押さえ、メロウの隣へと立つ。


    　メロウは、離れた場所で火だるまになっているツヴァイの様子を、じっと観察した。


    　ツヴァイの体は炎に巻かれているが、よろめく気配もない。


    「無駄よ、一一〇ミリ対戦車砲パンツアーフアウストの直撃だって生なま身みで凌しのいだ奴やつだもの。あいつの体は超合金でできてるようなものと思っていいわ。火薬程度じゃ……」


    「だろうな。けど、僕が燃やしたかったのは、ツヴァイ本人じゃない。ツヴァイの持ってた本だ」


    「そっか!?　本はただの紙だから……」


    　カガミがメロウの真意に気付いた、その時だった。


    「──はぁっ!!」


    　耳がキーン、と痛む程ほどの声が上がった。


    　声の主ぬしはツヴァイ。


    　ツヴァイは声と共に吐き出した、たった一呼吸で、自分を包んでいた炎はおろか、直径五メートルほどの植物に燃え広がった炎すら一気にかき消した。


    　並外れた肺活量による、消火。


    　ジャケットについた灰を払い落とし、ツヴァイはメロウたちに視線を向ける。にたにたした笑みは消えない。


    　メロウは腑ふに落ちない様子で、ツヴァイと向き合う。


    「……おい、ツヴァイ。いくらなんでも無茶苦茶だろ？」


    「一気に吐き出した二酸化炭素と風圧でかき消したまでだ。そこら辺のガキだって自分の息で蠟ろう燭そくの火くらい消せるだろ？」


    　気軽に言ってのけるが、吐と息いきで消せる規模ではなかったのは明らかだ。


    　そんな神かみ業わざをさらっとこなしたツヴァイは、左手に握った炭となった本に視線を落とした。


    「これで二冊か。こんなにばんばん、本を破壊されるなんて滅めつ多たにないぜ。大したもんだな、お前たち。ちびっこいガキの分ぶん際ざいでよぉ」


    「それは僕の実力、認めたってことか？」


    　どうやらツヴァイは、今すぐ攻撃を仕掛けるつもりはないようだ。


    　メロウは傷ついたカガミを庇かばうように、一歩前に踏み出した。


    「僕もお前の実力は認めるよ。確かにすごいね。Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベル１２０。たしかに絶対無敵で超絶強い。最強の人狼ビーストってのは伊だ達てじゃないな」


    「喧けん嘩か売った相手が悪かったな、ガキ。見たとこ、そっちの嬢ちゃんもＢ．Ｌｖ．ビーストレベルで言えば95ってとこかな」


    　品定めするかのように、ツヴァイはカガミの姿を上から下まで眺めた。


    　Ｂ．Ｌｖ．ビーストレベル95といえば、海上自衛隊の主力戦力とも言われるイージス艦を一人で沈められる程ほどの戦闘力を持っているとされるが、それでもツヴァイの実力には届かない。


    「高位レベルになればなるほど、少しのレベル差も絶望的だ。はっ、今さら俺の強さを認識しても許してやんねぇよ？」


    「別に許してくれって言ってるわけじゃないさ。ただ、決着付ける前にお前の耳に入れておきたいことがあってね。ここに来たのもそれが目的だ」


    　二歩、三歩。さらに近づく。


    　メロウは呼吸を深く吸い込んだ。つう、と頰ほおに一筋の汗が流れる。交渉の肝きもは、この瞬間だ。


    　意を決し、メロウはツヴァイに真実を伝える。


    「──実は今、ヒツジが病やまいに倒れている。人狼ビースト特有の難病だ。もういつ死んでもおかしくない状態にある。頼むよ、ツヴァイ。お前の能力を使って、ヒツジの病気を治してくれないか？　僕とお前は敵同士だけど、お前にとってもヒツジは大切な存在だろ？　花嫁にすると宣言した相手だ、お願いだ！」


    　標的としていた人狼ビースト相手に、まさかパートナーを救ってくれと懇願することになるとは、メロウだって望んでいたことではない。人狼ビーストは復ふく讐しゆうすべき相手、メロウの中でそれは今も変わらない。けれど、今はヒツジを生かすことが先決だ。


    　しかし。


    　メロウの言葉を聞いた途端、ツヴァイの態度が激変した。


    　まるで今まで表だったコインが裏返ったかのように。


    　一瞬にして、その表情からにやにやした軽薄な笑みがかき消え、


    「──あん？」


    　と、ツヴァイが顔を歪ゆがめた。次の瞬間には、二人の間にあった、一〇歩の距離はゼロへと縮まり、ツヴァイはメロウの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。


    　さらりとなびいていた金髪が一気に逆立ち、裂けた口からは乱らん杭ぐい歯ばがいっそう鋭く光った。恐らく、サングラスの中の瞳ひとみは金色に染まっているだろう。


    　ツヴァイは憤ふん怒ぬの表情をメロウへと押しつける。


    「なんつった、てめぇ！　難病？　俺に治せ？　ふっざけんな、クソ！　またかよ、アイン！　お前はそうやってずっと俺を孤独にし続けるんだろ！　なぁ！」


    「だから！　この間からなに言ってるんだよ！　下のフロアで見たけどさ。お前が生まれた装置の隣に、実験体一号機って書いてあった。アインってのはそれのことだろ？　どうしてお前はヒツジのことその名で……って、な、んだよ。それは……」


    　メロウの視線はツヴァイを通り越して、その背後。天井に近い高さにある壁を見ていた。


    　戦いが始まる前、確かにツヴァイはその場所を一いち瞥べつしていた。


    　そこには畳たたみ二畳ほどの巨大な肖像画が、額縁に入れられ掲かかげられていた。額縁の周りには造花ではない赤いバラが、丁てい寧ねいに貼はり付けられていて、とても手が込んでいる。


    「……ヒツジ？　いや、でも……あれがない」


    　肖像画に描かれているのは、前髪をぱっつんと切り揃そろえた黒髪長髪の美少女。色白な肌も、愛くるしい大きな瞳ひとみも、口元をほんの少し吊つり上げた微笑も、すべてヒツジそっくりだ。


    　ただ一つ、ヒツジの人狼ビーストとしての特徴である頭の両側に付いている巻き角づのが、見当たらない。


    「ヒツジじゃねぇよ──あれがアインだ。俺の花嫁。試験運用テストタイプの新造体バースト、一号機アイン。そして俺が二号機ツヴアイだ」


    「一号機アイン……あんなにもヒツジと似てるなんて……。ツヴァイ、お前とアインは……」


    「下のフロアの実験室ラボ、見たんだろ？　そうだよ、俺もアインも、ここで一緒に作られた。そんでもって、俺が殺した。元々、試験運用テストタイプってのはその為ために作られた存在だからよ！」


    　叩たたき捨てるように、ツヴァイはメロウの胸むな倉ぐらから手を離した。そして、振り向き、アインの肖像画を真まっ直すぐに見詰める。


    「二つの別々の育成プログラムによって成長した新造体を戦わせ、どちらがより強いかを試す、それが科学者どもの目的だった。断然、俺の方が強かった。っていうか、俺は元々、プログラムのミスで、生まれた時から桁けた外れだったからな。だから、結果は戦う前からわかってたんだ」


    「だったら、試さなくてもいいだろ？　わかりきった結果を出すために、アインを犠ぎ牲せいにすることなんて……」


    「ここの科学者どもはな。根っから腐ってて、自分たちの研究に酔よっていた。その目で確かめ、実際の記録として残さねぇと気が済まなかった。だから、アインも自分の運命を受け入れてたんだよ。受け入れた上で俺にこう言ったんだ──


    『私は君のその高潔な強さが好き。ただ強くあろうとするだけの研とぎ澄まされた意志が好き。だから、私はそんな君に殺されて、試験運用テストタイプとしての運命を全まつとうできて嬉うれしいんだ。君はずっとずっと、強く生きるんだよ』


    　──だってよ。まったく、いつ思い出してもイカした女だぜ」


    　ツヴァイが初めて見せる、淋さみしげで切なげで、やりきれない表情。


    　メロウは今、ツヴァイの心の奥を覗のぞき見ている。


    「俺の強さを認め、好きだと言ってくれた奴やつは後にも先にもアインだけだ。俺はそんなアインが好きだった。好きだから、アインの気持ちに応こたえたくて、全力で戦ったんだぜ。勝負は一瞬、苦しむ暇ひまも与えず殺してやった。俺は科学者どもの期待にも応えてやったんだ！　それなのによぉっ！」


    　語気が荒々しくなる。


    　ツヴァイの意識は、目の前のメロウではなく、過去の記憶へと向けられる。


    　今でもツヴァイは、アインを殺した時の様子を鮮明に思い出せた。


    「強すぎるんだってよ、俺。強すぎて、手に負えないから廃はい棄きしますって。だったら！　俺の為に犠牲になったアインは何なんだよ！　生まれた意味は、死んだ意味はっ！　俺もアインも、科学者どもに命弄もてあそばれる為ために生まれたってのか!!」


    　残ざん酷こくな悲劇は、この罪の都に蔓まん延えんしている。


    　ツヴァイもまた、悲劇に巻き込まれた一人。


    「廃はい棄きされかかってたとこに赤い稲いな妻ずまが落ちたのには感謝してるぜ。このくそったれな世界に反逆しろって意味だよな！　皆殺しにしてやったよ、科学者どもを！」


    「それでお前は、アインの希望通り、ただ強さを追い求めたのか……。それがお前の生きる意味。で、そこまでして手に入れた最強はどうだった？　居心地いいか？　アインを失った胸の空からっぽは満たされた？」


    「…………いんや」


    　肖像画に向けていたツヴァイの視線が、無意識のうちに下がっていく。


    　まるでうなだれているかのように見える姿勢。


    「アインが望む強さ。最強を目指し天てつ辺ぺんを取る。それは間違いじゃねぇ。俺の三年間は、何一つ間違いなんてなかったはずなんだよ！　だがな、いくら強くなっても、アインはいない。俺はまたあいつに、褒ほめて貰もらいたいのによ！」


    「淋さみしいなら仲間でも作ればよかっただろ？　お前の元に集つどう群れをさ」


    「駄目だ。最強の俺はもう普通の人狼ビーストなんて超えた存在なんだぜ？　誰が付き従うかよ。みんなびびって寄ってこねぇ。俺の傍そばにいるのは拾ってきた猫どもだけだ。それだって、ただ腹空すかせてるから。別に俺を好いてるわけじゃねぇのさ」


    　人狼ビーストを超えた存在、それは誰もが近寄ることすらできない、孤こ高こうの頂いただき。


    「全然俺の心は満たされねぇ。足りねぇんだよ！　だから、何で満たせばいいのかずっと考えてた──そこに丁ちよう度ど、昨日だ。アインがもう一度、俺の前に現れたのさ。それも今度は俺に見合う強さを身につけてな。やべぇよな、こんな奇跡が起こっていいのかよ？　百ゆ合り原はらヒツジはアインの生まれ変わりだ、間違いない！」


    　それはツヴァイの勘違いで、ヒツジは偶然にもアインに似ていたに過ぎない。


    　けれど、ツヴァイのアインを求める強い気持ちは、ヒツジをアインそのものだと思い込んでしまった。


    「僕は、お前がヒツジをアインだって思う気持ちを、完全否定しようとは思わない。生まれ変わりだの前世だの、なんて信じられないし。ヒツジはヒツジだけど。お前にとってはヒツジはアインそのものなんだろうよ。だったら、なおさら！　どうしてヒツジを救ってくれないんだ！　ずっと一いち途ずに想おもってきた相手だろ！」


    「はき違えんな！　勝手に俺をわかったつもりになってんじゃねぇよっ！」


    　どっ、とツヴァイはメロウのお腹なかに拳こぶしを抉えぐり込んだ。


    　衝撃と共に、ミキサーで内臓をかき回されたかのような、吐き気を催もよおす気持ち悪さが駆け巡めぐる。


    「ごふぅぇっ！」


    　メロウの体がくの字に折れ曲がり、口から唾だ液えきが溢あふれ出た。


    「姫ひめ草くさ君──!?」


    　後方からカガミが駆け寄ろうとしたが、メロウは袖そでで口を拭ぬぐいながら、もう一方の手を差し出してカガミを止めた。


    「大丈夫だ。僕は、こいつとまだ話がある……」


    　そして、ツヴァイもメロウとの会話を望んでいるようだった。なぜなら、本気でメロウを黙らせたいのなら、こんな中途半端な攻撃で済んでいるはずがないからだ。ツヴァイが全力を出せば、今頃、メロウの体は木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛び肉片と化している。


    「聞かせろよ、ツヴァイ！　ヒツジを救わない理由を！」


    「んなことは簡単だ。もう一度俺と巡めぐり合ったってのに、難病で死ぬとか抜かしてやがるからだよ！　あいつはいつだってそうだ。理り不ふ尽じんな運命に負けて、結局はそれを受け入れちまう。俺を一人残したままでよ」


    「わかんない奴やつだな。だから、お前が理不尽な運命とやらを変えてやればいいだけだろ！」


    「そうじゃねぇ！　違ったんだよ！　てっきりアインは俺と一緒にいたくてもう一度現れたと思ってた。けど、それは俺の勘違いだ。死の病やまいにかかってるって聞かされてはっきりわかったぜ。アインは俺に、孤独も未練も後悔もない、本当の意味の最強になれって言ってるんだ。だからもう一度現れたんだ！　もう一度俺に殺されて、あいつの存在を吹っ切らせる為ために！　俺はもう一度アインを殺し、真実最強になってみせる！」


    　ツヴァイは天に向かって咆ほえた。


    　己おのれの最強を、神様にだってわからせてやろうとするかのように。


    　しかし、メロウは、納得しない。


    「ふっざけんな！　なんだその意味不明な理屈は！　どーゆー思考回路してたらそんな結論導き出せるんだよ、頭、冷やせ！　僕はそんな理由、認めないからな!!」


    「誰が認めてほしいっつったよ!!」


    　再び、繰り出される拳こぶし。今度はメロウの胸に突き刺さる。骨が軋きしみ、一瞬、心臓が鼓動を止めた。


    　けれど、メロウはそれでも止まらない。


    「頭悪い間違いりくつ並べて、勝手に諦あきらめんなよ！　お前はアインを見捨てていいはずないんだ！」


    「だったらてめぇで救え！　お前にとっても大切な存在なら人任せにすんな！」


    「できないから言ってんだろ！　お前にしか無理なんだ！」


    　ごっ、と今度はメロウの下顎あごにアッパーがかする。特殊防護服でカバーできない部位にダイレクトにダメージが通る。


    　くらり、と視界が霞かすんだ。脳が揺れ、意識が飛びかける。しかし、メロウはぐっ、と犬けん歯しで下唇くちびるを嚙かみ切って、痛みによって意識を保つ。


    「効きくかよ、こんなもの！　ヒツジの体を襲ってる痛みに比べたら！　──ツヴァイ！　たかが三年生きただけで、何もかもをわかった気になんなよ、ガキなのはお前の方だ!!　悟さとったフリするくらいなら、捨てていいもんと駄目なもんの区別くらいついてからにしろ。人にはな、みっともなくても認められなくても、後ご生しよう大だい事じに抱えないといけないものがあるんだよ！　お前はそれが何なのかもわかってない！」


    「俺が抱えるのは最強のみだって言ってんだろ！　お前、もういい、黙れよ！」


    「ここで黙るようなら、最初からお前に頼みに来たりしない！　黙らせたいなら、力尽くでやってみろ！　しみったれた楽園願望叶かなえたみたいな箱庭この部屋から、お前の悲劇を邪魔する脇わき役やくを、つまみ出せばいいだろ！」


    「やってやんよ、クソガキがぁぁ！」


    　横薙なぎに振られたツヴァイの足が、メロウの左腕に直撃する。


    　メロウはぐきゃりと軋きしむ骨の音を聞きながら、サッカーボールみたいにバウンドしつつ横へと吹っ飛ばされた。


    　腕の骨は辛かろうじて折れてはいない。


    　まだツヴァイは手加減している。いや、無意識に、力を込められない。ツヴァイの暴力を、メロウの言葉が抑えている。


    　とはいえ、何度も打撃を加えられたメロウは、全身の筋肉が断裂するかのような激痛を感じていた。


    　それでも、メロウは再び立ち上がる。


    　よろり、と風に揺らぐ柳のように頼りなさげな姿になっても、立ち向かう。


    「なぁ、お前はもうずっと地獄の中にいたんだろ？　だったら、これからは、そっから抜け出して、夢だの愛だの希望だのって、小こっ恥ぱずかしいこと口にするような生き方してもいいと思うぜ？　お前なら、大切な人を取り戻せるんだよ！」


    「無理に決まってんだろ！　甘ったりぃんだよ!!　何でもかんでも救えると思うな！　俺は救いようのねぇ世界で生きてんだ！　生まれた時から詰んでんチエツクメイトだ。それなのにいつまで経たっても終わらねぇ。俺の人生なんてそんなもんだ。夢だの愛だのなんていう幸福が現実に存在するなんて信じらんねぇんだよ！」


    「──泣き言はそれだけかよ？」


    　ずたボロだというのに、少年はシニカルに笑う。


    　その笑みは、どろどろに濁にごった淀よどみを吹き飛ばす、爽そう快かいな風のようだった。


    「いい加減気付けよ。最強の王様キングの傍そばには最愛の女王クイーンが欠かせない。孤独で悲劇な王手詰みチエツクメイトを覆くつがえすのは、女王アインがいないと始まらないのさ！」


    「うるせぇぇぇ！　女王アインなんてもういらねぇ、駒仲間もいらねぇ。王最強が残りゃそれで勝ちだ！」


    　メロウの言葉を吹っ切るように、ツヴァイは今まで片手で持っていた刀を両手で握り締めた。


    　今度は、本気。殺し合いが再開される。


    「ツヴァイ……どうあっても、いっぺんぶっ飛ばされないとわからないらしいな。いいよ、もう。僕だって殴なぐられてばっかりじゃ癪しやくだから」


    「屁へ理り屈くつこねるだけしか能がねぇガキに！　今さら何ができんだよ！　てめぇみてぇなヒヨッコが、俺に勝てると思ってんのか？」


    「わかってないな、お前は。勝つ自信もなしに、僕がお前の前に立ってると思うのか？　何の準備もなく、無防備にお願いしに来ただけとでも？　悪いな、僕はそんなにお人好よしじゃない──」


    　かちり、とメロウはポケットに隠していた爆弾のスイッチを押す。


    　その途端、ごごごごごごごごごごごっ、と何かが崩れ去っていく音がフロア中に響き──そして、メロウたちの立つ足あし下もとが揺れ、壁には無数の亀き裂れつが入った。


    「──ッ！」


    　ツヴァイはしだいに斜めになっていく足場に踏みとどまり、周囲の様子を確かめた。


    　フロアを支える柱には致命的なヒビが入り、半球状の天井がバリバリと音を立てて崩れ始めた。電球で作った偽にせ物ものではなく、本物の星空が、ツヴァイやメロウたちの頭上を照らす。


    「はははははっ──最上階で悠ゆう長ちように待ってるからだよ。ちょっと時間は掛かっちゃったけど、全すべての階に爆弾を仕掛け、今それを起動させた。五分も経たたずに、この建物は崩壊するぜ」


    　今や『迷宮病院ラビユリントス』を支える柱は次々と爆弾によって破壊されていっている。メロウはツヴァイが要求をのまなかった時の為ため、あらかじめ策を用意していたのだ。ムダに時間をかけて各フロアを回っていたわけではない。ツヴァイの他ほかに、猫たちがいたのは予想外だったが、絶対安全なシェルターに避難しているとツヴァイが自信をもって言っていたので問題はない。


    　下のフロアにいた新造体バーストの人面犬キメラたちも、異変に気付き、今頃は逃げ出しているだろう。


    「てめぇ、何のつもりでやってんだよ？　俺を爆発に巻き込んだところで死にはしねぇんだよっ！」


    「そんなことが狙ねらいじゃない。こんだけ大掛かりに破壊すれば、お前の隙すきもつけるかと思ってね」


    「なに言って──！」


    　言葉の途中で、ツヴァイは気配を感じ取り、ばっ、と後ろを振り向いた。


    　そこには、両手に一本ずつナイフを持ったカガミが、三メートルの距離にまで接近し、静かに佇たたずんでいた。今度のナイフは、先ほどと違い刃渡り二〇センチほど。それでも充分に凶器となる。


    「ツヴァイ、一度味わってみたらどうかしら。敗北ってやつを。価値観変わるわよ、きっと」


    　言って、ゆらりとカガミは体を揺らす。すでにこのフロアの床は、建物の倒壊によってどんどんと斜めになっていってるし、頭上からは崩壊した天井の破片が降り注いでくる。


    　けれど、メロウもカガミも、冷静な表情を崩さない。まるで勝利を確信しているかのよう。


    「はっ、負ける？　ありえねぇよ。てめぇらごときに俺が負けるなんざ、宇宙の法則が乱れたってありえねぇんだよ！」


    「いいや、違うね。だってもうお前の負けは決まってる」


    　ぺろり、と舌を出してメロウは笑う。


    　その手元が、きらり、と月の光を反射して輝いていた。


    「──！　ガキ、何持ってやがる！」


    「遅かったね。今さら気付いてももう駄目だ。なぁ、ツヴァイ。僕は正々堂々真まっ向こう勝負、なんて最初から考えちゃいないのさ。ただの、非ひ力りきな中学生だからね、弱さをカバーするために、策を練って、手て駒ごまを駆使して、敵を倒す──そして、僕の策はすでに完了している」


    　ばちばちっ、とメロウの手元から青白い火花が散った。


    　それは、人狼ビースト殺しの電撃『浄化の切り札ラストジヨーカー』。本来なら、メロウがその身をもって、人狼ビーストに接触しなければ発動しない能力だが──今は違った。


    「糸……か！」


    　ツヴァイはメロウの手元を凝ぎよう視しする。


    　きらり、とメロウの手元で光っているのは、ほとんど目に見えないような極細の糸ワイヤー。化学繊せん維いでできたその糸は、人狼ビースト殺しの電撃すら通電する。


    　そして、糸は今や、フロア中に蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされていた。崩れゆく壁、落ちてきた天井の破片、並ぶ樹木。フロアの至る所に、糸は引っかかり、滑かつ車しやの役目を果たしてツヴァイを包囲していた。


    　建物に仕掛けた爆弾が起動した、その隙すきをついて、糸を張り巡らせたのは──。


    「新造体バーストの戦闘訓練の中に、糸を使った殺人技術ってのも含まれててよかったわ。まさか、こんな風に使うとは思ってなかったけど」


    　カガミは、ツインテールを揺らして、戦闘態勢に入っていた。その瞳ひとみも、みるみる赤く染まっていく。


    　ナイフであろうとロケット弾であろうと、そして糸であろうと。あらゆる武器を使いこなす、それが人狼ビーストのような超能力を持たない新造体バーストが磨き上げた技術だった。


    「カガミは糸を張り巡らせた張本人だ。糸の位置も把握して、どうやって動けば糸に触れずにお前を攻撃できるかを知っている。ツヴァイ、お前はどうだ？　不用意に動けば、人狼ビースト殺しの電撃で丸焼けになる。そんな状況で、カガミに勝てるかな？」


    　ずずん、と足場が揺れた。カガミに攻撃されなくても、足場が不安定になれば、ツヴァイは知らずに糸に触れてしまう可能性もある。ツヴァイにはすでに逃げ場はなかった。


    　メロウは糸へと電撃を放出し続けながら、ツヴァイに喋しやべりかける。


    「僕はな、ツヴァイ。人狼ビースト狩りゲームを始めてから、自分の能力がどれだけ応用できるか、それを試し続けたんだよ。だから、ある種の化学繊せん維いにだけ能力が通電することも見つけた。覚えておけよ──弱い奴やつほど、奥の手は沢たく山さん隠し持ってるもんだってさ」


    　メロウの言葉が終わると共に、カガミがたんっ、と床を蹴けり、曲芸師のように糸と糸との間をくぐり抜け、ツヴァイの胸先、一ミリたらずの場所へとナイフを突きつけた。


    　ツヴァイは刀を振ってナイフを叩たたき落としたかった。けれど、腕を動かしただけで、糸に触れてしまう気がして、一歩も身動きできなかった。


    「くっ………」


    　悔くやしさに顔を歪ゆがめるツヴァイ。メロウは改めて勝利を確信した。


    「勝ったのは僕らだ。僕と静しず森もりとそして──ヒツジ。ヒツジが事前にお前の弱点を推測してなかったら、こんな策は思い浮かばなかった。お前の隙すきをついて、絶対に避けられない攻撃を仕掛ける。なぁ、ツヴァイ。お前、だいぶ疲ひ弊へいしてるだろ？　すごい能力ほど使うのに莫ばく大だいな力を必要とするからな」


    「……っ！」


    　ツヴァイは答えなかった。けれど、疲弊しているのは確かだった。その証拠に、ツヴァイは本を使って現状を打破することに戸と惑まどいを覚えていた。使えば、本当に体力が底をつくかもしれない。


    　そんなツヴァイの表情を見て、メロウは最後の通告をする。


    「ツヴァイ。お前の負けなんだ。だからもう折れろよ。ヒツジを治すって約束しろ！　そしたら殺さないでやるから」


    　メロウは真まっ直すぐにツヴァイの顔を見詰めた。隠してはいるが、メロウの足は今にも崩れ落ちそうだった。ツヴァイから受けた攻撃と人狼ビースト殺しの電撃をフルで使い続けている今の状況に、メロウの体力は限界に達していた。だからこそ、早くツヴァイには敗北を認めてほしかった。


    　けれど、ツヴァイは折れない。


    　べぇ、と真っ赤な舌を出して、メロウを睨にらみ付ける。


    「嫌だね。何度でも名乗ってやるぜ、俺は誰にも負けねぇ、最強の暴君バツドブラツドだ!!」


    　カガミが、ナイフに力を込める。


    　要求をのまなければ、殺すしかない。


    　ナイフは正確にツヴァイの心臓に滑り込もうとしていた、が、その瞬間。


    　びきっ、とフロアの床の中央から、縦に亀裂が入り──崩壊した。


    　一瞬にしてフロアの中央が崩れ、床に直径一〇メートルほどの穴が貫通した。


    　そして、その穴をあけた張本人が、


    「しゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ──！」


    　咆ほう吼こうを上げ、現れる。


    　たなびく黒髪、踊る肢し体たい。パジャマ姿に素足のままで、その手に黒銃を握り締め──百合原ヒツジヒロインは戦場へと舞い上がった。


    　フロアに出来上がった穴は、一階から一三階まで真まっ直すぐに貫通している。ヒツジは最上階まで最短最速全力で、一秒も止まらずに天井を突き破ってジャンプしてきたのだ。


    「──っ！　ヒツジ！」


    　突然の登場に戸と惑まどうメロウと、勢い余って空中五メートル以上のところまで飛び上がっているヒツジとが、目を合わせる。


    　ヒツジは、にこー、と満面の笑みを浮かべた。


    「えへっ、姫ひめ先輩、来ちゃいましたっ!!」


    「馬ば鹿かっ。お前の体は──!?」


    「わかってます。たぶん全力出したら死んじゃうと思うんですっ。でもそれでもいいの。だって、私は姫先輩のパートナーだもんっ！」


    「あ…………」


    　メロウは何も言い返せなかった。


    　死を覚悟して戦うパートナーを止めるべきなのに、ヒツジの顔に浮かんだ清すが々すがしい笑顔を見ていると、どうしても、止められなかった。


    「それじゃ、姫先輩。見ててくださいっ──！」
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    　たんっ、と空中に浮き上がった床の破片を蹴けり付け、ヒツジが向かった先は、メロウの元──ではなく、床の崩壊に巻き込まれないよう飛び退のいていたツヴァイの元だった。


    「うらぁぁぁぁぁっ!!」


    　獲え物ものを狙ねらう鷹たかのように空中から時速一〇〇キロ以上のスピードでツヴァイに詰め寄ったヒツジは、真正面からツヴァイに向かって銃口を向ける。


    　その時点で、ヒツジの強引な破壊活動によって、フロアの床全面は一気に崩壊し、どころか『迷宮病院ラビユリントス』自体が、建物として存在できなくなっていた。


    　全すべてのフロアの柱が次々と崩れ、砂で作った城のように、あっけなく崩壊を始めた『迷宮病ラビユリン院トス』。


    　そしてメロウは、フロアの床が悉ことごとく粉ふん砕さいされたせいで、宙に投げ出され、落下していた。


    　本来なら一つ下のフロアに落ちるだけで済むはずだった。


    　しかし、ヒツジが最上階に上がった方法は、全てのフロアの床をぶち抜く、という荒あら技わざだ。つまりメロウが落下する先は、最上階から一階へと一気に落下する直行コース。


    　当然、手元の糸はすでにどこかへ吹っ飛んでいる。


    　その最中。


    （くそっ、ＧＰＳだっ！　ヒツジの奴やつ、僕の居場所をそれで捜したんだ！）


    　いつでもどこでも、パートナーの位置を確認できるようＧＰＳを持たせていたことを、メロウは心底後悔した。まさか、病やまいに冒おかされ死の淵ふちに立っているというのに、無理をして助けに来るとは思ってもみなかった。


    「大丈夫！　どっかに頭ぶつけて死んじゃったりしてない？」


    　落下するメロウの体は、不意にカガミに抱きかかえられる。カガミは、崩壊したガレキを足場にして、メロウの元へと駆け寄ってきたのだ。とはいえ、一階まで続く巨大な落とし穴に呑のみ込まれているのには変わりない。


    「ごめん、君に言い忘れてたわ。人狼ビースト特有の難病の最さい期ごは──錯乱して、能力も暴走しちゃうって！」


    「カガミ、お前！　それが一番重要だろ！　せっかく、あと一歩で勝てたのに！」


    　メロウが視線を上げると、メロウたちの五メートルほど上空で、ヒツジとツヴァイが落下しながらも火花を交えていた。


    　暴走するヒツジと、最強を摑つかみ取ろうとするツヴァイとの壮絶な一いつ騎き打うち。


    「アインッッッ──！　会いたかったぜぇぇぇ。俺の最強の為ために、散れ！」


    「やっぱり気持ち悪い奴っっっ！　散るのはお前だっ！」


    　一メートルも離れていない至近距離で、ヒツジは両手で握り締めた装飾銃の引き金を引いた。


    「吹っ飛べです！　クソ野郎！」


    　ジジッ、と銃口から歪いびつな音が漏もれ、ゴォッッッ!!　っと暗黒の魔弾が撃ち出される。


    　あまりの反動に、銃を握っていたヒツジの体が、遙はるか下方へと吹っ飛ばされる。銃口は弾丸がそこで爆はぜたかのように原形を留とどめないまでにひしゃげていた。


    　いつもの極小マイクロブラックホールを撃った時とは明らかに違っていた。


    　ありったけの力、いや、それ以上。二度と能力が使えなくても、死んでしまっても、構わない。その思いで、許容量を超える力を弾丸に込めた。暴走の魔弾。


    　直径二メートルにもなる漆しつ黒こくのブラックホールが、ツヴァイの目の前に出現していた。


    　ツヴァイの体も、周囲のガレキも、根こそぎ超重力へと呑のみ込まれる。


    　しかし、ツヴァイも無抵抗ではない。


    「だから、負けてやんねぇっつってんだろうがっ！」


    　自分の周りに降り注ぐガレキの中に、一冊の本が紛まぎれているのを、ツヴァイは即座に見つけていた。


    　ぐっ、と腕を伸ばし、その本を手に取る。


    　ジャンルは──ライトノベル。


    　中高生を中心に読まれるその本は、主人公がとてつもない超能力を有し活躍するのが、ウリの一つになっていた。


    「悪わりぃ、アイン。俺はお前と約束したから！　最強でいるって決めちまったんだよ！」


    　体力の限界など考えず、ツヴァイは能力を発動する。


    　ツヴァイは右手に握っていた刀を放り出した。すでに必要ない。なぜなら、右手に新たな刀が出現したからだ。刀身から柄つか尻じりまで漆黒に染まった、五メートル以上の長刀。


    　曰いわく、惑星をも斬きり伏せる剣。


    　ツヴァイの手にしたライトノベルにはそう記してある。


    　幻想フアンタジーの産物が、超重力の魔弾とぶつかり合う。


    　漆黒の刃やいばが、超重力の球体に真正面から斬りかかった。ギャギャギャギャギャッ、とこの世のどこからも発生しないような轟ごう音おんが巻き起こる。


    　この瞬間、吹っ飛ばされていたヒツジの意識は、すでに飛びかかっていた。しかし、それでも笑みを浮かべ。


    「私の弾丸いのち、なめんじゃねぇです」


    　吐き捨てる。


    　ゴゴォッ！　とブラックホールが、漆黒の刃を呑み込んでいく。それも、刃の使用者であるツヴァイもろとも。


    　ヒツジの命を燃やしたブラックホールは幻想フアンタジーすら吸収し、無むに帰きしていく。


    「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　くっっっっっ──！」


    　どんなに足あ搔がいても、ツヴァイはもう逃のがれられない。それでも最さい期ごの瞬間まで、ツヴァイは諦あきらめなかった。


    　諦あきらめず、敗北に抗あらがい続けた。


    　だからこそ、なのか──勝負はまだ付いていなかった。


    　ツヴァイの体がブラックホールに呑のみ込まれる間際。


    　パァァァァン、と破裂したシャボン玉のようにブラックホールが弾はじけて消えてしまった。いつもなら、発射から三秒はこの世に留とどまり続けるはずなのに。たった二秒程ほどの時間での消滅。


    　許容量を超え、暴走の挙あげ句く作り上げたブラックホールが限界に達したのだ。


    　一瞬にしてかき消えてしまったブラックホールから解き放たれたツヴァイは宙に身をゆだね、にやり、と悪魔のような笑みを取り戻そうとした、が。


    　敗北の足音は、すぐそこまで迫っていた。


    　すでに床は崩壊しているというのに、たたっ──と間近に響く足音。


    「──！」


    　ツヴァイが顔を上げると、拳こぶしを振り上げ飛びかかってくるメロウの姿が瞳ひとみに映った。


    　ヒツジのブラックホールは、周囲のものを根こそぎ引きずり込もうとした。だから、離れていたはずのメロウの体も引きつけられ、メロウ自身も決死の覚悟で、落下してきたガレキを蹴けり上げツヴァイに飛びかかっていた。


    　両者の距離は、腕を伸ばせば到達するまでに迫っていた。


    　ブラックホールから脱出した今のツヴァイに、余力は残っていない。その隙すきをメロウは見み逃のがさず、二メートルの距離を決死のジャンプで飛び越え、今その拳はツヴァイへと届かんとしていた。


    　罪を背負った人狼ビーストを浄化する最後の切り札、『浄化の切り札ラストジヨーカー』。人狼ビースト殺しの電撃はバシバシッ、と激しく火花を散らしメロウの拳で唸うなりを上げる。


    　悪魔の笑みを浮かべたのは、メロウの方だった。


    



    「やっと終わりエンデイングだ──さぁ、痺しびれろよ！　とっておきの切り札ジヨーカーをくれてやる!!」


    



    　ごっ、とメロウの拳はツヴァイの頰ほおに突き刺さった。ツヴァイの体が大きくのけぞり、きりもみしながら飛んでいく。そして瞬時に電撃がその身を貫つらぬく。バリバリバリバリッ、と皮ひ膚ふが焦げ、筋繊せん維いが断裂する凄すさまじい音が響き、ツヴァイの全身は電裂スパークした。


    「あがががががっっっっがっ！」


    　白目を剝むき出しにして、苦く悶もんの叫びを漏もらしたのもほんの一瞬。


    　焼け焦げたツヴァイは、もはや言葉も発することなく、ヒツジがぶちあけた、『迷宮病院ラビユリントス』一階へと直行する暗い穴の奥へと消えていく。『迷宮病院ラビユリントス』全体も、壁は裂け、柱は砕け、倒壊する寸前だ。


    　人狼ビースト殺しの電撃は、容よう赦しやもなく慈じ悲ひもなく、待つのは残ざん酷こくな死の運命のみ。


    「……はぁ、はぁ」


    　ツヴァイが落ちていった一階へ続く闇やみの中へと自身も落下に身をゆだね、メロウは全身から力が抜けていくのを感じていた。


    「倒せた……？」


    　そこいらの不良と喧けん嘩かしたって手も足も出せないような非ひ力りきな少年の拳こぶしが、最強の人狼ビーストを、打ち崩した。


    「弱い奴やつにしか摑つかめないものもあんだよ……お前が手に入れられなかったものを、僕は持ってた。だから勝てた……」


    　メロウ一人で倒したのではない。病やまいに冒おかされた人狼ビーストの少女、そして傷ついた新造体バースト。


    　三人揃そろってこそ、最強を超えられた。


    　それは手を伸ばしきってようやく摑んだ、勝利だった。


    　張り詰めていた緊張の糸は途切れ、途方もない疲労感が押し寄せてくる。


    　頭上から巨大なガレキが降ってくるのが見えたけれど、メロウにはどうすることもできなかった。


    　メロウは満天の夜空と、満月を見上げ──勝利の余韻を嚙かみしめた。


    



    　　　　　◆


    



    「ちょっと！　いい加減起きなさい！」


    　激しく体を揺さぶられ、メロウは、はっ、と目を覚ます。


    　そこは、影も形もなく倒壊した『迷宮病院ラビユリントス』跡地。


    　メロウが気絶している間に、メロウの仕掛けた爆弾とヒツジの無茶苦茶な破壊活動によって、『迷宮病院ラビユリントス』は完かん膚ぷ無なきまでに破壊されつくされていた。今はもう、ただのガレキの山と化していた。


    　そんなガレキの山の上で目覚めたメロウは、あちこちが痛む体を強引に起こす。すると目の前にカガミが立っていた。メロウもカガミも、お互いぼろぼろだった。


    「うわ……よく生きてたな、僕ら。奇跡……？」


    「じゃないわよ、私が助けてあげたの！　こっちだって怪け我がしてるのに、降ってくるガレキから君を守るの、大変だったんだから」


    「そっか……全然覚えてないや。ありがとな」


    　カガミに手を取られ、引っ張り上げられるように立ち上がったメロウは、ガレキの山を見渡した。


    「あれって……！」


    　メロウが目を見開いたのは、ツヴァイの姿が目に入ったからだ。ツヴァイはそう離れていない位置で、ぐったりと仰あお向むけになって横たわっていた。おそらく、すでに絶命しているだろう。


    　そんなツヴァイの姿を見て、メロウは、はっ、と思い出す。


    「そうだ、カガミっ。ヒツジ！　ヒツジはどうなった！」


    　メロウは必死にカガミへと訊たずねるが、カガミはふるふると首を横に振る。


    「君と一緒に、一応助けたわ。あっちに寝かせてある。けど……もう……」


    「もうってなんだよ！　ヒツジは、生きてるんだろうな！　生きてなきゃ、駄目なんだ！」


    　必死の叫びだったが、カガミは何も言えない。


    　もうメロウにもわかっていることだ。ヒツジは助からない。仮にまだ息があったとしても、ヒツジを救える唯ゆい一いつの相手、ツヴァイはメロウの手によって絶命している。


    　為なす術すべは無し。


    　勝利と共に、メロウはパートナーを失った。


    「は、ははっ……あはははっ……」


    　がっくりとガレキの上に膝ひざをつき、メロウは乾いた笑いを漏もらすも、その顔に笑みはない。


    　あるのは、頰ほおを伝う二本の筋。こぼれ落ちる涙は、しかし奇跡を起こさない。


    「くそっ！　くそっ！　くそったれっっっ！」


    　固いガレキの上に、メロウは両の拳こぶしを何度も打ち付ける。メロウは、ヒツジを救えなかった自身の非ひ力りきさを、恨むことしかできなかった。

  


  
    



    



    　　　エピローグ　それでも遊戯ゲームは終わらない


    



    



    　ツヴァイとの戦いから三日後。


    　日曜日。メロウの館やかた近くにある最も寄より駅にて、メロウとカガミは待ち合わせしていた。


    「おっそい！　三〇分も待ったのよ？　カップ麵めんだったら体積が膨ふくらんで、あらいやだこれ一杯で一日中お腹なか空すかない!?　ってなっちゃう時間なんだから！」


    　てれてれ歩きながら駅に現れたメロウに対し、カガミはぷんすか頭から湯気を出して怒鳴りつける。


    「それはお前の普段の食生活を言ってるのか？　味を無視して質量重視の食事ってのは、女子中学生として終わってない？」


    「ばっ、私がそんな食事するはずないでしょ！　……せいぜい、月五回くらいしか……」


    　推定だが、貧しい食生活を送っていそうなカガミの言葉は聞かなかったことにして、メロウは、怪け訝げんな顔つきで自分の腕時計に目を落とす。


    「あのさ、まだ待ち合わせ時刻の一〇分前だし。お前、どんだけ早く待ってんだよ？」


    「はぁ？　そ、そんな早くに着いてないわよ！　えっと、その……時計が壊れちゃって、ちょっと時間、間違えた、とか。そういう感じよ！」


    「…………なぁ、静しず森もり。お前、今まで友達いなかっただろ？」


    　ごっ、と条件反射的にカガミの拳こぶしがメロウの脇わき腹ばらにのめり込む。今日はいつもの特殊防御服ではなく、ワイシャツにニットベスト、それに細身のハーフパンツというラフな私服の為ため、ダメージはもろに内臓を抉えぐっていた。


    「ごふっ──っおまえ！　自分の腕力考えて……！」


    　脇腹を押さえ、朝食をリバースしそうになるのを必死に抑えるメロウ。ツヴァイとの戦いでの怪け我ががまだ完全に治りきっていない上での追い打ちだった。


    　ちなみに、カガミの方も今日は休みとあって私服姿だ。膝ひざ丈たけのミニスカートに胸元まで大胆にボタンが開けられたシャツ。それに緩ゆるく締めたネクタイ姿のカガミは、まるでどこぞの中学生モデルのようだ。


    　メロウを待って駅前に立っている間に、何人の男が、カガミの胸元や美脚に釘くぎ付づけになったことだろう。


    　それはさておき、そんなモデルばりの美少女は、顔を真っ赤にして息巻いていた。


    「だって君がいきなり友達いないとか失礼なこと言うからでしょ！　殴なぐられて当然よ。どうしてそんな傷つくこと言うわけ？」


    「傷つくっつーことは、実際いないわけだよな？　そもそも待ち合わせ時刻よりも早く来すぎたのって、友達と待ち合わせた経験ないから、どのくらい前から来てればいいかわからなかった、とかそんなんじゃないの？」


    「うるさいわねっ。私にだって友達くらいいるもんっ。えっと……ペットの亀かめのティベリウスとか、ぬいぐるみのアウグストゥスとか！　あとそれと……」


    　急に顔を曇くもらせ、、カガミは目め尻じりに涙を溜ためた不安そうな顔で、ちらちらと隣に立つメロウを見た。


    「……君、友達になってくれたんじゃないの？　私と！」


    「…………」


    　ぽかん、と口を開けて驚くメロウに、カガミはむっとした表情で詰め寄った。


    「なんか言いなさいよっ。それとも友達宣言は噓うそだったの？　私を協力させる為に言っただけ？」


    「ち、違うって。友情感じたし、お前のこと友達だって思うことにしたけど……なんかお前、嫌だみたいなこと言ってなかったけ……？」


    「言ってないっ。ちょっと照れただけでしょ、そのくらいわかりなさいよっ。ホント、君って私のこと……」


    　──好きなくせに何にもわかってないのね。


    　と言いそうになって、カガミは慌あわてて手で口を塞ふさいだ。


    （いけないっ。メロウ君は独り言のつもりで好きって言っただけだもん。私が知ってたらまずいわ！　面と向かって言われるまで知らないフリしないと……）


    　あの日の校舎裏での勘違いは、カガミの中で今でも継続中だった。


    「……？　どうしたの、急に黙って。やっぱ友達じゃないのか、僕たち？」


    「う、ううん！　いいわよっ、じゃあ友達になってあげるわ。仕方ないからっ。とりあえず、友達レベル１から始めましょ？」


    「なんだよ、それ。レベル上がるとどうなるの？」


    「……それは、今は言えないわ。秘密」


    「秘密か。そう言われるとレベル上げたくなるのがゲーマーの性さがだよな。よし、がんばろっ。現実リアルで友達なんてずっといなかったし、実はちょっと嬉うれしい」


    「…………私も」


    　メロウに気付かれないように、こっそりとカガミは言ってみた。内心、めちゃくちゃ嬉しいのは、絶対にメロウに知られまい、と。


    　ちなみに、カガミが学内で友達がいないのは、可愛かわいすぎて女子からの嫉しつ妬とがハンパないからである。下僕ペツト集団ことカガミ信奉者の男子のことは、カガミは友達とはまったく思っていない。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。


    　今日、カガミとメロウが休みの日にもかかわらずこうして会っているのは、友達だと確認し合う為ためではない。


    　これから、カガミがメロウの屋敷を訪問する為の待ち合わせだ。


    「視察、だったっけ？　別にうちに来ても得るものないと思うぜ？」


    　駅から自宅に向かって歩く道すがら、メロウはカガミ訪問の理由を思い出す。


    「上からの命令なの。君のこと色々報告したら、最低でも二日に一回は君の様子を確認しろって言われちゃって。なんで私がそんな役目なのかしら？」


    「僕が知るかよ……でも、それって、ようは監視だろ。僕、結構派手に動いたから、かなり問題視されるだろうと思ってたのに、なんで監視だけで済むんだろ？」


    「確かに、君は私たちにとって邪魔で、しかも人狼ビースト殺しの特異体質まで持ってる。政府が君の体質を知ってしまったら絶対に無事じゃ済まないわ。体の秘密を知る為に、研究機関に連れてかれて解かい剖ぼうされちゃうかも？」


    「宇宙人じゃないんだから解剖はないだろ？　実験漬づけにされるかもしれねぇけど。どっちにしろごめんだけどな。そんなことになったら、必死に抵抗してやる」


    「だと思った。君の抵抗なんてどうってことないけど、君が政府の手に落ちた結果、あの子が暴れたらただじゃすまないわ。最悪、この街全すべてが廃はい墟きよと化すかも。だから、私は君の特異体質のこと、私が所属してる部隊、『赤色頭巾レツドスカーフ』の総隊長にしか報告してない。そしたら総隊長、私になんて言ったと思う？」


    「今の状況からして、政府には報告しない、とか？」


    「その通り！　総隊長は人の心がわかる優しい人なのよ。家族を失った君が、これ以上辛つらい目に遭あうのは不ふ憫びんだからって、政府には君についての報告は一いつ切さいしないって。総隊長の優しさに感謝しなさいよ？」


    「ふぅん、どんな人なんだろ、総隊長って……」


    「基本いい人で、ちょっと変わった人でもあるかな。でも、やる時はびしっと決めてくれるの──あ、そうだ。忘れるとこだった。これ、総隊長から君に。今回の件でがんばったご褒ほう美びだって」


    　カガミは手に持っていた大学ノートも入らなそうな小さなトランクから、片手に収まるくらいのラッピングされた何かを取り出した。


    「なんだ、これ……？」


    　ラッピングの中から出てきたのは、ハンディサイズの扇風機。精せい々ぜい顔の一部分しか涼しくならないような、オモチャだ。


    「手紙も同封されてる……えぇと『はぁい、総隊長ちゃんじゃよ？　メロウちゃんにご褒美あげちゃう☆──』」


    　総隊長という肩書きから連想する堅苦しさが一切ない、すばらしくふざけきった内容に、メロウは思わずずっこけそうになった。


    「なんだ、この人……ん？　『工程その一。ハンディ扇風機を手にしたら、カガミを真正面に立たせるのじゃ。なるべく近づいて、一歩分くらい歩幅をあけるのがベストじゃ』だって」


    「ふぅん、なんでかしら……？」


    　と言いつつも、総隊長からの手紙に従ってカガミはメロウの正面に立つ。歩幅もジャスト一歩分。


    「『工程その二。扇風機を片手で持ち、プロペラを上向きしたまま、だらんと腕を下げる。　工程その三。そのままこの手紙から視線を上げてカガミを見るのじゃ。ご褒美が目の前に待っておるぞ』……ん？」


    　言われるままにメロウが視線を上げるとそこにあったのは。


    　扇風機の風によって、ふわぁぁ、とまくれ上がるカガミのスカートと、その下に履はいていた水色の下着。


    　ばっちりと、見えていた。


    『──!!』


    　二人揃そろって、言葉にならない声を上げる。


    　もちろん、どっちも顔は真っ赤だ。


    　衝撃のあまり、メロウはぽとりとハンディ扇風機を落とし、その瞬間、カガミのスカートは元に戻っていく。


    「ひ、ひぐっ……！」


    　いっそ殴なぐってくれればいいのに、とメロウは心の中で願ったが、そんな願いは届かず、カガミは今にも泣き出しそうになっている。


    「いや、僕のせいじゃなくて！　書いてある通りにしたら、その！　っていうか、お前んとこの総隊長はどうなってんだよ！」


    「うぐぐっ。ひ、酷ひどいじゃないあんな風に見るなんて。ぐずっ。責任、取ってよね……」


    　涙るい腺せんが決けつ壊かい寸前のカガミをなんとか落ち着かせるため、メロウはフォローの言葉を模索した結果。


    「──えっと、か、可愛かわいい下着だな」


    　完全に裏目に出ました、はい。


    「うわぁぁぁぁぁんっ。犯されたぁぁぁぁっ──！」


    　その場にしゃがみ込んで泣き出すカガミに、メロウはどうしていいかわからず、近づいておろおろするしかなかった。


    　周りを歩く通行人もメロウたちのことをじろじろ見ている。


    「カガミー！　犯すとか、そういう間違ったことを大声で言わない！　お願いだから！」


    　しかし、泣き出したカガミにそんな言葉は届くはずもなかった。


    　サービスシーンおしまい。


    　というわけで、一ひと悶もん着ちやくありつつも、なんとか泣き止やんだカガミを連れメロウは、自分の家の前へとやってきていた。


    　二人が表の鉄門をくぐり、正面玄関までやってくると、タイミングよく──すっ、と扉とびらが中から勝手に開いた。


    　そして、二人を出迎えたのは。


    「お帰りなさいませっ、ご主人様！」


    　にぱーっ、と満面の笑みを浮かべた、濃紺のメイド服姿のヒツジだった。


    「…………」


    　一瞬、思考停止するメロウとカガミ。メロウはヒツジの後ろに立っている、姫ひめ草くさ家唯ゆい一いつの執しつ事じに目を向けるが、執事は涼しい顔で出迎えている。


    「どうです？　似合ってますか、姫先輩？」


    「……えっと、似合う、とかその前に……」


    　見て見てー、ダンスを踊るように一回転するヒツジにツッコミを入れようとしたメロウだったが、喋しやべる間もなく奥の廊下から玄関に向かってどたどたと走る足音が聞こえてくる。


    「なんだ……？」


    　ヒツジ越しに奥の廊下に目を向ければ、双ふた子ごのメイド姉し妹まいがこっちに向かって走ってきていた。しかも姉は制服であるメイド服を着用せずキャミソールに下着というあられもない姿をしている。そして妹はそんな泣きそうな表情を浮かべている姉をにやにやしながら眺めていた。


    　十じつ中ちゆう八はつ九く、姉がメイド服を着ていない理由はヒツジにあるのだろう。というか、普通に奪ったっぽい。


    「……なんだか楽しそうなご家庭ね」


    　カガミの皮肉に、メロウはぴくぴくとこめかみを震わせる。そんな状況でもヒツジは無邪気にメロウの服の袖そでを引っ張っていた。


    「うぅー、でもなんか冷静になって考えると、ちょっと恥ずかしい気もしてきました。こういうの、その場のノリでやっちゃ駄目かもです」


    　もじもじと顔を赤らめるヒツジだったが、目の前のメロウは別の意味で顔を赤くしている。


    　メロウの苛いら立だちが沸点に達し、ヒツジを怒鳴りつけるまで、あと数秒もかからない。


    　これがこのところ騒がしくなった、姫ひめ草くさ家の日常風景だった。


    



    　百ゆ合り原はらヒツジは、三日前の夜に死んでしまった。


    　それは紛まぎれもない事実。


    　けれども、百合原ヒツジはこうして元気に、メロウの傍そばで暮らしている。


    　それも紛れもない真実。


    



    　　　　　◆


    



    　ツヴァイを打ち倒したその後──瓦が解かいした『迷宮病院ラビユリントス』の残ざん骸がいの上で響く、メロウの絶叫。


    「どうしてなんだよ！　救うって決めたんだぞ!!」


    　両膝ひざをつき、うずくまるような体勢でメロウはガレキに何度も拳こぶしを叩たたき付けた。両の拳からは血が滲にじみ、これ以上、叩き続ければ骨を痛める可能性もあるが、しかし、メロウの姿を見つめるカガミには、止めることができなかった。


    　この罪の都に神様なんているはずない、そう思っていてもメロウは、何度も心の中で奇跡を願う。しかし都合よく、ヒツジが目を覚ましたりもしない。どころか、心臓の止まった彼女の体からはしだいにぬくもりが消え、冷たく固いものへと変わっていく。


    「うわぁぁぁぁぁぁ──!!」


    　感情を抑えられないまま、メロウは夜空に向かって咆ほえた。


    　真っ赤な月は、冷たい光で悲劇の舞台を照らしている。


    　すると、メロウが心から願った奇跡──とは違う、しかしこれもまた奇跡としか言いようのない現象が、起こった。


    　ぴくり、と微かすかに動く指。


    　その指の持ち主は、ツヴァイ。


    「……う……あ……ぁぁ」


    　開いた口から、小さな洞どう窟くつを風が通り抜けていくかのような声が漏もれる。


    　何を言っているのかはわからないが、ツヴァイが声を上げたということは、生きているという意味だ。


    　人狼ビースト殺しの電撃を浴び、全身が電裂スパークし、さらには『迷宮病院ラビユリントス』の崩壊に巻き込まれたというのに、それでもツヴァイの生命は尽きることはなかった。メロウが望まない奇跡が、起こってしまった。


    「……!?」


    　ツヴァイの意識がまだあることに気付き、メロウはがばっ、と体を起こして立ち上がった。驚きよう愕がくに身が震えたのも一瞬、一〇メートルほど向こうで、仰あお向むけに倒れているツヴァイに目を向けたメロウの心には、恐怖も緊張感もわかなかった。


    　確かにツヴァイはまだ生きていた。ただ、生きているだけ、だった。


    　電撃がツヴァイの全身をこれ以上ない程ほどに痛めつけたのは事実であり、それによってツヴァイは身動きが取れない程にまで弱りきっていた。こんな状態では、敵として認識しようにも無理があった。


    「……ツヴァイ、新造体バーストの遺伝子も入ってたから、僕の力も完全には効きかない……のか？」


    「メロウ君！　そんなことよりっ。生きてるなら百ゆ合り原はらヒツジをまだ助けられるわ！」


    　隣に立つカガミにそう言われたが、けれど、メロウは静かに首を振った。


    　そしてメロウは、仰向けになって大の字に倒れ込んでいるツヴァイの元まで歩いていき、目を見開いているツヴァイの顔を覗のぞき込んだ。


    　サングラスはどこかに吹き飛び、黄金色に輝いていた瞳ひとみは今はもうその輝きを失っているが、しかしそれでもツヴァイは、強い意志の籠こもった瞳で、メロウと視線を交じ合わせる。


    「その目……お前、まだ僕らに負けちゃいないと思ってるだろ。お前は何度ぶっ倒されても、自分の負けを認めない。屈服なんてしない。だから、ヒツジを救う気も、ないんだろ？」


    「……ギャハ……わかってる、じゃねぇか……」


    　嗄かれた喉のどから声を絞しぼり出し、ツヴァイはメロウを嘲あざ笑わらう。立ち上がれないまで痛めつけられてもなお、最強のプライドは折れてはいなかった。


    「……お前がやることは……一つしかねぇだろ……」


    「あぁ……容よう赦しやはしない、人狼ビーストはみんな僕の敵だ。復ふく讐しゆうは必ず果たす！」


    　メロウは拳こぶしを強く握り込む。もう一度、人狼ビースト殺しの電撃をその拳へと集中させる。さっきの攻撃で力をかなり消耗してしまったが、死にかけのツヴァイにトドメを刺すくらいの力は、まだ残っていた。


    「ギャハハハ……ハハ……」


    　憎しみと共に拳こぶしを振り上げるメロウを見て、ツヴァイは口を大きく裂いた。


    　少女の死に絶望する少年と挫ざ折せつを知らぬまま死にゆく人狼ビースト。


    　勝敗だけでは割り切れない想おもいが、二人の間を錯さく綜そうする。


    「くっ──！」


    　メロウが戦いを終わらせる為ため、拳を振り下ろそうとしたその瞬間。


    　にゃあご、とどこかで猫が鳴いた。


    「──!?」


    　思わず、振り上げた拳を宙で固定するメロウ。にゃあご、にゃあ、にゃあぁ、と猫の鳴き声はどんどんと増えていく。


    　ガレキの山となって壊かい滅めつしてしまった『迷宮病院ラビユリントス』の中にいながら、けれども猫たちは傷一つ付いてはいない。ツヴァイが言った通り、猫たちが隠れていた部屋は核シェルター並みの強度を誇り、ガレキに埋まっても健在だった。


    　夜の闇やみの中から、何十匹もの猫が姿を現し、しだいにツヴァイの周りに集まってくる。猫たちは傷ついたツヴァイの体をぺろぺろと小さな舌で舐なめ、そして拳を振り上げるメロウに対しては、しゃー、と威い嚇かくの声を上げてしっぽを膨ふくらませ始めた。


    　猫たちの行動は、トドメを刺そうとするメロウから、ツヴァイを守っているようにしか、見えなかった。


    「はっ……なんだよ、これ」


    　メロウは拳をだらりと力なく振り下ろす。その表情は憎しみに歪ゆがんではいない、微かすかにではあるが笑みが漏もれていた。


    　ツヴァイの飼っている四〇匹以上の猫たちが、一匹残らずツヴァイの元に集まっている。


    「お前さ……ほんとずるいよな。こんな光景。孤独じゃないじゃん。愛されてるってことだろ。気付いてないのは馬ば鹿かなお前だけだ」


    　もうメロウは拳を振り上げたりしない、その代わり、ツヴァイに手を差し伸べた。


    　電撃の宿っていない、温かな手を。


    「なんだっけ？　拳を交わした奴やつ同士には友情が芽め生ばえるらしいぜ？　どうだ、僕と友情育はぐくむつもりある？」


    「──クソ喰くらえだ。誰がてめぇみたいな弱っちい奴となんか。どうせこの手、取ったら電撃喰らうんだろ？」


    「するかよ。正しよう真しん正しよう銘めい、なんの力も宿ってない手だ……じゃあ、こんなんはどうだ？　僕も昔、捨て猫拾ってきて飼っててさ。持論があるんだ──猫好きに悪い奴はいないってね」


    「ギャハハ……なんだそれ──俺とまったく同じ持論じゃねぇか。この世の真理だぜ」


    　そう言って、ぱしり、とツヴァイはメロウの手を取った。


    　その時、ずっと保ち続けてきたツヴァイのプライドが、ぱきり、と飴あめ細ざい工くのようにあっけなく、折れていくのがわかった。


    　最強という存在価値、孤こ高こうという生いき様ざま、暴君という在あり方。


    　その全すべてが、音を立てて崩壊していく。


    　メロウの前には、体中ぼろぼろになって身動きが取れず、それでも猫たちに愛され慕われる、弱々しくも、孤独ではない青年の姿があった。


    　誰よりも強く。それだけを求め修しゆ羅らの如ごとく生きてきたツヴァイの心が、一瞬にして透すき通るなんてことはない。その心はまだ、邪悪に曇くもり、混こん沌とんとしているが──しかし、それでも認めざるをえないことがある。


    「…………俺、孤独じゃねぇのか……こいつら、俺を守ってるもんな。どっかで間違えたのか、それとも最初っからか。ま、いいか。終わっちまったもんは。また一から築き直してやるぜ」


    　ツヴァイは一度目を深く目を瞑つむり、そして開く。その表情は、驚くほどに晴れやかだった。


    「実はな……俺、ラノベも少年漫画も大好きだからさ。男同士の友情が芽め生ばえる瞬間って燃えるんだぜ？　お前は、俺の大切な猫たちを傷一つ付けなかった。だからよ、認めてやってもいいぜ、お前のこと」


    「なんだよ、それ。素直じゃないな。ま、いいよ。僕も、お前のこと嫌いじゃない。馬ば鹿かだけど一いち途ずで、大切な者を想おもう気持ちをちゃんと持ってる……だから、嫌いになれないんだと思う」


    　ぐっと、腕に力を込めて、メロウはツヴァイの体を引き上げた。


    　周りで猫たちが心配そうに鳴く中、ツヴァイはメロウに支えられて立ち上がる。


    「痛いてててて。全身ぼろぼろだぜ。ぶっ倒れそうなんだから早くしろ──治してやんよ、てめぇのパートナーをよ。さっさと俺をあいつの元に連れていきやがれ、力が尽きる前によ」


    「……ありがとな」


    「うっせぇ。黙ってろ……他人の為ために能力使うなんて金こん輪りん際ざいないからな」


    「そっか……そういや、ヒツジを花嫁にするのはもういいのか？」


    「…………よくねぇ。どうせ治すんなら、花嫁にしてぇ。けど、今のままの俺じゃ駄目だ。最強じゃないからな。あいつの望んだ、俺じゃねぇ」


    「ほんっと、面倒くせぇやつ……さっさと治しとけば、痛い目みないで済んだのに」


    　はんっ、と同じタイミングでメロウとツヴァイは一いつ笑しようを漏もらした。少年漫画のような熱い友情は芽生えないが、それでも二人はお互いを認め合う。共に大切に想うものがあるから。


    　メロウとツヴァイが共に歩いてくる姿に、カガミは戸と惑まどったけれど、二人の表情はやけに清すが々すがしくて、なにも言い出せなかった。


    　ツヴァイはまるでこういう展開を予想していたかのように、ジャケットの内側から本を一冊取り出した。


    「おい、どこだ？　アインっ。まさかガレキの下じゃねぇだろうな……」


    「ちゃんと助けてあるわよ」


    　カガミはヒツジを抱きかかえ、警戒しつつもツヴァイの傍そばへと近寄った。


    　ヒツジは、呼吸を止め、青白い顔をして眠ったように息絶えている。


    「病人治すってより、死者蘇そ生せいか……？　どっちでもいいか。この本の主人公なら何でもできる。なにせ、神様と同等の奇跡を起こすチート使いの男だからな」


    　ツヴァイは、とある救世主の一生を綴つづった本を左手に持ち、そして右手はカガミに抱えられたヒツジに添そえた。


    　ゲームと違って復活の呪じゆ文もんを唱えるなんてことはしない、一〇秒程度、ツヴァイの全身が神こう々ごうしく青い光に包まれ、そしてふっ、と光はかき消えていった。


    　ヒツジは、未いまだ目を瞑つむったまま。けれど、どことなく顔色がよくなっていた。


    「治ってるのか……？」


    　メロウが訊たずねると、ツヴァイはこくりと頷うなずき、左手の本をぽい、と手放した。すかさず、心配そうな様子で猫たちが走り寄ってくる。


    「しばらくしたら目、覚ますんじゃねぇの？　あぁ……すげぇ、疲れた。眠てぇ……」


    　今にもまぶたが閉じそうな様子だったが、ツヴァイはなんとか堪こらえ、そして胸にぶら下がっていた牙きばの形をしたシルバーアクセサリーを外した。


    「……お前にやるよ」


    　ツヴァイはシルバーアクセサリーをメロウに差し出した。メロウは戸と惑まどいながらも、それを受け取る。親指ほどの大きさの牙きばだが、思った以上にずっしりと重たかった。
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    「これ、なに……？　なんで僕に？」


    「証あかしだよ、俺を倒したっていう。俺が倒されなきゃ、別の奴やつに渡るはずがねぇものだ。それ持ってる奴が人狼ビーストの王なんだと」


    　 そんな話はメロウにとって初耳だった。ヒツジならもしかして知っているかもしれないが、おそらく興味はないだろう。


    「そんじゃ、人狼ビーストはこれを奪い合ってるのか？」


    「そうだ。俺に挑戦してくる奴もそれ狙ねらいの奴ばっかだった。見えるとこにつけとけ。そしたら挑戦者が勝手に寄ってくるからよぉ。それ『狼ろう王おうの牙』っていうんだぜ？」


    「うん……わかった、貰もらっとくよ」


    　メロウは銀色の牙を握り締め、それを空に掲かかげた。


    　丁ちよう度どその時、東の空から朝日が昇り始めた。


    　朝日を浴びて、銀色の牙が輝きを放つ。まるで、メロウの勝利と、ヒツジの奇跡を称たたえるように。


    「はっ、綺き麗れいなもんだな。いいか、なくすんじゃねぇぞ。絶対取り返してやるからな」


    　言いながら、ツヴァイはどさりとその場に仰あお向むけになって倒れ込んだ。ぼろぼろの体に鞭むち打うって能力を使用したため、ツヴァイの体力は限界に達したようだ。ツヴァイはメロウたちの目の前ですぅすぅと寝息を立て始めた。


    　カガミは、無防備に眠るツヴァイの姿に、おもわず服の中に隠し持っているナイフへと手を伸ばす。立ち上がってツヴァイの喉のど元もとを搔かき切るくらい、体力が消耗しているカガミでも余裕でできる。


    「君ができないなら、私がやってもいいのよ？　私は猫に同情なんてしない……」


    「そうか？　充分戸惑ってるように見えるけど？」


    「そんなことっ……」


    　言いかけたカガミだったが、足首の辺りにもぞもぞと感触が走り、目を向ければそこに子猫が一匹じゃれついていた。子猫はカガミの手のひらに載のせられるほど小さい。そんな子猫は、必死にカガミの足首に登ろうとしていた。


    「むぅ……」


    　カガミは子猫のあまりの可愛かわいさに、不覚にもときめいてしまう。抱きかかえたくなる衝動に駆られながら、ナイフに掛けていた手は自然に引っ込んでいた。


    「やめとこう。俺たちじゃ、どう足あ搔がいたって猫たちそいつらには勝てないよ。ヒツジを治してもらったんだから、よしとしようぜ」


    「……あらそう。いいわ、君が倒したんだものね。勝手にすれば」


    「あぁ、勝手にするさ──そんじゃ、ま」


    　メロウはカガミに手を差し出すと、透すき通った瞳ひとみで真まっ直すぐにカガミの顔を覗のぞき込んだ。


    「一緒に帰ろうぜ、戦友」


    「……うん」


    　手を取るカガミは、顔を赤らめ俯うつむきがちにして、綻ほころぶ口元を隠すのに必死だった。
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    「…………ん？」


    　夜明の東ザイトを疾しつ走そうする全自動電気二輪車オートマチツクエレキバイクの上で、百ゆ合り原はらヒツジは目を覚ました。


    『迷宮病院ラビユリントス』跡地からの帰路、メロウたちは、疲れ切っている為ため、ほとんど歩けない状態だった。というわけで、カガミはメロウの前、ヒツジはメロウの後ろにと、無理やりに二人乗りバイクに三人で乗車していた。


    　なので、ヒツジの目の前にあるのは、見知った少年の背中。


    　ヒツジはぼんやりとした面おも持もちで、その背中にぽすん、と頭を預けた。


    「起きたか？」


    　全自動オートマチツクだからハンドルを握る必要はないが、形式的にハンドルに手を添えていたメロウは、自分の後方でヒツジが目を覚ましたことに気付き、声をかける。


    「姫ひめ先輩……私、死んじゃってません？」


    　その質問に、メロウは、ぶはっ、と噴ふき出した。


    「どんな質問だよ、それ。なに、お前、幽霊とか信じる人なの？」


    「そうじゃなくて……あれ、おっかしいな？　私、死んじゃったはずなのにな」


    「生きてるよ、お前は。どうしようもなく元気にな。ザイトシティじゃ、死ぬより生きてる方が辛つらいんだぜ？　惜しいことしたね」


    「私は生きてる方が断然いいですっ。だってまだやってないこと沢たく山さんあるもん」


    「アイスクリーム一〇段重ね、とか？」


    「そういうんじゃなくて……まぁそれもやってみたいですけど。色々あるんですっ、年頃の女の子には……」


    　ごにょごにょと、言葉を濁にごした後、ヒツジは自分が生きているどころか、ずっと体を蝕むしばみ続けてきた病魔の気配が、一いつ切さい消えていることに気付いた。


    「あ……」


    　血液が沸騰しそうな程ほどの熱も、体を引き裂かれるような痛みも、綺き麗れいさっぱり消え失うせている。ヒツジはその体に奇跡が降りかかったことを知らないが、けれど奇跡を起こした人ならすぐにわかった。


    　改めて、目の前の少年の背中に目を向ける。


    　それはピンチになればいつも助けてくれる王子様の背中だった。いつだって、ヒツジを救ってくれる、頼れる背中。


    「姫ひめ先輩、約束守ってくれたんですね……助けて、くれたんですね」


    「悪わりぃ。お前を助けたの、僕じゃないんだ。ツヴァイが治したんだよ」


    「ふえぇっ!?　なんでツヴァイ？　だってあの人……」


    「詳しい話はまた今度な。長くなるし……ともかくさ」


    　メロウは振り返ってヒツジと顔を合わせると、恥ずかしそうに頰ほおを指で搔かくと、


    「ピンチの時にお前を助ける王子様ってやつ、僕じゃまだなれないみたいだ。だから王子様探しゲームはまだ続行だな」


    　と言って、再び前を向いた。


    　そして、風を切るバイクの音にかき消えそうな小声で、付け足す。


    「……いつかなってやるからな。覚悟しとけよ」


    　そんな呟つぶやきはヒツジの耳にはしっかり届いていて、ヒツジは言葉を返そうと思ったけれど、やっぱり何も言わず、その代わり、むぎゅー、とメロウの背中に抱きついた。


    「なんだよ、バランス崩れるだろ……！」


    「たまには抱きついてもいいでしょ……って、それよりさっきから気になってたんですが、姫先輩の前に座ってる女の子、誰ですか？　なにげに姫先輩の腕、抱きしめてるように見えるんですが……」


    　みしみしっ、と背中から回されたヒツジの腕に力が込められる。


    「いぃぃぃぃっ。痛いって！　こいつは、カガミって言って！　お前を助けるの、手伝ってくれた奴やつだよ！」


    「そうよっ。忘れたの？　あんたのことも助けてあげたんだからね！　……って、あ……！」


    　メロウの方へと振り向いていたカガミの顔が、みるみる赤くなっていく。


    　その変化に、メロウとヒツジは揃そろって首を傾かしげた。


    「……？」


    「い、今……カガミって。静しず森もりじゃなくて、カガミって……い、言わなかった？」


    「あぁ……そんなことかよ。ツヴァイと戦ってる時にさ、必死過ぎて、気付いたらカガミって呼んでたし。それでいいかなって思ってたけど、やっぱ馴なれ馴れしい？」


    「う、ううん。別に、いいわよ。名前くらいっ！　特別にカガミって呼ばせてあげるわ。その代わり、私だってメロウ君って呼ぶことにする！」


    　涙で目め頭がしらを熱くさせながら、カガミは笑顔を浮かべてメロウの顔を覗のぞき込んだ。


    　その様子を、ヒツジはじとーっとした視線で睨にらんでいる。


    「なんか姫先輩……私が知らない間に、おイタしてません？」


    「なっ……！　そんなことないって。なぁ、カガミ？」


    「ぐずっ、また呼んでくれた……」


    「ちょ、カガミ？　どうした、耳まで真っ赤だぞ？」


    「なんですか、姫ひめ先輩！　一日寝込んでただけで他ほかの女の子に手、出すなんて！　首輪付けちゃいますよ！」


    「首輪……少年飼育。……じゅるり」


    「おーい、カガミ！　涎よだれが凄すごいって！　妙な嗜し好こうを垣かい間ま見みせんな！　ってそれと、ヒツジ！　後ろから首、締めんなっ！」


    　騒がしい三人を乗せて、全自動電気二輪車オートマチツクエレキバイクは駆け抜ける。


    　闇やみ夜よが消え失うせた光の下を、悲劇の夜明けを。


    



    　　　　　◆


    



    　ザイトシティ──そこは夜ごと、人狼ビーストが跋ばつ扈こする罪の都。


    　今こ宵よいも人狼ビーストの夜は訪れる。メロウたちがツヴァイを打倒して三日が経たっていた。


    　ヒツジの体調もすでに万全になり、メロウと共に夜の東ザイトへと繰り出したのだが──。


    　とあるビルの屋上で、メロウとヒツジは三〇人はいる人狼ビーストたちに囲まれていた。


    「はっ。復帰そうそう歓迎ご苦労さん。みーんな、これが目当てかな？」


    　メロウの首には月光に光る『狼ろう王おうの牙きば』がぶら下げられている。


    　群れる人狼ビーストの中には、『観ラ測イ機ブ構ラ』のサイトに載のっている強さランキング上位に入っている人狼ビーストの姿まであった。


    　やはり、ツヴァイの言葉通り、『狼王の牙』を人狼ビーストたちは心から欲していた。持てば最強の称号が手に入るからだ。


    　人狼ビーストの誰かが言った。


    「初めまして最強ツヴアイを仕留めたお嬢さん──『遊戯姫ザ・ジヨーカー』の名は、もう君に届いているかな？」


    「？　誰の名だ？」


    　首を捻ひねるメロウに、別の人狼ビーストが応こたえる。


    「お前の名さ、お嬢さん。人狼ビースト狩りをゲームとか言ってるんだろ？　だから、ぴったりの名を与えてやったよ。そっちの黒髪は……『惨殺オーバーキルプリンセス』。人狼ビーストの反逆者か」


    　たった三日の間に、すでにメロウの名と顔は人狼ビーストの世界に轟とどろいていた。けれど、どうやらあまりに童顔なメロウは女の子として認識されているらしい。しかもどういう偶然か、ついた二つ名は学校と同じ『遊戯姫』。


    「ビビッときちゃいますね、姫先輩っ。この間まで無名だったのに、今や人狼ビースト界のスターって感じですっ。さすが私の王子様！」


    「暫ざん定てい王子な。いつかお前を守ってやる本当の王子様になるさ……そんでもって、僕のことを嬢ちゃんなんて呼んだこいつらは、とりあえず皆殺し決定ってことで──」


    　メロウは声を張り上げ、高らかに宣言する。


    「聞け、人狼ビーストども──！　『遊戯姫ザ・ジヨーカー』その名を心に刻み、絶望しろ。我われらこれより貴様らを根絶やしにする！　有う象ぞう無む象ぞう、強きも弱きも皆等しく、復ふく讐しゆうの炎で燃やし尽くしてやる！　さぁ、怯おびえる時間があるなら、とっとと懺ざん悔げを済ましておけ!!」


    　おぉぉぉぉぉぉっ、と人狼ビーストたちが声を重ねて咆ほえた。


    　メロウたちがいるビルだけではない。


    　その近隣のビルの屋上から、メロウとヒツジの実力を探っていた人狼ビーストたちまでもが、人狼ビーストを滅ぼそうとする存在の出現に、闘志と殺意を昂たかぶらせた。


    　この夜、メロウは華はな々ばなしく人狼ビーストの世界に名乗りを上げた。


    　メロウはもはや無名の少年ではなく、千人殺しサウザンドキラー『惨殺オーバーキルプリンセス』を従えた、『遊戯姫ザ・ジヨーカー』の名を持つ狩人かりゆうど。全人狼ビーストの敵。


    　メロウとヒツジは、咆ほう吼こうこだまする中、駆け出した。


    　目的は一つ、この場に集つどった人狼ビーストを全すべて狩り尽くす。


    「ヒツジ、僕らならやれるよな──？」


    「もちろんっ、まとめてビビッと、蹴け散ちらしますっ！」


    　メロウの人狼ビースト狩りゲームはツヴァイから渡された『狼ろう王おうの牙きば』によって、過酷なバトルが繰り広げられるステージへと移行する。


    　そして、ヒツジの王子様探しゲームも、メロウ自身が王子様を目指すゲームとしてまだまだ進行中──罪都ザイトの遊戯ゲームは、まだ終わらない。

  


  
    大谷　久


    Hisa Ootani


    



    札幌在住の眼鏡をかけた小説家。『罪ざい都とＢビー×Ｂビー』執筆中は毎日のように天ぷらそばを食べ、がんばりました。『罪都Ｂ×Ｂ』は天ぷらそばの活躍によって完成にこぎ着けたといっていいと思います。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    罪都Ｂ×Ｂ
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